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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　魔王の最期

　FATE OF THE ARCHENEMY







　永い永い戦争が続いていた。

　途と切ぎれる事の無い争乱は、実に三世紀にも及およんだ。

　人々は戦争の只ただ中なかに産まれ、生き、そして死んでいった。既すでにそれは、単なる戦争ではなく、一つの時代として──世界の在あり方として、誰だれもが理解をしていた。

　世界とは、こういうものなのだ──と。

　戦乱の時代。戦乱の世界。

　そして、そんな渦うずまく血と鉄と炎ほのおの中心に──常に彼は居た。

　居座り続けていた。

　フェルビスト大陸中に広がり、複雑に絡からみ合った争いの糸を注意深く解ほどいていくと、その根元の多くが、彼の元に辿たどり着くと分かるだろう。相争う勢力のどちらかに加担していない場合でも、対立構造が成立する切っ掛かけを作ったのは彼──という事も在った。

　魔ま法ほうに代表される幾いくつかの技術が、世界を豊かにするのと同時に、その恩おん恵けいにあずかる人々とあずかれない人々との間に、格差を生み出し……それがまた争いを生んだ。

　火種は常に彼の手によって撒まかれ続け、人々は燃えさかる炎の中で踊おどり狂くるい、それがまた死と破は壊かいを──憤ふん怒ぬと怨えん嗟さを生み出す。そうした諸もろ々もろを当たり前の事として、世界は延々と渦か動どうを続けていた。

　途切れる事の無い、争乱の連れん鎖さ……その手た綱づなを握にぎる者。

　戦国の時代の象しよう徴ちよう。終わりなき乱世の中心。

　それが彼──アルトゥール・ガズだった。

　故ゆえにこそ、彼は様々な名で呼ばれる。

　戦乱で苦しみ、家族や友を失った者達は、その渦か中ちゆうに座する彼を〈魔ま王おう〉あるいは〈禁断皇こう帝てい〉〈狂戦王〉などと呼び忌いみ嫌きらった。一方で彼のもたらした魔法技術や帝国の治世に恩恵を受けた者達は、〈大だい賢けん者じや〉あるいは〈賢けん帝てい〉と崇あがめ奉たてまつる。勿もち論ろん、三百年を越こえる在位をして単純に〈化け物〉と──あるいは〈神〉よ〈魔ま神じん〉よと、ただただ畏い怖ふを以もつてそう呼ぶ者達も居た。

　アルトゥール・ガズの名を知らずとも〈禁断皇帝〉の語を知らぬ者は居ない。

　あたかも神は神であるが故に、その個としての名を知る者が居ないのと同様に──彼は既に一個人としての存在を越えて、この世界の『事象』あるいは『摂せつ理り』であるかの様に、認にん識しきされていた。

　だが……

「…………ふ」

　口くち髭ひげに覆おおわれた口元に、僅わずかな歪ゆがみが走る。

　それが笑えみであるのだと、気付いた者は居ない。

　そもそも彼の周囲に今、これを見み咎とがめる者は居ない。激しい戦せん闘とうの渦中だとは信じられない程ほどに──彼の周囲は、冷たい静せい寂じやくに満ちていた。

　ガズ帝国帝城──謁えつ見けんの間。

　玉座に座るアルトゥール・ガズの周囲には、側近や重臣の姿も無ければ、近この衛え騎き士しの姿も無い。彼等は全すべて出で払はらっていた。押し寄せる連合国の軍隊を何とか押しとどめようと決死の覚かく悟ごで戦っているのだ。北の大国と言われたガズ帝国だが、自国以外のほぼ全ての国家を敵に回して戦うとなると、やはり多勢に無勢──とうとう、連合国軍は、この帝都にまで攻せめ込んできてしまった。

　この帝城も、遠からず陥かん落らくするだろう。

　感覚を研とぎ澄すませば、静寂の帳とばりの向こう側に、戦いくさの気配が渦まいているのが分かる。

　かつてない規模の帝都攻こう防ぼう戦せん。

　ありとあらゆる兵器と人員が投入された文字通りの最終決戦である。殺意と憤怒、恐きよう怖ふと狂きよう気き、憎ぞう悪おと焦しよう燥そう、悲ひ嘆たんと喜き悦えつ、諸々の感情が入り乱れ、まるで坩堝るつぼの如ごとくに煮にえたぎっていた。

　そして、この戦いの最終目標は〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズを討うつ事だ。

　全ての殺意は、巡めぐり巡って彼の元に辿り着く。

　因果応報と言うべきか。

「…………ふ……ふ……」

　本来ならば、慌あわてふためくべきなのだろう。

　だがガズ皇帝は落ち着いていた。

「……ふ……ふ」

　微かすかにではあるが、笑い声すら漏もらしていた。

　これぞ戦場だ。

　これぞ──求められたものだ。

　数百年に及び戦乱の中心に居たガズ皇帝にとって、それは空気や水に等しいものでしかない。それに恐おそれ戦おののくなど意味が無い。たとえその結果が、自分の最さい期ごを運んでくるとしても……だ。

「──残念だ」

　不自然に澱よどむ静寂に──淡たん々たんとした一言が割り込んできた。

「…………」

　ガズ皇帝は、僅かに紫むらさきの双そう眸ぼうを動かして声を辿る。

　誰も居なかった筈はずの謁見の間に──人ひと影かげが一つ湧わいていた。

「お前は、非常に優ゆう秀しゆうなエンペリオンだった」

　皇帝に対し、不ふ遜そんにもそう告げてくるのは──驚おどろくべき事に少年だった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、整った顔立ちで、瘦そう軀くの……何ど処こか飄ひよう々ひようとしていて捉とらえ所の無い人物。

　まだ幼さを残したその容よう貌ぼうは、中性的で美しく整っている。

　この戦場において、あまりにも不似合いな──不自然な程の落ち着き振ぶり。それは、ガズ皇帝と同様、人にあらざる何かを感じさせる。人の姿をしてはいても、俗ぞく世せに己おのれの立つべき基点を求めない──見ている処ところが根本的に違ちがう、という意味で。

「……だろうな」

　ガズ皇帝は当然の様に応じる。

　少年の来訪──いや侵しん入にゆうに対しても驚いた様子は無い。むしろ待ち構えていたかの様に鷹おう揚ような態度で、彼は少年を見つめていた。

「このまま滅ほろぼすには惜おしいが、仕方ない」

「……だろうな」

　ガズ皇帝は同じ言葉を繰くり返す。

　前もって、相手の掛けてくる言葉を知っていたかの様に。

「次のエンペリオンを用意するには相応の時間は掛かるだろうが──」

「……だろうな」

「お前は壊こわれた。だから破は棄きし、排はい除じよする」

「何を今いま更さら」

　ガズ皇帝は髭ひげの下で笑みを深める。

「その為ために諸国の王を唆そそのかし、民衆を煽あおり、今こうして我を追い込んでいるのであろう？」

「その通りだ。直接干かん渉しようの出来ない我が身では、何かと手間取ったが」

　平然と少年は認めた。

　それはつまり──この状じよう況きよう、連合国軍が今まさにガズ帝国を討ち滅ぼそうとしている戦せん況きようを誘ゆう導どうして実現させたのが、この少年という事か。だとすればそれは──この少年がガズ皇帝以上の怪かい物ぶつという事になる。幾つもの国家を……この世界のおよそ半分を動かしたという事なのだから。

　それを証するかの様に──

「逃にげられない」

　少年はそう宣言した。

　嘲あざけるでもなく。誹そしるでもなく。

　ただ、衆知の事実を改めて口にするかの様に。

「お前の性能では」

「……だろうな」

　ガズ皇帝は頷うなずく。

　自身に迫せまる死を宣告されても尚なお、いささかの動どう揺ようも示さない。

　皇帝としての矜きよう持じか。

　それとも──

「…………」

　瞬まばたきを一つ。

　ガズ皇帝が瞼まぶたを閉じて開く、まさしくその一いつ瞬しゆんで少年の姿は消え失うせていた。まるで最初から存在していなかった幻まぼろしであるかの如くに。

　そして入れ替かわる様に──

「──〈禁断皇帝〉ッ!!」

　轟ごう音おんと共に分厚い扉とびらが吹ふき飛んだ。

　恐らくは魔法によるものだろう。鍵かぎも掛けていなかった筈なのだが──あるいは待ち伏ぶせを警けい戒かいしての事か。

　扉は音を立てて床ゆかに転がり、武装した人影が煙けむりを押しのける様にして踏ふみ込んでくる。

「貴様を討つ！」

　謁見の間に雪な崩だれ込んでくる『英えい雄ゆう』達──いや『英雄になる予定の者』達。

　彼等もまた自分達が『計画』の一部だとは……大いなる見えざる手でこの場に導かれてきたのだとは知るまい。自分の意思でこの場に来たのだと信じて疑っていない筈だ。

　そう求められたが故に。

「……良かろう」

　ガズ皇帝は、静かにそう応じると──玉座から立ち上がった。

　右手には長ちよう剣けん。左手には機杖ガンド。

　普ふ通つうの人間ならば、とても同時には使いこなせない過か剰じような武装だが、ガズ皇帝にとっては何程の事も無い。

「見事、我を討ち取って名を挙げるがよい」

　あの少年──ギイがわざわざ姿を見せて宣言したからには、確かにこの『英雄』達を相手にガズ皇帝が勝つ事は出来ないだろう。その様にギイは計算して全てを仕組んできた筈だ。『英雄』達自身には──ガズ帝国攻略を決めた連合国の王達と同様に──その自覚は無いだろうが。

　とどめが剣になるか矢になるか魔法になるかはさておき、ほぼ確実にガズ皇帝は敗北する。間違いなく殺されるだろう。いや──それどころか、数世紀を生き、強力な魔ま力りよく源げんとなったこの身は、同重量の黄金にも優まさる戦利品として『英雄』達に、文字通り八つ裂ざきにされ、持ち帰られてしまうに違いない。

　分かっている。よく分かっている。

　実に容易たやすい未来予測だ。

　だが……だからといって無む為いに殺されてやる訳にもいくまい。無む駄だな足あ搔がきでも、とりあえず抵てい抗こうはして見せてやらねばなるまい。さもなくば、疑われるからだ。

　それに……

「さあ。死力を尽つくし戦おうぞ」

　そう『英雄』達に告げながらガズ皇帝は──僅かながらもこの状況に高こう揚ようしている自分に気付いていた。

「喚わめけ。怒いかれ。嘆なげけ。それは我等の存在理由、我等に求められたものであるが故ゆえに」

　数百年を生き、およそ人の身において可能な、ありとあらゆる経験を重ね、この世界においては最高の智ちを積み上げてきた。

　だがそれでも尚──『死』という平へい凡ぼんな現象についてだけが、未知のものだった。

　無数にそれを与あたえてはきたが、与えられる側になるのは初めての事だ。

　そう。ガズ皇こう帝ていは期待に胸を躍おどらせていた。

　己の器うつわ以上のものに成るためには一度その器を割らねばならない。

　二ふた度たびの生を得ようとするならば死を経へねばならない。

　ならばこそそれは『終わり』ではなく『始まり』なのだ。

「おおおおおッ！」

　剣撃が。弓撃が。魔法が。

　一いつ斉せいにガズ皇帝に向けて放たれる。

　いずれもが常人相手ならば必殺の攻こう撃げきであり、そこには強きよう烈れつな殺意が煮えたぎっている。

「──素す晴ばらしい。それでこそだ」

　ガズ皇帝の呟つぶやきを、『英雄』達が聞き取ったかどうかは分からない。

　無論、彼等は知らなかった。

　ガズ皇帝殺害──それが、それこそが、彼自身が用意した遠大な計画の、始まりであるという事に。







　第一章　ニセモノを終える時

　THE END OF FAKE DAYS







「退ひけい、有う象ぞう無む象ぞう共。我はこれより、『神』を、討うつ」




　…………




〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズによる『誅ちゆう神しん』の宣言から、時は僅わずかに遡さかのぼる。

　場所はゲランソン城の中層階──その片かた隅すみ。

　そこで一つの、血に塗まみれた契ちぎりが交かわされようとしていた。




　…………




　全身が急速に冷えていく。

　血が流れているせいだろう。食いちぎられた喉のど笛ぶえから、止める暇ひまも無く、生命がこぼれ落ちていく感覚が有る。

　視界は狭せばまり、音は遠ざかり、世界そのものが、自分の触ふれられる周囲だけになったかの様な──そんな奇き妙みような感覚だった。

　自分は今、生命無き物モ体ノになろうとしている。

　それだけは、はっきりと分かった。

「……フレ……ドリカ……」

　突とつ然ぜんの凶きよう行こうに走った相手の名を呼ぶ。

　彼女は床に倒たおれたトールの上に跨またがって、その血色の瞳ひとみで彼を見下ろしていた。

　長い金きん髪ぱつの、あどけない少女の姿。

　だがそれは彼女にとって幾いくつかある擬ぎ態たいの一つに過ぎない。装鎧竜ドラグーンなどと呼ばれているが、竜りゆうとして誰だれもが思い描えがくその姿すら、彼女に言わせれば『人間がそういうものだと思っているから』採っているだけのものだ。

　今のフレドリカの顔は、下半分がトールの血にまみれ、凄せい惨さんなものになっている。

　まさしく獲え物ものを喰くらう無む慈じ悲ひな獣けもののそれだ。なまじ人間の貌かおだからこそ──愛らしい少女の貌だからこそ、余計にその在あり様は異様なものに見える。

　しかしその一方で──

「トール」

　フレドリカは両手でトールの頰ほおを挟はさみ込むと、そっと自分の顔を彼の唇くちびるに寄せる。

　まるで口付けをねだるかの様に。

「私と契けい約やくしよ？」

「…………」

「私を食べて。何ど処こでもいいよ？」

　そう言う彼女の口調は──何処か淫いん猥わいですらあった。

　装鎧竜との『契約』は、互たがいの肉体を己おのれの臓ぞう腑ふに納める事で成立する。

　食べたものを己の血と肉にする事で一体化する──その行こう為いを以もつて、互いを己の一部として認にん識しきする様になるのだ。そうすれば装鎧竜の魔法を、契約者も自身の意思で使える様になる。

　ある意味でそれは、人間を辞やめる、という事でもある。

　勿もち論ろん──普通の人間の感覚からすれば、身の毛もよだつ行為だが、装鎧竜たるフレドリカにしてみれば、また違ちがう印象なのだろう。契約をねだる彼女の口調には、さしたる気負いも無く──ちょっとした散歩か何かに相手を誘さそう様な、軽さが在った。
















「…………」

　トールは、無言。

　フレドリカに嚙かみ付こうという様子も、無い。彼女が試ためしにと指先をトールの唇の間から押し込んでも、彼は顎あごを閉じようとはしなかった。

　フレドリカは、首を傾かしげて彼を見つめる。

「契約しないと死ぬよ？」

「……だろう、な」

　トールは血の泡あわを噴ふきながら、そう応じた。

「死にたくないでしょ？」

「……確かに、な」

「じゃあどうして？」

　このままでは、確実にトールは死ぬ。

　既すでに、こんなやりとりをしている余よ裕ゆうは無い──普通に考えれば。

　中々煮にえ切らないトールの背中を一押しする為ために、フレドリカもこんな強引な行動に出たのかもしれないが、ここでトールが死んでしまっては彼女としても本ほん末まつ転てん倒とうだろう。

　しかし──

「お前は……今まで……何を……聞いてたんだよ」

　トールは死相すら既に浮うかび始めたその顔に、皮肉げな笑えみを浮かべて言った。

「俺は……俺の望みで……俺の……決断で……それに従って……生きる……乱破師サバターだから……とか……誰かに言われた……からだとかじゃ……なく……」

「…………」

　眼を瞬しばたたかせるフレドリカ。

　トールは舌と唇の震ふるえで、辛かろうじて音を紡つむぎながら続けた。

「与えられた……存在理由とか……そういう……ものに……縋すがってたら……本当に……やりたい事も……やるべき事も……見失う……」

　この世に在る意味。生きている理由。

　それが欲ほしかった。

　無意味に生まれ理由無く死ぬ──それが嫌いやだった。

　どうしても、それが許せなかった。

　この身は、この喜びは、この怒いかりは、この哀かなしみは、何の為に？

　その全すべてが意味の無い無駄、偶ぐう然ぜんの産物でしかないというのなら、いっそ、何も考えられない草や花の方が良かった。ただそこに在って、季節の巡めぐりと共に消え去る、そんなただの『現象』でありたかった。

　だが、一度持ってしまった疑念は、捨て去れない。

　抱いだいてしまった怒りや悲しみは、消えない。

　世界がそういう残ざん酷こくなものだというのなら、世界を変えれば良い。

　その事が己の存在する意味なのだと、自認する事で──トールは生きてきた。

　だが……

「……意味など……最初っから無いんだ」

　トールは喘あえぐ様に言った。

「目的なんか……存在理由なんか……無いんだ……だから……自分で決めて……良かったんだ……自分の在り方は……自分で決めて……いいんだ……」

　無意味の呪のろいとは、実は、自由の祝福と表ひよう裏りではなかったか。

　だから自分で全てを決める。

　それこそが、生きるという行為。

　それこそが、生まれてきた意味。

　ならば──

「チャイカが……初めて出会った時に……言ったんだ……」

「──え？」

「『もう一度見つければいい』って……」

　手て遅おくれなどという事は無い。

　その気になれば人の前には無数の選せん択たく肢しが連なっている。それが幸福に繫つながるか不幸に繫がるかは分からないが、死という終わりを迎むかえるその直前まで、人は常に己の人生について選択権を持ち続けている。

　目的を無くしたのなら改めて見つければ良い。

　たとえ結果として見つけられなかったとしても、見つける為に行動する事は出来る。目的を探す事を目的にする事だって出来る。ただそこに立ち止まっていつか来る死を待つ以外の、選択肢がそこには、在る。

　だから──

「結局……俺は彼女に……答えを……教えて貰もらいながら……今まで……」

「チャイカを助けたいでしょ？」

　覆おおい被かぶせる様にフレドリカが問う。

　その声に若じやつ干かんの焦あせりが滲にじんでいる様に聞こえたのは、トールの錯さつ覚かくか。

「無論……だが……」

　トールは、にやりと嗤わらって見せる。

　己を見下ろす装鎧竜の化身。その姿がどこかぼやけて見えるのは──既に瞳の焦しよう点てんを合わす事すら困難になっているからか。もう本当にトールに時間は残されていなかった。

　しかし──

「……その為に……誰かに何かを……強しいられて……自分を棄すてるのは……御ご免めんだ……」

　死を迎えるその直前まで、己の意思で選択を。

　それこそが──

「…………」

　フレドリカは眼を丸くしてトールを見つめる。

　人間とは異なる感性や価値観を持っている彼女が、こういう驚おどろきの表情を示すのは希まれだ。

　装鎧竜ですらトールの覚かく悟ごには驚かざるを得なかったのか。あるいはトール達と共に過ごす時間が長かった結果として、人間としての感性や価値観に影えい響きようを受けたのか。

「その為に死ぬの？」

「…………」

「意地を貫つらぬく為に？」

「…………」

　トールは答えない。

　信義に殉じゆんじる。それは実の処ところ……そう珍めずらしい考え方ではない。戦国時代には己の信義に従って無数の人々が死んでいった。むしろそれが死という絶対的な無意味に逆らってみせる為の、唯ゆい一いつの方法とも言えた。

「ああもう……！」

　フレドリカは首を振ふってトールの首に腕うでを巻き付けた。

「私が悪かったから！　トールの意思を確認しなかった私が悪かったから！　お願いだからそういうの止やめて！」

　言いながらフレドリカはとりあえず自分がつけた傷を治そうと、トールの肩かたに嚙み付こうとする。

　だが──

「トール……？」

　弱々しく上がった手が、それを押しとどめた。

「…………おまえ、は」

　トールはかすれた声で問うた。

「……何の為に……生きて……いる……？」

「私の事とか、どうでもいいでしょ？」

「よくねえよ……全然よくねえよ」

　これだけは、はっきりとトールは言った。

「お前はドミニカの騎き竜りゆうのままか……？」

「──え？」

「何にでもなれる生き物のくせに……？　ドミニカに先立たれて……途と方ほうに暮れていた時の……生きる目的すら……人間に寄りかかってる様な……生き物のままか……？　違うよな……？」

　自分の意思とは関係無く動いていくそんな、残酷な世界に異を唱えたかった。

　何の為に生まれて。何の為に生きるのか。

　分からないままに終わる事が──どうしても我が慢まんならなかった。

　自分も。他者も。

　己の意思で決めた事に殉じる事が出来る。

　そういう世界が欲しかった。

　だから──トールは利用する相手にも、それを求める。

　自ら考えて自ら決める事を。

　己おのれの裁量は結局──己の命一つでしかないのだから。

「……！」

　フレドリカは一いつ瞬しゆん、息を吞のんでから──

「私はね、トール、人間が好きだよ」

　囁ささやく様な口調で言った。

「それぞれはひ弱なくせに、私達の──棄獣フエイラの行けなかった所に行けるだろう、そういう生き物が。神様に棄てられた獣、神様のお眼鏡に適かなわなかった失敗作、それが私達だから、私は──人間が羨うらやましい」

　棄獣。神の望みに合がつ致ちしなかった──失敗作フエイラ。

　予あらかじめ存在理由を奪うばわれていたが故ゆえにこそ、棄獣達は、神の寵ちよう愛あいを受けたとされる人間を嫉そねみ、妬ねたみ、憎にくみ、そして羨むという。

「人間と一いつ緒しよに居る事で、私も人間と同じ処に行ける気がした。こんな気持ちすら、あるいは、ドミニカからの借り物だったのかもしれないのだけれど」

　装鎧竜ドラグーン。

　竜と言いつつも本来の姿を持たない変へん幻げん自じ在ざいの生き物。その独自の魔ま法ほうを使いこなすには、やはり自らを定義できるだけの知性が必要だったのだろう。愚ぐ鈍どんな獣は自らの形について思いを巡らす事すらない。

　だがそれ故にこそ、この棄獣は──中ちゆう途と半はん端ぱな部分を抱かかえる事になった。

　恐おそろしく高い生存能力が故に、恐きよう怖ふや憤ふん怒ぬといった感情に乏とぼしく、その裏返しであるところの喜き悦えつや悲ひ哀あいの感情にも乏しい。異常に高い生存能力を持つが故に、自らの生に対して無む頓とん着ちやくになり、身を寄せ合って社会を成すという生き方に至らない。個体は繁はん殖しよく時以外には孤こ立りつし、ただ在ある様に在るだけの、岩や樹きと変わらない在り方になってしまう。

　だが、高い知性がそれを──ただ在るだけという在り様を、許さない。

　これは、本当に生きていると言えるのか？

　何でも出来る事は、何も出来ない事と、等価ではないか？

　何者にもなれるという事は、何者ですらないという事ではないか？

　そう疑問を持つに至った一部の装鎧竜は──懊おう悩のうし、闘とう争そうし、混迷する人間を自らの一部とする事で、永えい劫ごうとも言える倦けん怠たいと無ぶ聊りようから逃のがれようとした。

　それが、竜騎士ドラグーン・キヤバリアの誕生である。

「私は、どうしようもない退たい屈くつと孤こ独どくから救い出してくれる人間が好きだよ」

　そう言ってフレドリカはトールの胸むな元もとに血ち塗まみれの頰ほおを寄せる。

「特にトール。乱破師の癖くせに、いちいち立ち止まったり、悩なやんだり、後あと戻もどりしたりする、そんな君が好き。多分、君と居れば、私は私一人では行けなかった処に行ける。君と居れば私は怒おこったり、悲しんだり、笑ったり、どきどきしたり、沢たく山さんできる。だから君が欲ほしい。私自身の為ために、君と一つになりたいの」

　まるでそれは愛の告白の様に──トールの耳みみ朶たぶをくすぐる。

「だから契けい約やくして欲しいの」

「契約……か」

　隷れい属ぞくではなく。酔すい狂きようでもなく。

　双そう方ほうの望みが合致する処にそれは生まれる。

　ならば──

「……悪くない」

　呟つぶやきながらトールは己の口の端はしに挿さし込まれたフレドリカの指を──食いちぎった。
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　城内は、ひどく閑かん散さんとしていた。

　兵士や使用人の多くが武芸大会絡がらみで出で払はらっている──のは理り屈くつとして分かるのだが、それにしても、あまりに人の数が少ない。仮にも王の住まう場所であり、一国の政経を司つかさどる為の場所だ。交代する事は在あっても常に百人は関係者の姿が在って当然である。

　なのに──

「どういう事だ……？」

　城内を歩きながら眉まゆを顰ひそめてそう呟いたのは、赤毛の偉い丈じよう夫ふである。

　頭部の左右を剃そり上げ、真ん中だけを残す髪かみ型がたは、ある種の鎧よろい兜かぶとをかぶる際に収まりが良い──安定しやすいという事で、傭兵マーセナリ達が好んだものである。大たい剣けんを背負い、必要最低限の硬こう革かく鎧がいを帯びたその格好も、騎士キヤバリアや正規軍兵士のものとは風ふ情ぜいが異なる──見るからに傭兵然としたものだった。

　ニコライ・アフトトル。

　ジレット隊の副官を務める男だ。

　彼は武芸大会で相棒と共に敗北し、ゲランソン城の敷しき地ち内に在る兵舎で療りよう養よう中──の筈はずだった。だが刺さされた傷にこそ包帯を巻いているが、既すでにその出いで立ちは戦場に向かう者のそれになっている。

　彼が危険を冒おかして城の中に忍しのび込んできたのは、仲間であるジレット隊の面々──マテウス、レオナルド、ズィータの三人が、戻っていないからである。彼等は武芸大会に首都ゲランソン中の視線が集中する隙すきを見計らって、城内に潜せん入にゆうしていた筈だった。

　だが、彼等からの連れん絡らくが無い。

　魔法の術式で動物を扱あつかう事に長たけているマテウスは、鳥や鼠ねずみを使って随ずい時じ連絡をとる事が出来る。逆に言えば、その連絡が無いという事は──マテウスが魔法を使えない状態に陥おちいっているという事だ。

　恐らくは……潜入がハルトゲン公王側にばれたのだろう。

　そして、捕とらえられた。

　ならば身動きのとれる自分達が助けにいかねばならない、ニコライはそう判断した。既に揃そろって〈クリーマン〉機関から離り反はんした身、彼等との関係に上司も部下も無いが、それでも指揮を執とっていた者として、仲間の生命には責任があると彼は考えていた。

　しかし……

「人が居ない？　いや……」

　ニコライはふと廊ろう下かの隅すみへ──太い柱の陰かげに眼を向ける。

　そこに足が見えていた。倒たおれている人間の足が。

　しかも……

「…………」

　様子を確かめようと、そちらに向かって二歩ばかり進んで──しかしニコライはそこで止まった。足の脇わきから赤い筋がぬるりと滑すべり出てきたからだ。

　……血。それも大量の。

「まさか──」

　城内に残っていた人間は全すべて何者かによって殺されたのか。

　だから全くといって良い位に人の姿を見ないのか。

　いや。死体を一つ見たからといってそう断じるのは早計かもしれない。しかしニコライ達の他ほかに、誰だれも死体を見み咎とがめていない事からすれば、やはりこの城の中は今、尋じん常じような状態に無いという事だ。

　だが──一体誰が？

　まさかマテウス達という訳でもあるまい。血が固まっていない事からすれば、あの死体は『できたて』だ。そんな事をしている暇ひまが在るなら、マテウス達は連絡の一つでもニコライの処に寄よ越こしているだろう。

　つまり今この城内には、ハルトゲン公王勢力に敵対する何者かが潜ひそんでいるという事になる。あるいはマテウス達と一緒に潜入した筈の、ナザ真教の信者達の仕し業わざか。それとも全く別の──ニコライ達の知らない第三者か。

　いずれにせよ……

「ヴィヴィ、気をつけろ」

　ニコライは傍かたわらの相棒──暗殺者の少女にそう告げた。

　銀ぎん髪ぱつと紫し眼がんを備えた……まるで『棺ひつぎの姫ひめチャイカの如ごとき』少女。

　いや。本来ならば彼女もまたチャイカになる筈だったのだ。だがニコライ達がその『転生』を邪じや魔ました結果、髪と眼の色は変わっても、本来の人格を残したままになった。

　いわば──チャイカのなり損ぞこない。

　ヴィヴィ・ホロパイネン。

「…………」

　一いち途ずにアルベリック・ジレットを慕したい続けていた少女は──しかしいつもの気の強い彼女と異なり、ひどく気け怠だるげで、憔しよう悴すいしている様に見えた。

　無理も無い。

　彼女はアルベリック・ジレットを復活させる為に、職も、立場も、何もかも棄すてて、チャイカ達と『遺体』を奪い合う決断を下した筈だった。だがアルベリックはそんな彼女の前に『敵』として現れ、彼女やニコライを殺しに掛かかった。

　気力をごっそり奪われてしまうのも当然だろう。

　ただ──

「──ヴィヴィ」

「分かってる」

　再度声を掛けたニコライに、短くヴィヴィはそう応じた。

　実の処ところ、ほんの少し前まではただ泣いているばかりで、まともな受け答えすら難しい状態だった。それに比べると今の彼女は随ずい分ぶんと回復していると言える。

（あのトールとかいう、乱破師サバターに感謝か……？）

　ニコライは胸の内でそんな事を考えたりもする。

　彼がヴィヴィの傍そばを離はなれているほんの少しの間に、どうやら白いチャイカの手勢であるトール・アキュラが彼女を訪ねてきたらしい。

　元々、ヴィヴィは乱破師というものを──多分、近親憎ぞう悪おから──毛け嫌ぎらいしている。ある意味で似通った職種である乱破師と暗殺者アサツシンだが、だからこそ、彼等の身も蓋ふたもない、卑ひ怯きようも卑ひ劣れつもむしろ当然として厭いとわぬ戦い方が、自分を映す鏡の様で不ふ愉ゆ快かいなのだろう。

　だが、だからこそトール・アキュラの訪問と挑ちよう発はつは、一種の荒あら療りよう治じというか、わずかながらもヴィヴィに気力を回復させる効果を持っていたのだ。怒いかりは人を動かす原動力に成り得る。少なくとも今の彼女は、ただ無力に泣いているだけの少女ではなかった。

　しかも──

「いずれにせよ、これから──」

「──!?」

　唐とう突とつに──ニコライの言葉を遮さえぎる様にしてヴィヴィが息を吞のむ。

　その表情には驚きよう愕がくの色が濃こい。彼女が視線を注ぐ方へとニコライも眼を向けた。

　そこには──

「ジレット様？」

　一いつ瞬しゆんだが、見み間ま違ちがえ様が無い。

　通路の窓から中庭を挟はさんで斜ななめ上に見える──二つばかり上の階層の窓。

　そこを疾しつ風ぷうの速度で過よぎる白しろ装しよう束ぞくの人ひと影かげ達。

　その中に、確かに、見慣れた隊長の姿が……かつてニコライ達の上司であり、ヴィヴィの想おもい人であった騎士キヤバリアアルベリック・ジレットの姿が在った。

「ヴィヴィ──」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　気き遣づかわしげに声を掛けるニコライに、しかしヴィヴィは──表情をわずかに強こわ張ばらせて言った。決して元の元気を取り戻した訳ではないのだろうが、少なくとも積極的に行動出来るだけの気力は回復したという事か。

「追うわよ」

　紫むらさきの双そう眸ぼうを細めてヴィヴィは言った。

「ジレット様がなんで、あんな連中に混じって、あんな行動をしているのかは分からないけど……何か理由が在る筈。多分、それってズィータ達が戻もどってこない事にも関係している筈だから」

「……おう」

　強引な理屈だが、案外、的外れでは無い様にニコライも思った。

　不可解な出来事、非常識な出来事、それらが何の関係も無く一つの場所で頻ひん発ぱつすると考える方が不自然だ。それらは全て何ど処こかで繫つながっている──と考えるべきだろう。

「分かった、行こう──ところで腹の方は大丈夫か？」

　武芸大会で敗北した際、ヴィヴィはアルベリックの相棒役の長柄戦斧ハルヴアード使いに、腹を打たれている。内ない臓ぞう破は裂れつまでは起こしていない様だったが──さすがに痛みは残っている筈だ。

「何なら背負っていってやろうか？」

「刺すわよ、あんたこそ怪け我が人のくせに」

　ヴィヴィは手品の様に何処からか投針を取り出して言った。

　やはり──少しは以前の調子に戻ってきた様だ。

「へっ──」

　ニコライとヴィヴィは短く笑え顔がおを交かわすと、アルベリック達が通っていた上層階の廊下を目指して走り出した。
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　ハルトゲン公国──ゲランソン城。

　その謁えつ見けんの間は、築城以来、かつてなかった程ほどの騒そう乱らんに見み舞まわれていた。

　辺りを満たす濃のう密みつな血ち臭しゆう。

　床ゆかに散らばる幾いくつもの屍しかばね。

　小規模ながらも戦場の様相を呈ていするそこには、今なお、剣けん戟げきと魔ま法ほうの音が響ひびき渡わたり、殺意が交こう叉さしている。事態を収めるべき城主──シュテファン・ハルトゲンは既に亡なく、正体不明の闖ちん入にゆう者と、そして一人の少年が延々と死し闘とうを繰くり広げているのだ。

　しかも──

「──ッ！」

「〈煮ザえ・滾ボるイもラのー〉よ──顕あらわれよッ！」

「おおおおおおッ!!」

　その闘とう争そうは既すでに常識の範はん疇ちゆうに無い。

　一方の勢力──白い仮面を被かぶった闖入者は、いずれも猛も者さと言うべき者達ばかりだ。

　剣、槍やり、弓、あるいは魔法機杖ガンド。それらを使い、相手を取り囲む様にして次々と攻こう撃げきを繰り出している。それらはいずれも必殺の威い力りよくを持っている。普ふ通つうの人間ならば瞬まばたきする間に五度は死んでいるだろう。

　だが──

「──顕れよ〈遮り阻むものザ・デフイレイダー〉」

　対するもう一方は、彼等以上に尋常ではなかった。

　たったの……一人。

　しかも半はん裸らの少年である。

　彼は剣とも機杖ガンドともつかぬ大ぶりの武器を使いこなし、剣技で、魔法で、互ご角かくに──いや、闖入者達を圧あつ倒とうする程の力で、戦っているのだ。

　同時に放たれる攻撃の隙すき間まに滑り込み、あるいは魔法でこれを弾はじき、流し、相手が攻撃を放った直後の隙を突ついて、反撃を放つ。
















　彼等の撃ち合う攻撃の余波は、床を、壁かべを、天てん井じようを、これを支える柱を破は砕さいし、引き裂さき、火か炎えんを、衝しよう撃げきを、電光を、そして塵じん煙えんを大量に生み出していた。

　白はく煙えんの中に閃ひらめく人影と閃せん光こう。

　虚こ空くうを叩たたく衝撃と烈れつ風ぷう。

　余人が割って入る余地など無かった。

　闖入者達は──彼等が自ら主張する処によれば『御遣いアポストロ』であり。

　対する少年は──これも自らが主張する処によれば『魔ま王おう』の転生であるという。

　ならばこれは、神と魔の代理戦争であり、俗ぞく物ぶつの関かかわる余地などあろう筈はずも無い。むしろ気を抜ぬけば、戦いの余波を喰くらって死に至る。ただこの場に居合わせるだけでも危険極きわまりないのだ。

　しかし……

「…………！」

　濁だく流りゆうの如き戦場。

　破は壊かい力が、殺意が、幾いく重えにもぶつかり合って飛沫しぶきを散らす。何もかもを滅ほろびに向けて押し流していく容よう赦しや無い力の逬ほとばしり。

　その只ただ中なかで──

「……トール…………？」

　棺担かつぐ亡国の姫・チャイカは呆ぼう然ぜんとその名を呟つぶやいていた。

　長い銀髪と紫の双眸を持つ愛らしい少女。小こ柄がらで見るからに繊せん細さいなその姿は……戦場に在あっては、誰だれに顧かえりみられる事も無く、いとも容易たやすく散ってしまう可か憐れんな花そのものだ。

　だが、彼女の白い顔に、怯おびえの色は浮うかんでいなかった。

　有う象ぞう無む象ぞうの全すべてが遠い。まるで自分の周りだけ、時間が止まっているかの様にさえ思える。今、すぐ傍で死闘が行われているというのに。いつその殺し合いの余波がこちらに飛んでくるかさえ分からないのに。

「…………」

　チャイカの眼の前には、一人の若者が立っている。

　黒くろ髪かみと黒こく瞳どうの、端たん整せいだが、何処か険のある顔立ち。

　トール・アキュラ。

　チャイカの旅の仲間であり従僕でもある。いつも何処か倦うんでいるというか、生きている事すら面めん倒どうくさがるかの様な、気け怠だるい空気を引きずりつつも……チャイカを助けて幾いく度ども困難な状じよう況きようを切り抜けてきた、優ゆう秀しゆうな乱破師。

　だが今の彼は──いつもと装よそおいが違っていた。

　チャイカが見慣れていたのは、黒を基調とした服だ。上に外套マントの類たぐいを羽織る事はあっても、それもまた黒、柔やわらかく、衣きぬ擦ずれの音すら殆ほとんどたてない、乱破師の戦いくさ装しよう束ぞく。それは風の様に身軽で捉とらえ所の無い乱破師の戦い方を表象するかの様な衣装だった。

　だが今のトールの姿は、それとは真逆。

　直に身体からだを覆おおう衣装こそ以前と同じ黒だが、それよりも先まず目立つのは、その上から被せられた白銀の装そう甲こう──板金鎧プレートメイルである。所々に黄昏たそがれを想わせる朱しゆが入っているが……それは装そう飾しよくというよりも、ある種の疵きず痕あとの様な、『隙間から覗のぞく生々しさ』を感じさせる。

　かつてチャイカが見たドミニカ・スコダの鎧と──似て非なる戦装束。

　身の軽さを活いかして縦じゆう横おう無む尽じんに戦場を駆かけぬけるのが基本の乱破師としては、在り得ないものだ。頭部に兜かぶとこそ着けてはいないが、本来、全身鎧とは馬上にて戦う騎士か、さもなくば防ぼう御ぎよ力を活かして相手を押し潰つぶす重戦士の装備だからだ。

「トール……！」

　喘あえぐ様に、チャイカはもう一度、その名を呼んだ。

　自分のよく知る乱破師の若者と、眼の前の彼が、同じ人物であると、理解はしているものの──何かが大きく変わっている事にも気付いたからだ。それが何かは分からないが、だからこそチャイカは、彼が彼のままであるという事を確かめずにはおれなかった。

　恐おそらくそう思ったのはチャイカだけではなく──

「──兄様」

　チャイカの傍かたわらで、呟く様に言ったアカリ・アキュラも同様だろう。

　トールの妹であり、同じく乱破師サバターであるアカリは、暗色を基調とした乱破装束に身を包んでいる。動きやすさを先まず重視した上で、狭せまい場所にもぐりこんでも引っかかる場所が少ない様に、体にぴったりと沿う様な仕立てになっていた。

　チャイカにとっては見慣れた格好だが──アカリの姿が普ふ段だん通りであるからこそ、トールの姿は尚なお更さらに特異に見えるのだ。

「待たせたな、我が主あるじ、それからアカリ」

　そう言うトールの立ち姿に、鈍どん重じゆうさは微み塵じんも感じられない。

　鎧を身に帯びてもなお、その姿勢に力みは無く……むしろ飄ひよう々ひようとした立ち方は、邪じや魔まなもの全てを振ふり捨ててきたかの様に軽かろやかで清すが々すがしい。危機的な状況において、唐突に現れたその姿は、まるで、歌劇の主人公の様にすら見える──泥どろ臭くさい現実とは一線を画したかの様な、超ちよう然ぜんたる雰ふん囲い気きがそこには在った。

「しかしこれは何なんだ──一体？」

　背後を振り返るトール。

　そこでは、やはり『魔王』と『御遣いアポストロ』の戦いが続いていた。

　塵煙の帳とばりの向こう側で繰り広げられる、絶技と絶技の応おう酬しゆう。

　剣での撃うち合い一つとってみても、それは異様なものだった。

　鋼はがねと鋼がぶつかり合う──それだけではない。

　その余波は見えない刃やいばとなって、白煙を切り裂き、壁や床や天井に食い込む。剣撃の生む真空か、衝撃か、あるいはそれらとも異なる何かの仕し業わざか。乱戦模様ではそれすら判然としない。

　しかもこれに魔法や弓矢の攻撃まで加わる。

　激げき突とつする双そう方ほうの間合いの外に居ようとも、巻き込まれる危険は在るという事だ。

「顕れよ。〈切ザり・裂リくツもパのー〉」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようと共に、塵煙が吹ふき払はらわれる。

　露あらわになるのは──その魔法を唱えた人物だった。

　素す肌はだに直接、鎧の様な鋼の部品を帯び、長大な剣とも杖つえともつかない武器を手にした……少年。

〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズ、即すなわちチャイカの父を──その生まれ変わりを自じ称しようするこの少年は、たった一人で八人もの敵と渡り合い、それどころか、既にその半数近くを斃たおしていた。

　だがそれも道理──

「呪文詠唱が……？」

　驚きよう愕がくの滲にじむ声でそう呟いたのは、誰だったか。

　そう。魔法の使い方があまりにも早すぎる。

　魔法それ自体はチャイカも──魔法師ウイザードならば使う事が出来る。

　だが通常、魔法はその行使にひどく煩はん雑ざつな手順を必要とする。機杖で大おお幅はばに簡易化されたとはいえ、周囲の温度や湿しつ度ど、星せい辰しんといった諸条件を考こう慮りよして微び調ちよう整せいを加え、これを呪文詠唱に反映させて術式を起動させるのが常だった。長く重い機杖と共に、この点が魔法師を『近接戦せん闘とうではまるで役立たず』と世間が評する原因である。

　なのにアルトゥール・ガズにはそれが無い。

　相手との位置関係の調整は？

　気温や湿度が及およぼす影えい響きようは？

　星の位置から受ける影響は？

　その全てを──一いつ瞬しゆんの、呪文詠唱に圧縮して処理している？

　しかも激しく動き回りながら──相手の剣を受け、流し、あるいは反撃の一打を浴びせかけながらだ。

　在り得ない。それに要する集中力も、思考の早さも、筋力も、状況を瞬時に読み取る感覚の鋭えい敏びんさも……およそ人間の範はん疇ちゆうではない。

　だが、かつて三世紀にもわたって皇帝として君臨し、魔法技術の殆どを生み出してこの世界を大幅に変えたと言われる怪かい物ぶつ──アルトゥール・ガズ、少年がその生まれ変わりだというのなら、何の不思議も無いのかもしれない。

「何者だあいつは!?　紫むらさきの瞳ひとみに銀ぎん髪ぱつって、まるで──」

「──退ひけい、有象無象共」

　トールの言葉に被さる様にしてアルトゥール・ガズの声が響ひびく。

「我はこれより、『神』を、討うつ」

「……何を言ってるんだ、あいつは!?」

　紫の瞳と銀の髪、それに何ど処こか似通った顔立ちから、トールはあの少年がチャイカに関係している誰か、という程度の推測はつく様だが──まさか一度死した〈禁断皇帝〉であるとは考えもつかないらしい。その姿が、チャイカとさして歳としも変わらない少年のものであるから尚更である。

　チャイカ達とて、実際にあのおぞましい『転生』の光景を目まの当たりにしていなければ……黒いチャイカが己おのれの身を引き裂かれながらあの少年を『産み落とす』場に居合わせなければ、信じられなかったかもしれない。

　しかし……

「破──ッ!!」

「〈砕き散らすものザ・クラツシヤー〉よ、顕あらわれッ！」

　アルトゥール・ガズの宣言を聞いているのかいないのか、白装束の闖ちん入にゆう者達は構わず攻こう撃げきを仕し掛かけている。激しい攻防の最中に一人減り、二人減り、その数は半減しつつあるものの、彼等の戦意にはいささかの衰おとろえも見えず──

「しゃ……ッ!!」

「ヘルラ・ウート・コルラ・フォリフ──」

　──戦闘の余波はむしろ、当事者達よりも周囲を蹂じゆう躙りんしてゆく。

　柱が倒たおれる。壁が削けずれる。強固な石造りである筈の床ゆかが、まるで水面みなもの様に大きく波打つ様は、悪夢そのものだった。

「──！」

　天井が崩ほう落らくする。

　石材と、木材と、煉れん瓦がと……崩くずれ落ちてくる諸もろ々もろ。

　このままでは生き埋うめどころか、雨の様に降り注ぐ瓦が礫れきに打たれて死ぬ。如い何かにトールが使い手であったとしても、剣けんの一本や二本でどうにかなる様な状況ではなかった。

　だが──

「…………」

　トールの手に、青白い光が凝ぎよう集しゆうする。

　左右の手に数本ずつまとめて生み出される銀の手裏剣スローイング・ダガー。

　次の瞬間、彼は、両りよう腕うでを広げる動きに乗のせて、これらを一いつ斉せいに放っていた。

　空中で幾いくつもの瓦礫が手裏剣と激突して落下の軌き道どうを変える。広げた両腕を戻もどしながらトールは更さらに身構えると、腰こしの後ろから──これだけは以前と変わらない二本の小機剣コンブレイドを引き抜ぬいていた。

　一ひと際きわ大きな瓦礫が落ちてくるのを、小剣で弾はじき飛ばすトール。

　更に──

「──フレドリカッ！」

「はい承知」

　何処か愉たのしげな声に被かぶる様にして──風が吠ほえた。

　既すでに壁かべはあちこち崩れているとはいえ、ここは城内、そうそう風など吹く筈はずもない。だが突とつ如じよとして生じた烈れつ風ぷうは、落ちてくる瓦礫の軌道をねじ曲げ、チャイカ達を護まもっていた。

「フレドリカ……」

　チャイカが振り返った先には……白銀の異形が居た。

　装鎧竜ドラグーン。

　その在あり様は神に望まれず、それが故ゆえに『棄すてられた』とされる魔ま物もの……棄獣フエイラの中でも最強と言われる怪物。変へん幻げん自じ在ざいの魔法を操あやつり、如何なる存在にも姿形を変え、脳を除く全すべての部位は、たとえどれだけ損傷しても『変身』魔法の応用で元に戻す事が出来る。

　この世界において、最も殺す事が困難な生き物、それが装鎧竜である。

　先さき程ほど、チャイカ達を護った風は、フレドリカが背中の翼つばさで起こしたものだ。

「こっちこっち」

　異形の怪物は、しかし気安い仕草でチャイカ達を手招きする。

　その広げた翼の下に匿かくまってくれる、という意味だろう。

　その名の通りに鎧よろいを帯びたかの様な、厳いかつい姿は何度も見慣れた通りだが──城内を移動する為ためか、今は馬よりも一回り大きい程度の大きさになっている。

「何だかよくわからんが、あんな連中のつぶしあいに付き合う義理は無い」

　改めて──戦い続ける〈禁断皇帝〉と〈御遣いアポストロ〉達を見み遣やってトールはそう言った。

　相変わらず戦いの余波で周囲には塵じん煙えんが舞まい上がり、視界もひどく悪い状態だが……幸か不幸か壁はあちらこちらで崩れ始めているので、謁えつ見けんの間から逃にげ出すのはそう難しい事ではない様だった。

「ここは一いつ旦たん、逃げるぞ」

「了りよう解かいだ、兄様」

　さすがに戦場をその居場所とする乱破師──アカリは即そく座ざにそう判断して頷うなずく。彼女とてトールに訊たずねたい事は幾つも在ろうが、それは後回しにすべきと考えたのだろう。

　しかし……

「…………」

「呆ほうけてんじゃねえぞ、チャイカ！」

　呆ぼう然ぜんとしたままのチャイカを、トールの腕うでが抱かかえる。

　床を蹴けって駆かけ出すトールの後を、アカリとフレドリカもまた追って走り出す。

　そしてトールの腕の中のチャイカは──

「…………」

　まるで糸の切れた操り人形の様に、ただ、力なく──されるがままになっていた。
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　乱破師サバターは冷れい酷こく非情である。

　少なくともそうあるべし、と教えられて彼は育った。

　それが必要とあらば、女子供でも躊ちゆう躇ちよ無く斬きり捨てる。それが命令とあらば、泣き叫さけぶ赤あかん坊ぼうの首を踏ふみ折る。大義だの常識だのに縛しばられた騎士キヤバリアや戦士には出来ない事をこなすのが乱破師であり、その存在理由だった。

　是ぜ非ひも、善悪も、一いつ切さい合がつ切さいが関係無い。

　完全にそれは──道具の在り方だ。

　雇やとい主ぬしの思おも惑わくなど乱破師にはどうでも良い。そこに大義や正義が在ろうと無かろうと興味を持たない。よりよき道具は、ただその機能を果たすだけのものだ。いちいち持ち主の考えに異論を唱えたり、疑問を持ったりはしない。

　だからこそ『理想的な乱破師』たる事を自他共に認めるシン・アキュラは、主君であるハルトゲン公王の──正しくはハルトゲン公王を操る黒いチャイカの思惑についても、さしたる興味を持っていなかった。

〈禁断皇帝〉の遺体を集めるという事についても、その先に在るものが何なのかについては知らなかったし──知ろうともしなかった。精々が、何かその強力無比な魔ま力りよく源げんを使って大規模な魔法でも使う積もりだろう、程度にしか考えていなかった。

　心も体も道具。

　投入された状じよう況きようにおいて、求められた性能を発揮する。

　その事だけが至高。それだけで良かったのだ──今までは。

　だが……

「…………」

　威い力りよくと威力がぶつかり合い渦うずを巻く謁見の間において、シンは、呆然としていた。

　主君たるハルトゲン公王はもう居ない。死んだ。致命の箇か所しよを刺さされて事切れた死体をシンは目撃している。挙げ句──その後に起こったごたごたで、その死体すら崩れてきた瓦礫の下した敷じきになってしまった。

　しかも──

「トール……！」

　塵煙の向こうでかつての弟分だった乱破師が逃げていくのをシンは見た。

　いや。トール自身の言葉によれば既に彼は乱破師ではない。装鎧竜と契けい約やくした竜騎士ドラグーン・キヤバリアなのだという。実際、トールは装鎧竜の魔法を使ってシンの小機剣による攻撃を受け止め、これをへし折っている。

「……馬ば鹿かな」

　これは一体、どういう状況なのか。

　相変わらず、白しろ装しよう束ぞくの闖入者達と、半はん裸らの少年の戦せん闘とうは続いている。

　既にシンの存在など路ろ傍ぼうの石に等しいとでもいう様に、彼等はこちらに注意を払はらっておらず──だからこそシンは時折、飛んでくる瓦礫や攻撃の余波を、殆ほとんど反射的に避よけ、払っているだけで、傷らしい傷も負ってはいない。

　しかし今のシンは、完全に目的を見失っていた。

　いや。元より乱破師に目的など無い。

　それは主あるじのものであり、道具たる乱破師はただ使われるのみだ。そうでなくてはならない。そうである事が望ましい。

　だからこそ、シンは途と方ほうに暮れていた。

　勿もち論ろん……乱破師たるもの、雇い主が死ねば契約は終しゆう了りようし、新たな雇い主を探すのが基本である。良くも悪くも道具である以上、その生き死には雇い主のそれとは連動しない。望む者が他ほかに居れば、道具は譲ゆずり渡わたされる。

　しかしこの状況は、そもそもシンの理解を超こえていた。

　一体この場で行われている戦いは、誰だれが、何の為に行っているのか？

　漏もれ聞こえてくる言葉を繫つなぎ合わせてみるに……白装束達は自らを〈御遣いアポストロ〉と称しようし、彼等と戦っている少年は〈禁断皇こう帝てい〉を名乗っている様だが、彼等の対立が何を理由とするものなのかすら、シンには分からない。

　自ら目的を持たないのが乱破師。

　だがその結果として──自分の理解を超えた状況に直面したシンは、物事の優先順位すらろくに判断がつかない。何を護り、何を討うつべきか、すら、今の彼には分からない。

　惨みじめだった。

　血を吐はきながら身につけた技わざは、それを駆く使しする目的が在ってこそ意義を持つ。

　こうなっては、乱破師など何程の役にも立たない。

　むしろ──

「トール……アカリ……」

　昔むかし馴な染じみの二人が逃げ去った方を振ふり返って呟つぶやくシン。

　むしろ乱破師として半人前である彼等の方が、躊躇無く行動出来ている。たとえ周囲の状況が分からなくても、まずは近しい者を護る──その事に彼等は逡しゆん巡じゆんしない。

「…………」

　呆然と立ち尽つくすシンの足元に──恐おそらくは魔法で刎はねられたのだろう──個性を持たぬ、白い仮面を被ったままの首が一つ、転がってきた。
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　息が乱れていた。

　単に早いだけではない。一定の調子で繰くり返すのではなく、短く、長く、不規則に呼吸が変化して、それをどうにも自分で御ぎよする事が出来ない。身体からだからの要求に応こたえきれていないのである。

　戦いの場において、それは非常にまずい状態であった。

　呼吸が乱れれば、本来の力が出せない。筋力が減退するだけでなく、思考も停てい滞たいする。反射的な行動は可能でも──状況に応じた判断が下せない。それは混乱する戦場においては死を意味する。

　千ち々ぢに乱れる思考は、脈みやく絡らくの無い記き憶おくを脳のう裏りに閃ひらめかせる。




『嬢じようちゃんよ。まずは落ち着いて深呼吸だぁな』




　あれは確か……会ったばかりの頃ころに、ダヴィードが言った言葉だったか。

「…………」

　落ち着け、落ち着け、落ち着け──自分。

　チャイカ・ボフダーンは荒あらい呼吸を繰り返す自分に、そう言い聞かせた。

　息苦しさを堪こらえて──まずは吐く。胸の中を空っぽにする位に限界まで吐いてから、今度は一いつ杯ぱいに吸い込む。吸い込んで一度は息を止める。

　決して万全とは言えないまでも、ゆっくりと思考が落ち着いていくのを感じた。

「…………」

　勿論、落ち着き払っている場合ではないのは分かっている。

　周囲では、乱入してきた白装束の男達と、そして復活した〈禁断皇帝〉の戦闘が続いている。遠からずこの戦いには決着がつくだろうが、それまでこの場に居合わせる者達が無事で居られる保証は無い。白装束の〈御遣いアポストロ〉達も〈禁断皇帝〉もその攻こう撃げき力は尋じん常じようでなく、余波だけでこの謁見の間を壊こわし続けているからだ。

「……お父様……」

　チャイカは思わず塵煙の向こうに佇たたずむ『父』の方を振り返った。

〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズ。

「私──は」

　亡なき父の遺体を全すべて集め、父を死に至らしめた全てに──直接手を下した八英えい雄ゆうから、連合軍に属した兵士、本来守るべき父を置き去りにして逃げ出したガズ帝国の重じゆう鎮ちんに至るまで原因となった全てに、復ふく讐しゆうする。

　それがチャイカの──紅あかいチャイカたる彼女の目的だった。

　何を犠ぎ牲せいにしても、そうすべきだと信じて疑わなかった。

　それが〈禁断皇帝〉の娘むすめたるチャイカの、当然に採るべき行動だと想おもっていた。

　だからこそ、白いチャイカたるチャイカ・トラバントは──ただ父の遺体を弔とむらう事を目的としている彼女は、紅チャイカにとって偽にせ物ものだった。父の無念を想わぬ娘など、本物ではない。父を殺された怒いかりを以もつて、自らを走らせる原動力とする自分こそが、正しく本物のチャイカであると──信じていた。

　だが……その信念すら、仕組まれただけの偽物であったとは。

　自分以外のチャイカは全て偽物、そう信じる紅チャイカもまた偽物だった。

　本物は、ガズ帝国崩ほう壊かいの時に既すでに死んでいる。今の自分は適当な孤こ児じの上に再現されたチャイカ姫ひめの複製人格でしかない。時折浮うかぶ首の傷は──本物のチャイカ姫が首を刎ねられた際の、心理的な衝しよう撃げきが、そのまま蚯蚓みみず腫ばれとなって顕あらわれたものだ。

　ただ死体を拾い集める為ためだけに作られた、仮面ペルソナ。

　死者の魂たましいを複製して造り上げられた人造の亡ぼう霊れい。

　それが……自分なのだ。

　しかもその目的すら果たせないままで──他のチャイカに先んじられた結果、自分は今や用済みの道具に堕だした。勿論、目的を果たすとは即すなわち、自らの命と引き替かえに〈禁断皇帝〉を産み落とす事だが……むしろ自分が『遺体』の争そう奪だつ戦せんに敗北し、結果として生き残った事を、紅チャイカは素す直なおに喜ぶ事など出来なかった。

　何と呪のろわしい存在か。

　何と無意味な存在か。

　この場で〈禁断皇帝〉と〈御遣いアポストロ〉達の戦いに巻き込まれて果てるのが、むしろ自分には相応ふさわしいとさえ思えた。

　だが……




『落ち着いたみたいね。私達は敵ではないわよ。未まだ、味方とも限らないけれどね。とりあえずその物ぶつ騒そうな武器を仕し舞まって頂ちよう戴だい。それから──とりあえず何か食べましょうか』

『腹減ってると気が立つもんなあ』




「…………」

　脳裏に過去の情景が閃く。

　紅チャイカは瞬まばたきを繰り返しながら、周囲を見回す。

　そもそも何な故ぜ自分は未だ生きている？　あの常識外れの戦いを繰り広げる〈禁断皇帝〉と〈御遣いアポストロ〉の傍そばに居ながら、何故、自分は未だ致ち命めい的てきな傷を負っていない？

　勿論それは──茫ぼう然ぜん自じ失しつの彼女を、今まで庇かばってくれた者が居たからで。

「セルマ……ダヴィード……！」

　──居た。

　やはりすぐ傍に二人の傭兵マーセナリは倒たおれていた。

　褐かつ色しよくの肌はだの美女と、赤毛の偉い丈じよう夫ふ。

　形の上では紅チャイカが彼等を従卒として雇やとっていた形だが、実際には彼等は紅チャイカの保護者とでも言うべき存在だった。世間知らずの紅チャイカを騙だまして、棺ひつぎの中に入っていた報ほう酬しゆうを──金貨や銀貨を持ち去ろうと想えばいくらでもその機会は在あった筈はずだ。なのに彼等はそれをしなかった。

　それどころか……命いのち懸がけで、こんな場所にまで付き合ってくれた。

　そして身を挺ていしてチャイカを庇ってくれたのだ。

　元より武芸大会において傷を負っていたダヴィードや、先に捕とらえられていたセルマは、使い慣れた武器も無く、万全の状態とは程ほど遠かった筈だ。紅チャイカなど放ほうり出して逃にげたとしても、誰も彼等を責めなかっただろう。そもそもチャイカと呼ばれる存在は、単なる亡霊──生き物ですらなかったのだから。わざわざ命を賭として守るべき価値など何処にも無い。

　つくづく愚おろかな者達だった。

　チャイカという存在の見た目に騙されて、絆ほだされた、お人好しの間ま抜ぬけ共。

　眼の前に横たわる彼等が、生きようと死のうと、もう関係が無い筈だった。もう意味など無い筈だった。チャイカという存在の意味が消失した今、その保護者としての役割を振られた彼等もまた、無意味に堕している筈だ。

　そのこれまでの戦いには──その苦労には、生死には、既に意味が無い。

　だが……

「…………」

　呼吸は落ち着いたが、未だ息は苦しい。

　自分の胸の内で心臓が鼓こ動どうを繰り返しているのを感じる。

　何故だか自分は、未だ生きている。

　息苦しさを感じる。身体のあちこちには鈍どん痛つうも覚える。

　これは、生きているという事ではないのか？

　たとえ自分が名も知らぬ他人の上に被かぶせられた、仮面ペルソナに過ぎなくとも──いや仮面ペルソナであるからこそ、その存在理由を失ってもまだ、生きて在るという事は、何を意味する？

「…………」

　セルマとダヴィード。

　彼等と過ごした時間はそう長くない。わずかに一年と少しだ。なのにどうしてこんなにも彼等の生き死にが今いま更さらながらに気に掛かかる？　自分の生き死にすらどうでも良いと感じているのに──

「…………否いな」

　紅チャイカは呟いた。

　チャイカを名乗る者達は、魔法によって適てき齢れいの少女達に埋うめ込まれた『種』が発芽して生まれる。原型のチャイカから転送された記憶と、予あらかじめ設定されていた人格が合わさって、それぞれのチャイカが生まれる。

　そう。チャイカ・ボフダーンの記憶にある『父』との生活は──どれだけ生々しく記憶に残っているとしても、それは彼女自身の体験によるものではない。言うなればそれは舞ぶ台たいの上に設けられた、ただの書き割りでしかないのだ。

　彼女の、彼女の為の、彼女だけの記憶は……目覚めた瞬しゆん間かんの、あの血みどろの光景からはじまったのだ。

　自分はまさに、あの瞬間に生まれた。

　ならば──その直後に出会ったセルマとダヴィードは、紅チャイカにとって人生のほぼ全てを共にしてきた家族同然ではないか。

「……私は」

　思い出すのは──ありふれた、戦争によって滅ほろびた街の跡あと。

　目覚めたばかりで右も左もわからず、作り物の記憶と遺体を集めるという目的だけしか持ち合わせていなかった紅チャイカは、野の良ら猫ねこの様なものだった。周囲に向けて常に殺気を放ち、棺の中に入っていた蛇咬剣スネークブレイドを片手に、行き場の無い怒いかりをただ滾たぎらせるばかりだったのだ。

　そんな時──二人と出会った。

　自分はセルマとダヴィードの元に生まれた。そう言っても過言ではない。彼等が自分を一人の人間として認めてくれたからこそ、今まで生きてくる事が出来た。父であり母であり兄であり姉であり……紅チャイカにとって二人はそういう存在だった。

　だから──

「……セルマ……ダヴィード……！」

　紅チャイカは両手を伸のばして二人の腕うでを摑つかんだ。

　未だ温かい。未だ柔やわらかい。

　そう。二人は未だ生きている。

「死に場所……此こ処こ──違ちがう！」

　こんな場所で二人を果てさせて良い筈が無い。

　小こ柄がらな身体からだで出せる力の全てを絞しぼりながら──紅チャイカはセルマを背負い、ダヴィードを引きずって、歩き始める。その歩みはひどく遅おそく、眼の前の壁かべに開いた穴すら、無限の彼方かなたの様にすら思えたが……

「……私が……今度は……！」

　歯を食いしばりながら、紅チャイカは一歩一歩、何かを積み上げる様にして進み始めた。
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　ゲランソン城の中は閑かん散さんとしていた。

　元より質しつ実じつ剛ごう健けん、質素倹けん約やくを旨むねとするハルトゲン公王の居城、兵士や使用人の数は少ない城内であった筈だが──今は廃はい墟きよの如ごとく、静せい寂じやくが凝こごっている。よく見れば死体らしきものが、あちらこちらの物もの陰かげに転がっている事からして……何者かが兵士や使用人達を殺して回ったのかもしれない。

　あるいは、あの白しろ装しよう束ぞくの〈御遣いアポストロ〉達の仕し業わざか。

　いずれにせよ……謁えつ見けんの間から逃げ出したトール達が、兵士や使用人と遭そう遇ぐうし見み咎とがめられる事が無かったのは、幸いだった。

「──とりあえず此処まで来れば一息つけるか」

　謁見の間から離はなれ、階段を駆かけ降り、やたらと入り組んだ廊ろう下かを抜ぬけて──トール達は中庭らしき開けた場所に出た処ところで、足を止めた。

　此処に一いつ旦たん、逃げてくるのは予め決めていた事である。

　城内を移動する際──衛兵の詰つめ所で発見し、回収したアカリの鉄てつ槌ついや手裏剣スローイング・ダガー、チャイカの機杖ガンドといった諸もろ々もろの装備を、この中庭の茂しげみに隠かくしておいたのだ。

「しかし──」

　謁見の間では未だ戦いが続いているらしく、時折、遠えん雷らいの様な轟ごう音おんが頭上から降ってくる。それを見上げながら──

「外の連中は気付いてないのか？」

　眉まゆを顰ひそめてトールは呟つぶやいた。

　ハルトゲン公王の擁ようする軍隊は──兵士達は何も城の中に居た者達だけではないだろう。

　むしろ大量の兵士が、武芸大会の警備の為に城外に配されていた筈である。彼等もさすがに城内で戦せん闘とうが行われていると知れば、武芸大会の警備を中断して戻もどってくる筈だ。

　だが──その様子が無い。

「それとも……早々に逃げ出したか」

　現在ハルトゲン公王の軍隊の何割かは、武芸大会で召めし抱かかえた者達の指揮下に在る。

　そして武芸大会の上位入賞者は──腕うで自じ慢まんでこそあるが、その多くが、戦後各地で食い詰め、流れてきた破落戸ごろつきの様な連中である。代々主君に仕えてきた騎士キヤバリアなどとは全く違う。忠誠心など、最初からろくに持ち合わせていなかったのかもしれない。

「──兄様」

　周囲の安全を確かく認にんしてから──改めてアカリが声を掛けてきた。

「やはり生きていたのだな」

　武芸大会での事を言っているのだろう。

　トールは、武芸大会において一度、死んだ──というか死んだ様に見せかけた。敢あえて心臓を貫つらぬかれる一いち撃げきを受けたのだ。これは監かん視しの目を逃のがれて自由に動くための策略だった訳だが──

「見てたのか？」

　囚とらわれの身だったアカリ達が、その様子を見ていたとは想おもってもみなかった。

「見せられていたといった方が正しいだろう。公王の下の黒いチャイカ達が、魔ま法ほうによる中ちゆう継けいを私達に見せていたのだ。恐おそらく──精神的に追い詰める為ためなのだろう」

「なるほど……心配掛けたか？」

　茂みから取り出した鉄槌や手裏剣を手て渡わたしながらトールは問う。

　だが──

「……いや」

　アカリは無表情に首を振ふった。

「兄様が死ぬはずが無いと、私は信しん仰こうしている」

「フレドリカが居なけりゃ、あの世行きだったけどな」

　とトールは苦く笑しようして見せた。

　心臓を突つかれて死んでみせる──というのは勿もち論ろん、どんな傷も魔法で『無かった事に出来る』フレドリカが居てこそとれた策である。

　実際には一度、心臓周りの傷を治しておいて、表面の傷口だけは残す、という方法を採った。死亡確認の際には短時間ながら脈を止めるという方法で誤ご魔ま化かしたのである。〈鉄血転化〉は極きよく端たんな例だが──多くの乱破師サバターは肉体運用技術を習得する際に、自分の脈みやく拍はくをある程度まで制せい御ぎよする事も出来る様になる。

　ともあれ……

「いや。私の敬愛する兄様が心臓を突かれた程度で死ぬ筈はずが無い」

　何故か自信たっぷりといった口調でアカリは言った。

「いや、程度って──」

「兄様ならば、頭をかち割られようが、首を刎はねられようが、『やれやれ。辛かろうじて急所は外したぜ』と爽さわやかに笑って蘇よみがえってくる筈だ」

「それはもう人間じゃねえ」

　拳こぶしを握にぎりしめてそう力説する妹に、とりあえず溜ため息いき交じりにそう突っ込むトール。

　毎度ながら何ど処こまでが冗じよう談だんなのかよく分からない妹である。

　ちなみに装鎧竜ドラグーンや、竜騎士ドラグーン・キヤバリアですら、頭をかち割られれば、さすがに死ぬ。魔法を行使する為の最重要器官である脳が駄だ目めになれば、自己修復は出来ないからだ。首を刎ねられた場合は──まあ、どれだけの時間、意識が持続出来るかと、確保出来る魔力の量によるだろうが。

　ともあれ……

「しかし兄様」

　アカリが眉を顰めて言った。

「その装よそおいはどうした事だ？」

「どうしたもこうしたも……」

「それに先さき程ほど、シンに『俺は竜騎士だ』などと言っていた様に想うが──」

　アカリはトールに詰め寄りながら更さらに問う。

「だからそれは」

「トールが私と正式に契ちぎりを交かわしたからだよ？」

　トールの脇わきからひょいと顔を出しながら言ったのは、フレドリカである。

　ちなみに今は若い女性の形態になっている。以前、ドミニカ・スコダを装っていた時の姿だ。トール達が一番見慣れた、幼い少女の姿に戻っていないのは、単純に城内における戦闘の利便性を考えての事だろう。

「待て、竜りゆうっ娘こ」

　アカリは眼を細めて言った。

「それは聞き捨てならん。兄様が何だと？」

「トールは私のものだよ？」

　あっけらかんとした口調でフレドリカはそう言った。

「身も心も一つになったんだよ？」

「いや……なんか誤解を招くだろう、その表現は」

「そう？」

　トールの言葉に首を傾かしげるフレドリカ。

　確かに──装鎧竜は契けい約やくした騎士との間に肉体的、精神的な繫つながりを造り上げる。だからこそ装鎧竜の魔法は、少し離れていても騎士に及およぶし、騎士の性格に多少なりとも装鎧竜は影えい響きようを受ける。個々の人格は独立しているとはいえ、意識の奥底で常に繫がっている様な状態である。

「というか、フレドリカ。お前──俺と契約したって事は、俺の性格の影響受けてるんだよな？　あんまり変わった様には思えないんだが」

「そう？　まあ段々トールの色に染まるから」

　何故か嬉うれしそうにそう言うフレドリカ。

「染まっ……いやだから」

「…………」

　アカリは何度か、目を瞬しばたたかせてフレドリカとトールを見つめていたが。

「なるほど」

　大きく頷うなずくと──

「了りよう解かいした。殺そう」

「ちょっ──ま、待て待て待て!?」

　鉄槌を振りかぶる妹に思わず片手を上げて言うトール。

「このややこしい時に何を──」

「兄様こそ、このややこしい時に竜っ娘といちゃいちゃぶりを妹に自じ慢まんするとは、何という人でなしっぷり……！」

「自慢してねぇよっ！」

「竜騎士になったというのなら最も早はや、遠えん慮りよは要いらないな？」
















「お前今まで遠慮してたのかよ!?　──というか頭狙ねらう気満々だろお前は！」

「ねえねえ。トール。もう魔法使うのには嚙かみ付かなくていいんだけどさ。なんだか癖くせになっちゃったし、これからも朝晩寝ねる前に嚙み付いていい？」

　などとトールの背中から首に両りよう腕うでを回しながらそう問うてくるフレドリカ。

　今のフレドリカはドミニカの時とほぼ同じ体たい軀くなので──トールと並んで立っていても遜そん色しよくが無い。なのでトールの背後から抱だき付いている様は、チャイカやアカリの眼から見てどう映るか……さすがのトールでもある程度の想像はつく。少なくとも『おんぶしている』様には見えるまい。

「お前も余計ややこしくすんなッ!?」

「そうだアカリ──トールの事、剝はく製せいにするんだっけ？」

「──む？」

「トールも私と一いつ緒しよで脱だつ皮ぴとか出来る様になったしね。その時の『皮』とか使うと剝製とか出来ちゃうよ。中の内臓とか取り出す手間も要らないし、そのまま詰め物したら剝製出来ちゃう」

「…………」

　アカリは眉を顰めてしばらく何事か考えている様だったが。

「なるほど……そんな利点が」

「利点なのかそれ？」

　唸うなる様な声でそう言ってから──長々と溜息をつくトール。

　アカリのこうした明後日あさつての方向にずれた言動は、まあ、いつもの事だ。あるいは気持ちを切り替かえて、落ち着く為に、敢えてやっているのかもしれない。

　しかし……

「──チャイカ」

　普ふ段だんと異なり──トールはこのやりとりに、全くチャイカが嚙んでこない事に気付いていた。いつもならば積極的とは言わずとも、一言二言、ずれた発言を会話に挟はさみ込んでくる筈なのだが。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　白銀の髪かみの姫ひめ君ぎみは──虚うつろな眼をして、その場に座り込んでいた。

　チャイカが落ち込む様子は、過去にトールも何度か見たが……今回の様子は尋じん常じようではない。意識はある様だが、まるで生気が感じられないのだ。倒たおれていれば死体と見み紛まがいかねない位に。

「おい。チャイカ？」

　繰くり返し声を掛かけても、やはり反応は無い。

「俺が辿たどり着く前に──謁えつ見けんの間で何があった？」

　トールは傍かたわらのアカリを振り返ってそう問うた。

　珍めずらしく彼女は躊ちゆう躇ちよするかの様に、答えるまでに間を置いて──

「……私も脇で見ていただけだから、全すべてを詳しよう細さいに理解している訳ではないが」

　そう言い置いてから、説明を始めた。
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『参』と額に記された仮面が、真っ二つに割れる。

　その下から顕あらわれたのは、感情の無い虚ろな死相である。眼と鼻と耳と口から血の泡あわを噴ふき出しながら〈御遣いアポストロ〉を自じ称しようする最後の男が、床ゆかに倒れた。

　勿論──即そく死しだ。

　強力な魔法の照射によって体内の水分を沸ふつ騰とうさせられたのである。恐らく頭ず蓋がいを開けば中身は液状化しているに違ちがいない。たとえ竜騎士であったとしても、斃たおし得る必殺の魔法攻こう撃げきだった。

　そして──

「……ふむ」

　壁かべはあちらこちらが崩くずれ、柱は倒れ、床は激しく波打って、謁見の間は惨さん憺たんたる在あり様になっている。更にそこかしこに転がる死体が凄せい惨さんな印象を強めていた。〈御遣いアポストロ〉達の骸むくろは、まともな形状で残っているものの方が少ない。誰だれのものか分からない、どころかそれが一体何人分の骸であったかすら、分からない位に分断され、あちらこちらにばらまかれていた。

　恐おそらく、散らばる死体の中にはハルトゲン公王のものも在るだろう。

〈八英えい雄ゆう〉の一人であり、かつてこの城の主あるじだった男の亡なき骸がらは……しかしもう役目は終わったとばかりに、誰も注意を払はらってなどいなかった。それを哀あわれに思う者すら、この場には居ない。

　そんな惨状の真ん中で……

「一人は逃にげたか？」

　わずかに怪け訝げんの表情を浮うかべて呟つぶやくのは、半はん裸らの少年である。

　銀の髪に紫むらさきの瞳ひとみを備え、白い肌はだの上には金属の骨格の様なものが纏まとわり付いている。鎧よろいと呼ぶには身体からだを覆おおう面積があまりに小さく、むしろ少年の身体を拘こう束そくしているかの様な印象すら在るが──それは、彼の手にする長ちよう剣けんとも機杖ガンドともつかぬ複雑な得物へと繫がり、少年の姿そのものを、まるで一個の武器の様にすら見せていた。

〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズ。

　青白い光がその身体を包んだかと想うと──次の瞬しゆん間かん、少年は長衣を身に纏っていた。

　装鎧竜の扱あつかう変身の魔ま法ほう、その応用だろう。

「──エンペリオン」

　ふと横手から声が掛かる。

「…………」

　アルトゥールは──ただ紫の双そう眸ぼうだけを動かして、視線を声の方へと向けた。

　いつの間に現れたのか。

　金きん髪ぱつの少年が一人、超ちよう然ぜんと、惨劇の現場に立っている。

　目鼻立ちといい、服装といい、隙すきの無い上品な身み形なりは、何処かの貴族の子し弟ていを思わせるが……だからこそこの異様な現場に立っている姿は、不自然極きわまりない。

〈禁断皇帝〉を『エンペリオン』と呼ぶのは〈御遣いアポストロ〉か──さもなくば、彼等を集めこの場に送り込んだ者だけだ。

　ギイ。その存在を知るものからは、ただそう呼ばれる何者か。

　何ど処こか浮き世離ばなれした──まるで蜃しん気き楼ろうの様に捉とらえ所の無い金髪の少年は、〈御遣いアポストロ〉側が敗北しても、平然とそこに存在していた。

　勿もち論ろん、散らばる死体を前にして、怯おびえる様子も無く、逃げようとする様子も無い。

　そもそも、そんな常識的な反応を示す存在ではない。

　ただ──

「何を考えているのか？」

「分からないのか？」

　アルトゥールはそう言うと──手にしたその武器をギイに向けた。

「分からないならそれがお前の限界だ──端末体フアミリアン」

「……限界？」

「そもそも貴様は何も理解していない。我を排はい除じよしたのも動作不良を起こした部品を取り除く程度の認にん識しきでしかなかったろう」

「実際その通りだ」

　とギイは言った。

「お前は求められた機能を発揮していない。お前は動作不良を起こしている」

「そう。そう考えるしかないのだ──お前は。我と異なり、お前はこの世界に実体を持ち生きる存在ではないからな。我の事など理解出来まい。模も倣ほうは出来てもそこまでだ」

「…………」

　ギイの表情には曖あい昧まいな──微び笑しようめいた表情が凝こごっている。

　中身の無い仮面。あくまで人と対して意い思し疎そ通つうする為ためだけの、形。

「我は血迷った訳ではない。我は理解し、考こう慮りよした末に叛はん逆ぎやくを決めた。ただそれだけの事だ。時間は充じゆう分ぶんにあった、充分にな。準備は出来ている」

　アルトゥールがその武器を操作する。

　がちん、と金属音が響ひびいたかと思うと、武器の数か所が展開し、そこから青白い光が漏もれ始める。いや──それだけではない。まるで熱せられているかの様に、その武器の周囲の風景が陽かげ炎ろうの様に揺ゆらめき始めた。

　まるで空間そのものが歪ゆがんでいるかの様に。

「…………」

　ふらりとギイが体重を感じさせない動きで後退する。

　躊躇無く、捨て台詞ぜりふすら吐はく様子も無く、迅じん速そくに。

　だが──

「逃がさん」

　アルトゥールの宣言と共に、武器から青白い光が逬ほとばしった。

　それは逃げようとするギイに命中し、そこから幾いくつもに分ぶん岐きしながら、彼の身体を搦からめ捕とる。光の触しよく手しゆとも言うべきものがギイを捕ほ縛ばくし、それだけでは足りないとばかりにその身体に食い込んでいく。

　いや。違う。これは──溶とけ込んでいるのか。

　光はギイの中に潜もぐり込んでいく。

「……や…………」

　あるいは『やめろ』と言いたかったのか。

　次の瞬間、ギイは四散し──そのばらばらに弾はじけ跳とんだ骸すらも、最初から存在していなかったかの様に、空中で薄うすれて消えていく。

　ギイと呼ばれた少年は、骸すら遺のこさず、この謁見の間から消えていた。

「……予備の起動にはそれなりの時間を要する筈はず。これで幾ばくかの時間が得られた」

　呟くアルトゥール。

　それは一体──どういう事か。

　そして……

「ニーヴァ・ラーダ」

　アルトゥールがその名を呼ぶと、次の瞬間、彼の手にしていた武器が、青白い光を発しながらその形状を変化させ──一人の少女となって彼の傍らに立った。

　蒼あおでもなく紅あかでもない中間色──紫の髪を備え、更さらにその瞳は金銀妖眼オツドアイ。

　目鼻立ちは愛らしいが、何処か危あやうい雰ふん囲い気きを持った少女であった。

　ニーヴァ・ラーダ。

〈禁断皇帝〉が配下の魔法技術者達に作らせていた『神器』。金属の骨格に各種棄獣フエイラの組織を移植した上で人の形に整えてあるが、その正体は魔法増ぞう幅ふく器である。

　彼女自身が機杖ガンドとしての機能を持つ事に加え、その変身──変形機能によって、如い何かなる魔法機関とも繫つながり、これを操あやつり、強化する事が可能だ。

　アルトゥールが〈御遣いアポストロ〉達を圧あつ倒とう出来たのは、彼自身の持つ能力故ゆえの事ではある。だが、こうも短時間に全ぜん滅めつさせる事が出来たのは、間ま違ちがいなくニーヴァが在ってこそだ。

「端末体を含ふくめ、とりあえずの障害は排除した。これを以もつて計画は第三段階に入る」

「──御ぎよ意い」

　頷うなずくニーヴァ。

　もしこの場に冷静な観察力を未いまだ持ち続けている者が居れば、気付いたかもしれない。

　いつの間にか……ニーヴァの立つ場所を中心として、床に、蜘く蛛もの巣すの様な、網あみ目め状の紋もん様ようが広がっている。そしてアルトゥールの足裏とその床の紋様の間に青白い光が漏れている──紋様は接続索さくと同じ機能を果たしているのだ。

　この部屋に留とどまる限り、ニーヴァと直接に触ふれていなくても──アルトゥールは何処にどうしていても魔法を使えるという事である。いや。いわばこの部屋そのものが、ニーヴァを中ちゆう核かくとした巨きよ大だいな魔法機関と言える。

　もしこの場にトール・アキュラやチャイカ・トラバントが居れば、ロベルト・アバルト伯はくの屋や敷しきを思い出していたかもしれない。

「大陸各地の集積機、帝てい城じよう跡あとの主制せい御ぎよ機と接続の後、これ以上邪じや魔まの入らぬ様にこの城を空間封ふう鎖さしろ。内部の警備と端たん末まつの制御には予あらかじめ、チャイカが用いていた術式が在る。これを流用しろ。術式並列起動だ」

「──御意」

　アルトゥールの言葉に淡たん々たんと頷くニーヴァ。

　だが──

「…………」

　眼を細めてアルトゥールはニーヴァを見つめる。

　何か不ふ審しんげに彼は神器の少女を見つめていたが──

「ニーヴァ」

「はい」

「何を見ている？」

　問われて──魔法機杖ガンドの少女は眼を瞬しばたたかせた。

　自分が、主である〈禁断皇帝〉ではなく、その背後に開いたままの通路に視線を注ぎ続けていた事について……今初めて気付いたかの様に。

「……何も」

　ニーヴァはそう答え、それから付け加える様に首を振ふった。

　アルトゥールは尚なおもそんな魔法機杖の少女を見つめていたが──やがて、興味を失ったかの様に彼女の横を通り過ぎて歩き始める。

　床ゆかに点々と青白い魔力光の足あし跡あとが刻まれては消え、刻まれては消え、そして──

「──シン・アキュラといったか」

　アルトゥールは、そして壁かべ際ぎわに立つ一人の男をその紫し眼がんで見み据すえた。

「…………」

　男は──シンは無言。

　恐きよう怖ふから、というよりも、その表情には困こん惑わくの色が濃こい。

　そもそもシンは、眼の前の少年が何者なのかすらよく分かっていない。アルトゥール・ガズと名乗りはしたが、死者の復活など、徹てつ底ていした現実主義者の乱破師サバターにとっては、到とう底てい信じられない絵空事だろう。

　しかし……

「シュテファン・ハルトゲン公王配下の乱破師であったな」

「お前……は……」

　喘あえぐ様に声を漏らすシン。

　彼を無表情に見つめながらアルトゥールは頷いた。

「我は、我を再生させたチャイカの記き憶おくを引き継ついでいる。故に貴様の事はよく識しっているぞ。乱破師シン・アキュラ」

「…………」

「乱破師は道具たる事を己おのれに課すのだそうだな。さしずめ主あるじを失い途と方ほうに暮れているといった処ところか？」

　嘲あざける響きは無い。嬲なぶる響きも無い。

　アルトゥールの声こわ音ねにも口調にも感情らしい感情は滲にじんでいない。

　戦場の狗いぬと呼ばれる乱破師を、蔑さげすむでもなく、かといって恐おそれるでもなく、ただ事実を事実として読み上げているだけ──そんな喋しやべり方だった。

「ならば我に従うが良い」

「……なに？」

　眼を瞬かせるシン。

　アルトゥールはふと彼ではなく──何処か、無限遠の彼方かなたに紫眼の焦しよう点てんを合わせながら、呟つぶやく様な口調で言った。

「誰だれでも構わぬのだが、後々の事を思えば、基本の身体能力は高い程ほど良かろうよ」

「何を言って──」

「くれてやろう」

　シンの戸と惑まどいには一いつ切さい構わず、〈禁断皇こう帝てい〉と呼ばれた男は一方的に告げた。

「お前に──役割をな。受け入れるが良い」
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　天てん井じようの石材が降ってくる。

　アルベリック・ジレットらしき人物を追って、ニコライと共に謁えつ見けんの間らしき場所に踏ふみ込んだ途と端たん──ヴィヴィ・ホロパイネンの瞳ひとみには、その様子が映った。

　何ど処こか緩かん慢まんに進む時間の中で、圧あつ倒とう的てきな重量の瓦が礫れきが真まっ直すぐ彼女に向けて落ちてくる様子が、はっきりと見える。

（……あ。死んだ）

　何処か他ひ人と事ごとの様にそう想おもった。

　悔くやしいとか。怖こわいとか。悲しいとか。そういう気持ちは無かった。

　あるいは単に、それらを感じる余よ裕ゆうも無かったのかもしれない。

　人間は身近に迫せまる死を意識すると、生まれてからこれまでの記憶を、絵本をめくるかの様に脳のう裏りに再現するというが──そんなものは噓うそだとヴィヴィは想った。死を恐れる人間が創つくり上げた幻げん想そう……自分の人生が無む味み乾かん燥そうなものではなく、劇的であって欲しいと願う人間が、自分を誤ご魔ま化かす為に考え出しただけのものだと。

　死は断絶だ。命は絶たれてそこで終わる。モノになるのだ。

　石に押し潰つぶされれば、喜き怒ど哀あい楽らくを感じる事も無い、ただの血と肉と骨になって床を汚よごすだけの事だった。

　瓦礫の一部が頭に当たったか、あるいは、度を超こした絶望がそれ以上思考する事を放ほう棄きさせたのか──意識が唐とう突とつに闇やみに吞のまれる。

　分かり易やすい途と絶ぜつ。

　しかし……

「うぅ………う……？」

　驚おどろいた事に──ヴィヴィの意識には『その先』が在あった。

　曖あい昧まいな闇の底に、感覚の光がゆっくりと射さし込んでくる。

　やがてヴィヴィは──自分が誰かに抱だき起こされているのだと気付いた。

「良かった。意識を取り戻もどした様だ」

　誰かがそんな事を言っている。

　誰が……？

　聞き覚えのある声、耳にするだけで切なさに身もだえしたくなるかの様な、その涼すずしげで甘い声は──

「ヴィヴィ」

「──ッ!!」

　名を呼ばれた瞬しゆん間かんに、ヴィヴィは完全に覚かく醒せいしていた。

　一度は、もう二度とその声が自分の名を呼んでくれる事は無いのだと、絶望していた。だからこそ、それが夢ではないのだと確かめる為ために、彼女は強引に瞼まぶたを開き、瞳の焦点を眼の前の人物に合わせた。

　ヴィヴィを抱きかかえてくれているのは、一人の青年だった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、よく整った──上品で、優やさしい性格が滲み出るかの様な、顔立ち。だがその一方で、一本芯しんの通った凜り々りしさをもそこには備わっている。三百年以上に及およぶ武門の家系が生み出した──生まれついての騎士キヤバリアの尊顔。

　毎日の様に顔を合わせていながら、それでも足りないとばかりに、何度も夢に見ていた、その顔は──

「ジレット様……！」

　アルベリック・ジレット。

　ヴィヴィ達の上司であり、戦後復興機関〈クリーマン〉機関に所属する若き騎士。

　一度は航天要塞エリアルフオートの墜つい落らくに巻き込まれて死亡したと想われていたが、ハルトゲン公国主しゆ催さいの武芸大会において、ヴィヴィ達の敵として立ち塞ふさがった人物である。

　その時の彼はまるで別人の様で、ヴィヴィ達に対しても一いつ片ぺんの情すら感じていない様だったのだが……

「何処か痛む処は無いかい？」

　そう問うてくるのは、間違いない、寝しん食しよくを共にした──ヴィヴィが密ひそかに慕したい続けたアルベリック・ジレットその人だった。

　白い仮面を被かぶってヴィヴィ達に剣けんを向けてきたのが、まるで悪夢であったかの様に、かつてのアルベリックがそこに居た。

「は、はい──」

　震ふるえながら頷うなずくヴィヴィ。

　喜んで良いのか。これは本当に夢ではないのか。これこそ、死の間ま際ぎわに見る都合の良い幻げん覚かくではないのか。何度もそう自問する彼女に──

「大だい丈じよう夫ぶ、夢でも幻まぼろしでもない、大将は本物だ」

　アルベリックの脇わきからヴィヴィの顔を覗のぞき込みながら、自信たっぷりにそう言うのは、赤毛の傭兵マーセナリだった。

　ニコライ・アフトトル……アルベリックの副官である。

　アルベリックが『死亡』してからは、ジレット隊をまとめていた歴戦の強つわ者ものだ。

　いや。ニコライだけではない。

　機き匠しようのズィータも、亜あ人じん兵のレオナルドも、そしてどうやら気を失っている様だったが、魔法師ウイザードのマテウスの姿も近くに在った。

　改めて見回せば、ヴィヴィ達が居るのは、既すでにあの謁見の間ではなかった。

　何処かの──やや手て狭ぜまな印象の部屋の中だ。柱の太さや各部の造りからすれば、未まだゲランソン城の中なのだろう。

　椅い子すやテーブルらしきものに布がかけられしまい込まれている。窓の一つも無い内装や、埃ほこりっぽい空気は、倉庫か何かに特有のものだった。他ほかにも、城の魔法師が使ったのだろう道具類や、武芸大会で見かけた飛行用の大型魔法機杖ガンドも、何本か壁際に備え付けられた専用の棚たなに立てかけてあった。

「……みんな……生きて………」

　喘ぐ様にヴィヴィは言った。

　不意に──自分の眼が潤うるむのを感じる。情けない姿を見られない様にと、何度か瞬まばたきをして誤魔化しながら、ヴィヴィは身を起こした。

「でも……いったい何がどうなったの!?」

「一言で説明するのは難しいね」

　そう言うアルベリックが立ち上がる。

　彼の──衣い装しようの左袖そで。その肘ひじから先の部分がゆらゆらと頼たより無げに揺ゆれているのに、ヴィヴィは気付いた。アルベリックは隻せき腕わんになっているのだ。

「ジレット様──」

「どうにも記憶がはっきりしていない部分が多いんだが」

　アルベリックは溜ため息いきをついて言った。

「私は航天要塞の墜落の際に、左ひだり腕うでを失った。だがその後──何者かが私に新しい腕を与あたえたんだ。その後はもう本当に夢うつつの様な状態でね。だがどうやらその新しい左腕というのがくせ者だった様で」

　アルベリックは残った右手で左の袖に触ふれた。

「あの乱破師──トール・アキュラに試合で左腕を切り落とされた後は、ゆっくりとだが意識がはっきりしてきてね。多分、あの左腕に仕込まれた何かで、私は操あやつられていたんだろう。完全に自分を取り戻す事が出来たのは、本当に先程だけれど」

　言ってアルベリックは、自分の額を指し示す。

　そこには──青黒い痣あざが生じていた。

　何かで頭を打った跡あとであろう。その衝しよう撃げきが気付けとなって彼の意識を完全に覚醒させたのに違ちがいない。

「じゃあ──本当に、本当に」

　後はもう言葉にならない。

　こぼれる涙なみだも、止める事が出来なかった。

　ヴィヴィは──我が慢まん出来ずにアルベリックの胸に縋すがると、声を殺して泣いた。

「心配を掛かけたか。すまない」

　アルベリックはそう言って、遺された右腕でヴィヴィの頭を撫なでる。

「良かったね」

　労いたわる様に声を掛けてくるのはズィータである。

　だがそれは他ほかの面子メンツも同じ気持ちであった事だろう。誰もがヴィヴィの覚かく悟ごを知っていた。アルベリックを復活させる為ならば、何でもすると決めたのだ──それがチャイカとして世界を敵に回すという事であっても。

「あ……」

　その事に思い至って、思わずアルベリックから身を離はなすヴィヴィ。

　今の自分はチャイカと同じ銀ぎん髪ぱつと紫し眼がんである。アルベリックが知っていたかつてのヴィヴィ・ホロパイネンとは若じやつ干かん、その姿が変わってしまっている。

「わ、私──チャイカの」

「概おおむね、何が在ったかはニコライから聞いた」

　台詞せりふの続きを抑おさえ込む様にしてアルベリックは言った。

「辛つらい想いをさせたね。どうか許して欲しい」

「いえ、でも──」

「姿形は気にしないでいい。私とてこの在り様だからね」

　そう言ってアルベリックは右手で空の袖を触さわって見せた。

　そう。彼は髪かみと瞳ひとみの色が変わったヴィヴィを前にしても──チャイカの様な特とく徴ちようを備えたヴィヴィを見ても、躊ちゆう躇ちよ無く、その髪を撫でた。

　生まれがどうであれ差別はしない、人はその血肉ではなく、胸の内に育てた志によってこそ評価されるべき──それがアルベリックの信条だった。

「君はヴィヴィだ。髪や瞳の色が多少違っても君は間違いなく私の大事な部下だよ」

「はい……！」

　報むくわれた──そうヴィヴィは感じる。

　本当にアルベリック・ジレットは自分達の処ところに還かえってきた。

　未だアルベリックはヴィヴィの思し慕ぼそのものには気付いていないのかもしれないが、それでも眼の前に居る彼は、ヴィヴィが命いのち懸がけで取り戻したいと想ったアルベリック・ジレットその人に間違いない。ただ綺き麗れい事を口にするだけではない──綺麗事を自ら身を以もつて実証する本物の騎士。彼が気にするなと言うのなら、ヴィヴィにとって、それは本当に些さ末まつ事なのだ。
















「──さて」

　ニコライがとりまとめる様に言った。

「感動の再会も済んだ事ですし、隊の面子も一通り揃そろってます。単にジレット隊勢せい揃ぞろいというにゃ──皆みんなぼろぼろですが」

　武芸大会で負った──負わせたのはアルベリックである訳だが──傷が痛むのだろう、わずかに顔をしかめながら、彼はこう続けた。

「ここらで一つ、復帰第一発の命令を出しちゃ貰もらえませんかね」

「正直……僕達には何が何やら。途と方ほうに暮れているんです」

　そう言ってレオナルドが肩かたを竦すくめる。

　更さらに彼は──部屋の戸口の方を振ふり向いてこう付け加えた。

「魔法の結界らしきものが展開されていて、城から出られないんです」
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　戦後復興機関──〈クリーマン〉。

　掲かかげられたその名前と理念は、立派なものである。

　三百年という永きに続いた戦国時代は、その終しゆう了りよう後ごも人々の生活や意識に影えい響きようし続けている。それまで概がい念ねん上のものでしかなかった『平和』に、どう向き合えば良いのか分からず、時代の変化から取り残されて生活を破は綻たんさせる者達も多い。

　だからこそ自然の成り行きに任せるのではなく、様々な角度から、積極的に平和な時代への移行をする為ための手助けをする──それが〈クリーマン〉機関の主しゆ旨しだ。

　しかしその実態といえば、限られた予算と権限の中で戦後、各地で燻くすぶり続けている厄やつ介かい事の火種を消して回る雑用係でしかない。

　各地で燻る民たみの不満に対し、為い政せい者しやが『対策を打っていない訳ではない』と内外に言い訳する為の組織、という側面すら在あった。当然ながら動かせる実働部隊も多くはなく──雑多な構成ながら最も実力のあったとされるジレット隊は、先日、〈クリーマン〉機関から離り反はんしてしまった。

　しかし……

「どういう事だ？」

　口の端はしに火のついていない煙草たばこをくわえながら、機関長のコンラート・シュタインメッツは問うた。

　相手は魔法機関の向こう側──通信を介かいした先に居る、部下の一人である。

『分かりません、全く分からないんです』

　実働部隊の一つ──カンパーニャ隊。

　ジレット隊と同様に、騎士キヤバリアベネディクト・カンパーニャを長とした総勢十名の部隊である。いかにも寄せ集め、といった感の強いジレット隊に比べると、戦中からベネディクトの指揮下で構成されていた部隊である為、まとまりが強い。

　それはともかく……

『今までは何をどうやっても全く動かなかったのですが──急に』

　通信用の魔法を介して伝わってくるベネディクトの声は、弱りきっていた。

　彼は、とある盗とう賊ぞく団が根城にしているという、遺い跡せき──発見者の名前をとって〈シャモニ遺跡群〉と呼ばれるものの一つ──の調査に出向いていた処だった。

〈シャモニ遺跡群〉は、フェルビスト大陸各地で散見される正体不明の遺跡だ。

　場所は大陸全土に満まん遍べんなく散っているが、その意い匠しようには共通性が数多く見られる為に、ひとまとめに〈シャモニ遺跡群〉と呼ばれている。

　何い時つ、誰だれによって造られたのかも分からないそれらは、魔法師達によると魔法機関に酷こく似じした構造が随ずい所しよに見られるという。だが城一つにも相当するかの様な巨きよ大だいな魔法機関を、一体、誰が造ったのか──造り得たというのか。確かに航天要塞エリアルフオートの様な大型魔法機関の例はあるが、ああいった代しろ物ものを誰にも知られる事無く建造するのは、ほぼ不可能である。

　いや──そもそも、公的に魔ま法ほう機関が開発され、大陸全土にその技術が浸しん透とうする以前から存在したと言われるそれらは、本当に魔法機関なのか。

　ガズ帝てい国こくが積極的にこの遺跡群を押さえに掛かっていたという説も在り、何かと曰いわく付きの代物である事は間違いなかった。

　ただ──

『轟ごう音おんが……』

　ベネディクトによると、それまでは沈ちん黙もくを守っていた遺跡が、突とつ如じよとして震しん動どうし始めたのだという。巨大な遺跡が震ふるえる様は、まるで天変地異の類たぐいの様にすら思えて──しかし遺跡の外には、何ら異変の兆候が無いという。

「分かった、ベネディクト。君は部隊を一いつ旦たん下がらせなさい」

　コンラートは言った。

　元々、ガズ帝国の残党らしき盗賊団が遺跡を根城にしているらしい、という事でカンパーニャ隊は調査に向かっただけで……遺跡そのものの調査は〈クリーマン〉機関の担当領域ではない。

「何が起こっているにせよ──」

　そこまで言って、ふとコンラートは傍かたわらを振り返った。

　補ほ佐さ役のカレン・ボンバルディアが何か言いたげな様子で立っているのに気付いたからである。

「すまん。少し待ってくれ──なんだね？」

　コンラートはカレンに問うた。

「フェルビスト大陸全土で……〈シャモニ遺跡群〉に揃って異変が生じている様です。王宮に緊きん急きゆうの連れん絡らくが殺さつ到とうしています」

「…………!?」

　さすがにコンラートも驚おどろいて言葉に詰つまった。

　ベネディクト達が調査していた遺跡だけではなく、全すべての〈シャモニ遺跡群〉が一いつ斉せいにとなると……単なる魔法機関の誤作動や暴走とは考えにくい。

　それとも、〈シャモニ遺跡群〉の、各遺跡そのものは、別個独立して存在していると考えられていたのだが──それらの間には何らかの魔法回路の様なものが存在して、相そう互ごに繫つながっていたのだろうか。

　あるいは考えにくい事だが、〈シャモニ遺跡群〉そのものが、巨大な一つの、魔法機関という可能性も──

「それと──」

「更に何か在るのか？」

　眉まゆを顰ひそめてコンラートは訊たずねた。

「ハルトゲン公国で奇き妙みような現象が報告されているとか」

　カレンも──珍めずらしい事だが──戸と惑まどう様な表情を見せながら言う。

「首都ゲランソンの、ゲランソン城において、城そのものの周りに発光現象が。更には城の中に踏ふみ入る事が出来なくなっているそうです。周辺国経由での情報なので正確性を欠きますが……」

「ハルトゲン公国……」

　それは、機関から離り脱だつを宣言したジレット隊が向かった場所であった筈はずだ。

　彼かの地で一体何が起こっているのか。

　そして〈シャモニ遺跡群〉の異変と時を同じくして生じたのは、果たして偶ぐう然ぜんか？

　何か大陸全土を巻き込む深刻な事態が進行中なのではないか？

　だが状じよう況きようを完全に把は握あくするにはあまりにも情報が足りず、動かせる手て駒ごまも少ない。

　故ゆえに──

「ベネディクト。大至急そこから離脱しなさい。状況はよく分からないが、恐おそらく我々の手に余る事態が生じている」

　コンラートは部下にそう命じるのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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　人間は誰しも束そく縛ばくされている。

　血統。環かん境きよう。才能。諸々の要素が纏まとわり付いてくる。それらの全てが絡からみ合ってその人物の為人ひととなりを造る。この世に生まれ出た時点で、それらは既すでに人間の身に備わっていて、除のける事など出来はしない。

　予あらかじめ受けた幾いくつもの制限の中でのみ、人は選せん択たくをなしえる。

　完全な自由などというものは──概念の中にのみ存在を許される幻げん想そうだ。

　そんな事はトールも理解していた。

　しかし……

「…………〈禁断皇こう帝てい〉ってのは一体何者なんだ」

　話を聞き終えたトールは──溜ため息いきをつくかの様な口調で呟つぶやいた。

　チャイカと名付けられた存在の役割。

　その使命を果たした末に顕あらわれた事実。

　それは彼の想像を遥はるかに超こえた領域であった。

「そんな事を考えるとか──いや、考えついても実行に移すか？」

　チャイカ達の──同じチャイカを名乗る銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんの少女達の目的が、揃って『遺体』集めであった事、揃って記き憶おくの一部に欠落が在った事、などから、チャイカ達が『遺体』を取り合い争うこの構図を造ったのがガズ皇帝である事は、想像がついていた。

　常識的に考えれば、他ほかにこんな状況を造れる立場に居る者も、それで何らかの利を得られる者も、考えにくかったからである。

　だがその先に在った事実は、既に常識の埒らち外がいだった。

「自分の死後に作動する仕し掛かけ──先まずは死なないように手を尽つくすもんだろ」

「その事についても、何か理由が在るかの様な口ぶりだったが……すまない兄様。さすがに連中の会話の全ては理解出来なかった」

　と言うアカリに、しかしトールは首を振った。

「それは気にしなくていい。多分、俺がその場にいても訳がわかんなかっただろうさ。『遺体』を喰くって〈禁断皇帝〉を生み直すとか、そんな現場見せられたら、誰だって混乱するだろうしな」

『遺体』を全て揃えたチャイカは、その瞬しゆん間かんに、己おのれの心の奥底に秘ひ匿とくされていた本来の使命に目覚める。即すなわち、〈禁断皇帝〉の亡なき骸がらを喰い、体内でそれを再構築して〈禁断皇帝〉を再生──いや転生させるという行こう為いに。

　当然に未いまだ未熟な少女の身で、ある程度までに成長した人間一人を産み落とすのには無理がある。使命を果たしたチャイカは『出産』の際にその身を引き裂さかれて息絶え、同時に、使命を果たせなかったチャイカ達──『予備』のチャイカ達は無用の長物として存在理由を失ったという。

　いずれにせよ、チャイカは全て使い捨て。

　しかも彼女等は元々──生きた人間ですらない。

　ジレット隊の魔法師ウイザードによれば、予め大陸全土にちりばめられていた孤こ児じ達の脳内に送り込まれ焼き込まれた、実態無き『仮面ペルソナ』──人格とそれを構成するのに最低限必要な記憶そのものが『チャイカ』であり、彼女等の自我は、元々ガズ帝国首都攻こう防ぼう戦せんで死亡した本来のチャイカ姫ひめの人格と記憶の複製に過ぎないという。

　ロベルト・アバルト伯はく爵しやくがチャイカを一目見て驚きよう愕がくし『死んだ筈だ』と叫さけんだのも当然の事──確かにチャイカは殺されていたのだ。

　今存在するチャイカ達は全て、その亡ぼう霊れい、いや亡霊の更さらに複製でしかない。

「なんて事しやがる……」

　呟きながらトールは項うな垂だれたままのチャイカを見み遣やった。

　彼女は虚うつろな眼をしてそこにただ座り込んでいる。

　自分はただの使い捨ての道具で。

　自分は本来は人間ですらなくて。

　与あたえられた使命すらもう無くて。

　ならば──

（使い捨ての道具──か）

　トールは皮肉な気持ちでその言葉を脳のう裏りに思おもい浮うかべる。

　それは本来、乱破師サバター達の在あり様であった筈だ。

　権力者が使い捨てる為ための道具。それ故に彼等自身に目的は無い。

　それを是ぜとして受け止めていた乱破師たるトールが、ガズ皇帝のやり口を批判する立場には無かろう。むしろチャイカ達はある意味で『道具たる人間』の究極とも言える。

　だが……

（……俺は乱破師のなり損ぞこないだ）

　僅わずかな自じ嘲ちようと共にトールは思う。

　無意味に、ただ生まれて消えていくだけの命に我が慢まんならなかった。

　状況に蹂じゆう躙りんされて、ただ死ぬだけの人生を受け入れられなかった。

　あの──ハスミンと、名前さえ得られぬままに死んだ、その子の様に。

　降りしきる雨の中、抱だき締しめた赤あかん坊ぼうの体温が、喪うしなわれていく──その時の感覚をトールは未だに覚えている。いや。あるいは赤ん坊はとっくに死んでいて、トールが腕うでに感じていた温ぬくもりは、母親たるハスミンがずっとその赤ん坊の亡骸を抱き締めていて移ったものだったか。今となってはもう分からない。

　親から子へ。受け継つがれ──しかしその先も無く散さん逸いつする命。

　彼等は、彼等の親は、祖先は、此こ処こで潰ついえる命脈の為に生まれたとでも？

　生きて。怒おこって笑って泣いて。その全ては全くの無意味だと？

　ならばただの草で良いではないか。

　ならばただの石で良いではないか。

　そういう風に生まれる事が出来なかったからこそ、人は──

「……兄様」

　アカリが声を掛かけてくる。

　彼女とて、今のチャイカをどう扱あつかって良いのか分からないのだろう。

　今更、チャイカとは使い捨ての道具で、そもそも人間ですらなかったのだと言われても、トールやアカリの中では見たままの少女でしかない。チャイカの人格を上書きされたという孤児には気の毒だとは思うが──彼女等もまた、道具として使われたのだ──それもチャイカが自ら望んで行った事ではない。

　子は親を選んで産まれてくる事は出来ない。

　人は生まれを選んで誕生する事も出来ない。

　ならば……

「チャイカ」

　トールはチャイカの傍そばに跪ひざまずいて彼女の名を呼んだ。

　だが──チャイカは応こたえない。

　その紫むらさきの瞳ひとみは、トールに向きすらしない。

　己の生きる目的、いや、存在理由すら根ね刮こそぎ失った彼女は、まさに生ける屍しかばねだった。

　自分が『仕組まれた存在』である事はチャイカも薄うす々うす気付いていただろう。

　だがそれは逆に言えば、誰だれかにその存在を『望まれた』あるいは『求められた』結果という事も出来る。だからこそ、それを拠より所として未だ行動を続ける事が出来た。

　だが……

　アカリの聞いた話が正しければ、チャイカ『達』は互たがいが互いの予備なのだ。

　仕組んだ者は『期待』などしていなかった。チャイカ達個人には何の感かん慨がいも持っていないのだ。少なくとも何枚かまとめて硬こう貨かを投げれば、一枚位は表が出るだろう──その程度の考え方で、チャイカ達は複数が用意されたのだ。

　集団全体に対する『予測』は在っても個人への『期待』は無い。

　使い捨ての道具どころか……ばらまかれた消しよう耗もう品ひんでしかない。

　一体何人の『チャイカ』が用意されたのか。

　十人という事はあるまい。ならば百人か。あるいは千人か。

　そして……その内の何人が生き残る事が出来たのか。恐らくトール達に出会わなければ、この眼の前のチャイカも何ど処こかで死んでいた事だろう。そしてそれは最初から織り込み済みなのだ。

　チャイカ・トラバント一個人には意味が無い。

　この世に存在する意味を全う出来るのは、たった一人。そしてそれ以外は、特に役立つ事も無かった予備として打ち棄すてられる──

「──チャイカ」

　トールが差し伸のべた手が頰ほおに触ふれると──チャイカの身体からだがほんの少しだけ震ふるえた。

　聞こえていないという訳でもないのだろう。トールはそのまま言葉を続けた。

「我が主あるじ。初めて出会った時の事を覚えているか？」

「…………」

「お前は山の中で迷っていて。俺は喰うに困って山菜を採りに来ていて。独角馬ユニコーンに襲おそわれて。二人して逃にげて──でも逃げ切れなくて」

　出会いは──もう遥かな昔の事の様に思える。

　それだけトール達はチャイカと共に濃のう密みつな時間を過ごしてきたという事だ。

「俺は早々に諦あきらめようとしてたけど、そんな時にお前、言ったよな」

　トールは一度、眼を閉じてその時の記憶を脳裏に思い浮かべた。

「『目的。再発見』──てな。言ってくれたよな？」

「…………」

　チャイカの身体が再び震える。

　だがその顔は俯うつむいたまま、瞳もトールに焦しよう点てんを合わせていない。何に向けるでもない視線が、無意味にその紫の双そう眸ぼうから垂れ流されている。

　トールは──

「腑ふ抜ぬけてんじゃねえぞ、我が主」

　両手でチャイカの頰を挟はさむ様にして強引に自分の方に向き直らせた。

　僅かに揺ゆれるその瞳を覗のぞき込みながら、トールは己の額を彼女の額にぶつける様にして──まるで頭ず突つきをするかの様にして合わせる。

「お前が、俺に、教えてくれた事だぞ!?」

　息が触れる距きよ離り。熱が伝わる距離。

　それを固めながらトールは言った。

「人生の目的なんてのはな、その程度のもんでしかねえんだよ、最初っから！」

　吠ほえるかの様にトールは言った。

「…………トー……ル……」

　まるで今になってようやく、眼の前のトールの存在に気付いたかの様に──のろのろと、ひどく緩かん慢まんな仕草で瞬まばたきをするチャイカ。

　少しはトールの言葉が、彼女を覆おおう分厚い絶望の向こう側に届いているのだろうか？

　分からない。分からないが──今はそう信じて続けるしかなかった。

「意味なんてねえよ！　理由なんてねえよ！　無くていいんだよ！」

「…………」

「無いから自分で好きなものを選べる──無くしても次を見つけられる」
















「…………」

「道具なんぞに振ふり回されてんじゃねえぞ！」

　何処か苛いら立だちを含ふくんだ声でトールは叫んだ。

　それはチャイカへの言葉であると同時に──自分が、トール・アキュラという一個人が、ようやく摑つかんだ一つの結論でもあった。

「お前が目的達成の為の道具なんじゃない！　目的が、お前が生きていく為の道具でしかねえんだよ！　お前の人生に役立たない目的なんざ、こっちから棄ててやれ！　無くなったんなら新しく見つけりゃいいだけだ！　かつて俺がそうしたように！」

「トール……」

　チャイカは何度も瞬きを繰くり返しながらトールを見つめる。

　良い傾けい向こう──なのだろう。そもそも死者は驚おどろきなどしない。

「でも……」

「ああ、分かってる、いきなりそんな事言われても、戸と惑まどうよな！　未まだどうして良いか分からないってんなら──」

　トールは顔を離はなすと、改めて両手でチャイカの肩かたを摑んだ。

「とりあえず俺の為に生きろ」

「……え」

「俺にはお前が必要だぞ、チャイカ・トラバント！　とりあえずお前が生きる理由に、それでは足りないか!?」

「…………」

　チャイカは驚きの表情で固まっている。

　それも当然、これでは主従が逆だ。

　しかし──

「なんだったら田舎いなかで何年かぐだぐだするのも良いだろう」

　と──トールの肩かた越ごしに告げるのはアカリである。

　彼女はわざとらしく肩を竦すくめて溜ため息いきをついて見せた。

「兄様もそうしていたしな」

「でも……」

「今度は兄様も働く筈はずだから暮らしてはいけるだろう」

「でも……」

「とりあえずは大道芸などどうだろうか。私が兄様を鉄てつ槌ついで滅めつ多た打うち、半殺しの状態にするのだが、一いつ旦たん、棺ひつぎの中に入って十を数えると、不思議な事に元通りという──」

「やめろ」

「何な故ぜ嫌いやがるのだ兄様」

「何故嫌がらないと思うんだお前は!?」

「竜騎士ドラグーン・キヤバリアがその不死身ぶりを大道芸に活いかさずして、他ほかに何をするというのだ？」

「とりあえず全すべての竜騎士に謝れ、お前は！」

「……でも、私……！」

　チャイカは喘あえぐ様に繰り返す。

「人間……じゃな……い」

　人間ならば改めて目的を見いだす事も出来るだろう。

　人間は、誰もが裸はだかで、言葉も知らぬままに生まれてくる。

　だがチャイカは、トール達の様な人間ではない。

　目的の為ためだけに生み出された──実体すら無い『仮面ペルソナ』でしかない。

　目的が無ければ、そもそも生み出されもしない。

　だから──たとえトールが言う様に、人間の命に理由や意味など無くても、無いのが普ふ通つうであったとしても、それがチャイカにも当てはまるとは限らない。

「……私……人間……違ちがう……」

「……それって何か不都合あんの？」

　心底、不思議そうにそう訊たずねたのは──フレドリカである。

　装鎧竜ドラグーンの化身。人の姿をしてはいるが人ではないもの。

「お前は誰だ？」

　トールはいきなりそう問うた。

「……え？」

　虚きよを突つかれた様にチャイカの表情が緩ゆるむ。

　そこに畳たたみ掛かける様にしてトールは更さらに言った。

「チャイカ・トラバントじゃねえのか？」

「……否いな……私……チャイカ……トラバント……でも……」

　トラバントという姓せい──あるいはそれは、公権力の追つい跡せきを逃のがれる為の、単なる思いつきの偽ぎ名めいでしかなかったのかもしれない。

　だがそれは彼女が自身で自らに与あたえた名前である。

　自らに、自らの意思で与えた──存在の形。

　本物のチャイカ・ガズに成れなかった。

　存在そのものが他人の手によって仕組まれていた。

　だが──それでも。

　それだからこそ。

「ならば重ちよう畳じよう──我が主」

　トールは両手をチャイカの肩から離すと、改めて彼女の両りよう脇わきに手を差し入れ、抱き上げて立たせた。

「俺が仕えたのはチャイカ・ガズじゃねえ。チャイカ・トラバントだ。お前がチャイカ・トラバントであるならば──自分で自分をそう認める事が出来るなら、それで充じゆう分ぶんだ」

「トール……」

　泣き出しそうな表情を浮うかべる主に、トールは一ひと際きわはっきりと頷うなずいて見せた。
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　其そ処こは世間から隔かく絶ぜつされた場所だった。

　膨ぼう大だいな量の海水が大陸本土との行き来を拒こばむ。周囲を切り立った崖がけに囲まれている為に舟ふねを着ける場所すら無い。特に珍めずらしい植物や鉱物や動物が見つかっている訳でもない。大きいだけで平へい凡ぼんな──ただの岩がん塊かい。

　本土の人間は、その島の存在すら知らない者が多い。

　こんな不便な場所に、わざわざ好きこのんで乗り込んで暮らそうなどという者は居ない。

　だから、この地に暮らす者達には、やむにやまれぬ事情が在あった。

　彼等は、自ら望んだのではなく……この地に連れてこられたのだ。

「キリル！」

　名を呼ばれて彼は──鉈なたを握にぎる手を止めて振り返る。

　森の外がい縁えん部に立って彼の方に手を振っているのは、一人の少女だった。

　可か憐れんで美しい、キリルはそう思うが……恐おそらく世間一いつ般ぱんの価値観では彼女は『異形』と呼ばれるのであろう。彼女には普通の人間に備わる筈の無い、獣けものの様な耳と尾おが備わっているからだ。

　そしてそれはキリルも同様である。

　亜あ人じん兵。

　そう呼ばれる──『造られた』人間達。

　母親の胎たい内ないにある内から、魔ま法ほうによる干かん渉しよう──特に錬れん生せい術じゆつと呼ばれる技術で、普通の人間には無い能力を身につけさせられた存在。

　その証あかしとして彼等には動物めいた器官が備わっている。キリルや、彼を呼ぶ少女の場合はそれが、獣耳と尻尾しつぽであるが、角つのや、部分的な鱗うろこを与えられた者も居るらしい。

　元々通常の人間を越こえる兵士として造られた亜人兵だが……個々の能力は個体差が激しい上に、兵士としての能力には偏かたよりがある事が多く、彼等が戦場の主流になる事は遂ついに無かった。それどころか戦争が終結してからは、悪あく辣らつな人体実験の成果物として忌いみ嫌きらわれ、石を以もつて追われる事すら珍しくなかった。

　まして……キリル達は、敗戦国たるガズ帝てい国こくの所属だった。

　彼等の居場所は俗ぞく世せ間けんの何処にも無く──だからこそ、彼等に過か酷こくな人生を強しいた者達が居なくなった現在も、キリルは仲間達と共にこの島に暮らし、自給自足の生活を送っていた。

「ウルスラ──」

　キリルはとりあえず鉈を手近な樹きの枝に叩たたき付けて食い込ませると、少女──ウルスラの方に駆かけ寄る。キリルの仕事は適当な木の枝を払はらい、これを持ち帰って乾かん燥そうさせ、薪まきを造る事だ。気長にやるのがコツで、だからこそこうして皆みんなを指揮する合間に、暇ひまを見つけて行っている。

「北の森の木の実はもう収しゆう穫かく出来そうよ」

　ウルスラが微笑ほほえんでそう言ってくる。

「そうか。熟うれすぎて落ちてしまわないうちに、擬獣フエイカ達を使って収穫──」

　そう言いかけたところで、キリルは言葉を途と切ぎれさせた。

「…………」

「キリル？」

　怪け訝げんの表情を浮かべてウルスラが首を傾かしげる。

「ちょっと静かにしてくれ」

　そう言い置いて──キリルは神経を集中させる。

　最初は遠えん雷らいか何かかと思った。

　だが違う。断続的だ。規則的だ。

　まるで……鼓こ動どうの様に。

　しかもそれは耳で捉とらえたのではなく──

「分からないか？」

「これ……」

　驚いた様に眼を瞬しばたたかせ、獣耳を震ふるわせるウルスラ。

　少し遅おくれたが彼女も気付いたのだろう。

　足の下から這はい上がってくる──鳴動の様な何か。

「……そういえば」

　この島は元々『隠かくし砦とりで』だった。

　正確にはガズ帝国が設けた魔法生物や技術の研究施し設せつである。

　魔法で棄獣フエイラを改造しこれを操あやつる技術、あるいは錬生術で量産用に調整された棄獣を──擬獣を生み出す技術や、既き存そんの七種の棄獣とは別の、新しい魔法生物を生み出す方法などが、研究されていた。

　キリル達はその成果であると同時に、この施設の警備兵であり下働きであった。

　だが今──その施設の本来の主あるじ、研究職の魔法師ウイザード達は居ない。

　その結果、キリル達には扱あつかい方もよく分からない──どころかそもそも何に用いる為のものなのかすら判然としない魔法機関が、島の内部には幾いくつも存在している。

　ひょっとして、その内の一つが稼か働どうしているのではないのか？

　通常、魔法機関の始動には魔法師が──生きた人間の意思が種火として必要であるとされているが、新技術の研究をしていたこの施設の魔法機関なら、魔法師が居なくとも、時限式で、あるいは遠えん隔かく操作で、起動する可能性も在る。あるいは起動後、ずっと稼働している魔法機関を、知識の無いキリル達はそれと察知できていなかった──という事も考えられるだろう。

　いずれにせよ……

「ウルスラ。皆を集めろ」

　キリルは言った。

「え？　ど──どうして？　一体何が……」

「分からない。分からないが──分からないから余計に危ない」

　怯おびえるウルスラにキリルはそう言った。

　この島で研究されていたのは大半が兵器か、それに類するものだ。

　ならば勝手に始動した魔法機関も……何か破は壊かい的な力を溜ため込んでいる可能性が在る。そしてそれがどういう代しろ物ものであるか分からない以上、キリル達はこれを止める手段も持ち合わせていない。

「いつでもこの島から逃にげ出せる準備を」

「わ……分かっ…………」

　頷きかけて。

「…………」

　ウルスラがその場に無言で膝ひざをつく。

　眉まゆを顰ひそめるキリルの眼の前で、彼女は、そのまま地に倒たおれて動かなくなった。

「ウルスラ……？」

　キリルは彼女の傍そばに跪ひざまずき、その顎あごの下に手を添そえる。

　脈は在る。生きている。気絶した様な状態だ。

　だが何な故ぜこんなに突とつ然ぜん？

　そんな疑問を覚えたのも束つかの間──

「お…………あ……？」

　ぐらりと視界が傾かたむく。

　キリルは自分もまたウルスラと同様に倒れたのを感じる。

　痛みは無い。苦しくもない。だが全身に力が入らない。

　それどころか意識の輪りん郭かくが保てない。

　強い睡すい魔まに襲おそわれたかの様な──

「ま……ずい……」

　その言葉を漏もらすのが限界。

　次の瞬しゆん間かん、キリルの意識は完全に闇やみに吞のまれていた。
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　さしたる障害とも出会わないまま──トール達は城門に辿たどり着いた。

　正確に言えば、それはゲランソン城本体の門である。城を取り巻く様に設置された二重の城じよう壁へき──それらの在る敷しき地ちと、ゲランソン城本体内部とを繫つなぐ出入り口だ。混乱に乗じて逃げ出すなら、狭せまく混こみ合いやすい裏門や通用門よりも、むしろ広く人目に付きやすい正門の方が融ゆう通ずうが利きく場合も多い、とトール達は判断した結果である。

　しかし……

「──なんだ？」

　城門の傍──柱の陰かげに揃そろって身を潜ひそめながらトール達は眉を顰めた。

「どうなってるんだあれは？」

　門もん扉ぴはどちらも大きく開かれたままだった。

　一見すると何の問題も無く、門を通り抜ぬけて出入りできる様に見える。

　だがそれならば、あの城門の向こう側にたむろする兵士達の姿は一体、何事なのか。よく見れば兵士だけでなく、その向こうには城内で働く使用人達の姿も見える。恐らくは何らかの用事で城本体から出ていた者達なのだろう。

　彼等は城の中に戻もどる事無くそこで右往左往している。

　いや──

「戻れないのか？」

「あれは──」

　門のすぐ外に何かがそびえていた。

　何が？　と問われてもトールやアカリには分からない。

　半はん透とう明めいの──硝子ガラスの様な、氷の様な、何かが壁かべの様にしてトール達の前に立ち塞ふさがっていた。透明度は非常に高く、緩ゆるく呼吸するかの様に、一定の時間を置いて青白く発光している為ため、ようやくその存在が確かく認にん出来る。

　あの兵士達や使用人達の様子からして、この『壁』は門だけでなく、ゲランソン城をぐるりと取り囲み、人の出入りを封ふうじているのだろう。

　恐らくは空も──だ。さもなくば武芸大会を中ちゆう継けいしていた航天機兵らが異変を察知して城内に戻ってきている筈はずだった。

　完全に隔へだてられている。

　ゲランソン城の内と外を。

「…………！」

　門の外側で兵士達が何事か叫さけんでいる様子が見えた。

　透明な『壁』に貼はり付くようにしていた彼等が左右に分かれ、数名の兵士が、剣けんを抜いて突つっ込むのが見えた。

　突とつ進しんの力を上乗せされた彼等の剣は『壁』に深々と突き刺ささ──らない。

　切っ先の接したその点からは、まるで水面みなもに石を投げ込んだかの様に、青白い光の波は紋もんが幾いく重えにも描えがき出される。だが生じた現象はそこまでだった。彼等の剣は全く壁に食い込まず、勢い余って姿勢を崩くずした兵士達が、その場に転てん倒とうする姿が見えた。

　次に出てきたのは機杖ガンドを構えた魔法師である。

　彼等は数名で揃って機杖を『壁』に向け、その除去を試みている様だった。

　だが──

「──！　──ッ！」

　魔ま法ほう陣じんが空中に描き出され、魔法が発動する。

　機杖の尖せん端たんから放たれた攻こう撃げき的、破壊的な魔法が、『壁』に衝しよう突とつし──しかし、それらは同じく波紋となって拡散して消える。結果は剣と同じだ。

「多分……結界」

　そう告げてくるのはチャイカである。

「素材物質……併へい用よう……」

「あの『還かえらずの谷』で使われてた様なもんか？」

「うぃ」

　トールの問いにチャイカが頷うなずく。

「圧あつ倒とう的てき出力。規模膨ぼう大だい。個人用機杖の魔法──干かん渉しよう可能。でも穴──即そく時じ修復」

　確かに青白い光は魔法の発動光に似ている。これが魔法によるものだというのは間ま違ちがいが無かろう。

　魔法に反応する物質で編み上げる壁。これならば魔力さえ確保しておけば、いきなりこのゲランソン城を覆おおう事も可能かもしれない。

　しかし……城を一つ覆うとなると、途と方ほうも無い魔力が必要になる筈だ。

　あの『還らずの谷』ですら、谷全体を覆っていたのは魔法探知を阻そ害がいする結界で──実体の在ある『壁』や欺ぎ瞞まんの為の『人形』を形成していたのは、侵しん入にゆう者の周りのごく一部だ。そしてそれらはチャイカの魔法で部分的に解除する事が出来た。

　だが今この城を覆う魔法の結界は──それとは桁けた違ちがいだ。

　消費されている魔力の量が……その桁が一つどころか二つも三つも、あるいはそれ以上に違うのである。魔法で干渉し穴を開けたとしても、それが視認出来ない様な高速で修復されて、消されてしまう。

「何の為だ？　そもそもこれは──」

「外に居る者を中に入らせない為か、それとも内に居る者を外に逃がさない為か」

　アカリが城の奥を振ふり返りながら言う。

「そしてこの魔法の結界を張っている者は、外に居るのか、内に居るのか」

「……そりゃ勿もち論ろん、アイツなんだろうさ」

　とトールもまた背後頭上を振り返る。

　何層分もの床ゆかや天てん井じようと、更さらには壁の、向こう側──かつて謁えつ見けんの間として使われていたゲランソン城の最上階。

　恐おそらくそこに未まだあの少年の姿をした〈禁断皇こう帝てい〉は居るのだろう。既すでに戦せん闘とうの音が響ひびいてこないところを見ると、〈御遣いアポストロ〉は全ぜん滅めつしたに違いない。逆に〈禁断皇帝〉が斃たおされたという可能性も無いではないが……

　何者の仕し業わざであれ……もしこの結界があくまで〈禁断皇帝〉を逃がさない為のもの、あるいは〈禁断皇帝〉と〈御遣いアポストロ〉の戦いを、余人に邪じや魔まさせない為のものであるならば、もっと早い段階から展開されていたであろうし、トールも入ってくる事など出来なかった筈だ。

　という事は……やはり戦いが終わった後の〈禁断皇帝〉がこの結界を敷しいたと考えるべきなのだろう。あの〈御遣いアポストロ〉とやらを斃したであろう〈禁断皇帝〉が、何を思って城を封じる様な真ま似ねに出ているのかは分からないが──

「とにかくこれじゃ逃げ出せない」

「うい……」

「何ど処こか結界の切れ目みたいな場所を探すか？」

　トール達は一いつ旦たん、このゲランソン城から逃げ出す事を第一目標に据すえていた。

　既にチャイカの──『棺ひつぎ担かつぐ姫ひめ』としての使命は、『黒』のチャイカによって果たされたというのであれば、トール達がこの場に留とどまる理由は何も無い。復活したガズ皇帝には罵ば倒とうの一つでも浴びせてやりたいと思ったトールだが、それは何も今この時でなくとも良かろう。

　今はチャイカの──自分達の主あるじである白いチャイカの、身の安全を確保する事が先決、そうトールは判断した。わざわざあの〈御遣いアポストロ〉とやらと〈禁断皇帝〉の争いに首を突っ込む必要は何処にも無かったし、復活した〈禁断皇帝〉の思おも惑わくなんぞにもトールは興味が無かった。

　しかし……これでは。

「侵入を拒こばむにしろ逃とう走そうを拒むにしろ、穴のある結界など意味はあるまい」

「そうなるか」

　アカリの至し極ごくもっともな意見に応こたえて──トールは腕うでを組む。

「となると……気は進まないが」

　この結界を張っている何者か……恐らくは〈禁断皇帝〉をどうにかせねば、此こ処こから出る事は出来ないだろう。だがそもそもアルトゥール・ガズという人物が、トール達の言葉を聞く耳を持っているかどうか、怪あやしい。大量のチャイカ達を生みだし、これを使い捨てる、そんな発想をする人間が、たまたま現場に居合わせただけの乱破師サバターや、既に用済みのチャイカの頼たのみを聞きいれるとは考えにくい。

　では──

（斃す？　俺達が、〈禁断皇帝〉を？）

　生ける伝説、死しても尚なおこの世界に絶大なる影えい響きよう力を持っていた『魔ま王おう』、達人揃ぞろいの〈御遣いアポストロ〉を相手にたった一人で渡わたり合っていた、あの怪かい物ぶつを……？

（無理だ。いや──）

　そう思い込む事で道は閉とざされる。

　今、最優先すべきはこの城から出る事だ。〈禁断皇帝〉を斃す事ではない。

「──とりあえず謁見の間に戻ろう」

　チャイカ、アカリ、そしてフレドリカを順に見回してトールは言った。

　何がどうなるのか──未だ分からない。

　そもそも自分達が一体、何に巻き込まれているのかすら、細かい部分では判然としない。

　しかし──

（無意味に死んでたまるか。生きてやる。全力で。全員で）

　棺姫ひつぎのチャイカ。

　たとえ彼女が元々使い捨ての道具であったとしても。

　トールが乱破師たる事を自分の意思で棄すてる事が出来た様に──たとえそのように生まれようとも、その在り方を人は自らの意思で選せん択たくし、棄て去る事も出来る。

　生まれによってその人間の全すべてが決まる訳ではない。

　決まっていたとしても、何度でもやり直せる。

　そう示す事こそが──この残ざん酷こくな世界への、意い趣しゆ返がえしなのだと、トールは思った。

　だから……

「行くぞ」

　そう言ってトールは立ち上がった。







　第二章　昔日の残像

　RECOLLECTION







　最初に感じたのは鼻び孔こうを満たすかの様な……強い鉄てつ錆さびの匂においだった。

　特に不快とは思わなかった。何の感かん慨がいも無かった。

　およそ彼には人間的な感性が欠落していた。

　知識は在あったがそこに感情が付ふ随ずいしない。

　だから……

「…………」

　自分が全ぜん裸らで立ち尽つくしている事も……そして自らの足元に腹を割さかれたかの様な女の死体が転がっている事にも、彼は、全く動どう揺ようや不安を覚えたりはしなかった。それが『亡なき骸がら』であるという事を理解するのに、僅わずかだが時間を要した程度の事である。

　石も。水も。樹きも。風も。そして肉も。

　彼にとっては等価で──足元のそれも、ただ、肉、という以上の意味を持たない。『遺体』『亡骸』『死者』等々……それに特別な名めい称しようをつけるのは人間の感傷に過ぎない。無意味な情報が増えるだけの事で、全くそこに合理性など無いのだが。

　だが……

　ではまるで、自らは違うとでもいうかの様に、人間の存在を突つき放して思考する自分は、一体何者だというのか。

　そもそも自分は誰だれだ。

　そもそも自分は何だ。

　様々な知識は脳のう裏りに備わっているというのに、根本的な、自分が依よって立つ部分に、どうしようも無い空白が存在していた。

「私は──」

　見み渡わたせば、そこは狭せまい建物の中だった。

　恐らくは物置小屋の類たぐいであろう。窓は無く、壁かべの隙すき間まから射さし込む幾いく筋すじかの細い光が、黴かび臭くさい空気と薄うす闇やみの澱よどむ室内に、白い線を引いている。

　だが一いち瞥べつして見て取れる情報はその程度だ。

　此処に彼の素す性じようを語るものは何も無い。

　代わりに──

「お前は制御中枢体エンペリオンだ」

　いつからそこに居たのか。

　先に部屋を見回した時には全くその存在に気付かなかったのに──声を耳にして振り返れば、その少年はそこに平然と立っていた。

　足元の床には埃ほこりが堆たい積せきしているが、壁かべ際ぎわに立つその少年の周りには、足あし跡あとの一つも無い。床を一度も踏ふんでいないのか、それとも唐とう突とつにその場に出現したのか、あるいはそもそも実体無き幻まぼろしか。彼には判別がつかなかったが──

「エン……ペリオン……？」

　その単語は知識の中に無い。

　だが何故か、その響きは彼の耳によく馴な染じんだ。

　それを見み透すかすかの様に、少年は頷いてこう続けた。

「この世界の半分を統すべるものだ」

「半分……？」

　制せい御ぎよ。統べる。

　その言葉の意味からすれば──本来『半分』などと区切る意味は無かろう。御ぎよするのならば全てを支配下に置くべきだ。そうでなければ残り半分の行動如何いかんによっては、支配下にある半分にも予想外の影響が出かねない。これでは制御する意味が無かろう。

　しかし──

「そう。半分だ」

　少年は頷うなずいた。

「全てを律してはいけない。たとえその力が在ろうとも──それは望ましい事ではない」

「…………」

　彼は眉まゆを顰ひそめる。

　意味が分からない。

　だが──

「世界の半分を統べる。それがお前の存在理由だ」

　少年はそう断言する。

　まるで自明の理であるかの様に、何の揺ゆらぎも無い物言いに──彼は頷いていた。

　不満は無い。そんな人間的な感情など彼は持ち合わせていない。

　そうしろと言われて特に不都合がないなら、そうするだけだ。

　そして──

「…………」

　気がつけば、少年の姿は消え失うせていた。

　だが既すでに『道』は示された。迷う事は無い。

　世界の半分を統べる。その為ために必要な行こう為いを積み上げていくだけの事だ。それがどれだけ遠大な目標であろうとも、彼はその事に怯おびえたりはしない。そんな感情もまた彼には無む縁えんだった。

　故ゆえに──

「──世界の半分を」

　言葉通りの意味だけを理解して──その言葉の向こう側にある何者かの思惑には、しかし何の興味も無いまま、彼はそう繰くり返す。

　まずは此処を出て、世界を識しらねばなるまい。

　彼は足元の女の死体を踏み越こえて、小屋の外に向かう。

　土や石と同様、何の躊ちゆう躇ちよも無く自分が踏んだそれが、世間的に言う処ところの『母親』なのだという事を彼が理解したのは、それから数年後の事であった。




　…………




　──記き憶おくは常に鮮せん明めいだった。

　それが十年前のものであっても、百年前のものであっても、それ以上前のものであっても。彼は詳しよう細さい漏もらさず自らの体験の全すべてを記憶していた。そう出来る様に彼は仕立てられていたからだ。

　だから、全てを思い出せる。

　自分が『始まった』あの時の事も──だ。

「──ふむ」

　奇き跡せき的に壊こわれず残っていた玉座に──元々はハルトゲン公王のものだ──腰こし掛かけながら、アルトゥール・ガズは復元された自分自身を点検していた。

　具体的には思し索さくを巡めぐらせ、自分の記憶に最低限の連続性が保たれているか、同一性が保たれているか、思考の網あみに断絶が無いかを、確かく認にんしているのだ。一度、肉体を棄てて、余計な部分を濾ろ過か──排はい除じよし、望んだ形に『転生』した訳だが……多少強引な方法であった為に、想定外の問題が生じている可能性は在った。

　肉体に関しては〈御遣いアポストロ〉との戦せん闘とうで概おおむね確認出来ている上、今回に限っては何百年も長持ちさせる必要が無い。次の段階に行くまで保もってくれればそれで充じゆう分ぶんだった。

　特に大きく失われた記憶は無い様だ。

　詳細漏らさず彼は自身の半生を記憶している。勿もち論ろん、魔ま法ほう用の思念料として遺体を使っていた者も居たであろうから、『転生』前と全く同じという訳にはいくまいが──アルトゥール・ガズとしての自己同一性を保つ為の要点、粗あら筋すじについては、特に損そこなわれていない様だった。

「…………」

　アルトゥールの口の端はしに苦く笑しようめいた歪ゆがみが走る。

　彼の周囲に幻げん灯とう機の映し出す虚きよ像ぞうの様な──詳細の曖あい昧まいな幻げん影えいが、幾つも踊おどる。

　邪じや魔まが入らぬ様にと展開した結界……準物質的な『壁』を造った際、余った素材物質が辺りに漂ただよい、アルトゥールの思考の端から漏もれ落ちた記憶を反映しているのである。

　勿論これはアルトゥールの意図した事ではない。

　わざわざ目に見える形で自分の記憶を陳ちん列れつする様な酔すい狂きようさは彼には無い。

　しかし……

「これは……」

　壁際に立ち尽くしその幻影を見つめているシンが短く呻うめく。

「〈禁断皇こう帝てい〉が三百──いや五百年生きたというのは……」

　詳細は分からずとも、映し出されるそれが、現代のものではないと……少なくとも百年以上は前の風景であると、気付いたらしい。次々と現れては消える幻影の中には誰もが歴史として知る事件も幾つか混じっていたであろう。

「正確には六百と八年だ。この身体からだはな」

　アルトゥールは自分の胸に手を当ててそう告げる。

「それ以前の身体は流石さすがに劣れつ化かが激しかったので一度造り直した」

　生まれ出た時の様に。

　あるいは今回の──転生した時の様に。

「継けい続ぞく的な自我の存在という意味では、私の年ねん齢れいは千七百八十八だ」

　呆ぼう然ぜんとする乱破師サバターに向けて、平然とアルトゥールはそう告げた。
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　既に時刻は、夕刻にさしかかっていた。

　村のあちらこちらでは、一日の仕事を終え、家路を急ぐ人々の姿が見られる。

　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　戦後の五年で、人々はこの平へい凡ぼんな日々に順応していた。今日も昨日と同じ夜が来るのだと特に根こん拠きよも無く信じていた。世界は不変などではないが、それでも、いきなりそれを統べる理ことわりが変わってしまったりはしない──日は昇のぼり朝が来て日は沈しずみ夜が来て、寄せては返す波の様な繰り返しの中で、時間は淡たん々たんと過ぎていく。変わるのは表面のみでしかない……そんな悟さとりにも似た共通認識が、人々の間には出来上がっていた。

　だが……

「おとう──」

　畑仕事を手伝っていた子供がふと足を止める。

　早く家に戻もどって一息つきたかった父親は、数歩進んでから若じやつ干かんの苛いら立だちを込こめて足を止め──しかめ面つらで子供を振ふり返った。

「何やってんだ。早く──」

「あれ、なに？」

「なにって──」

　子供の指差す方に眼を向けて──そこで父親は瞬まばたきを繰り返した。

　何かの見み間ま違ちがいかとも思ったが、それは何度か瞬きしても、眼を擦こすっても、確かにそこに在あった。夕暮れの、いつもの如ごとく橙だいだい色いろに染まる空に、それはまるで何かの『裂さけ目』の様に刻み込まれていた。

　樹木？　あるいは塔とうか？

　それは風景の一部として、山々の稜りよう線せんの向こうに傲ごう然ぜんとそびえていた。

　方角としては首都ゲランソンの在る辺りか。山々の向こう側に見える事からすれば、それが馬でも丸一日以上はかかる距きよ離りの彼方かなたに在るのだ、という事は分かる。

　なのにそれは──そこにはっきりと見える。

　風景を縦に割る程ほどの高さを示して、そこに在る。

　樹木でもない。ましてや塔でもない。

　そんなものが一朝一夕で育つ訳もなく、造り得る訳でもない。ましてやそんな巨きよ大だいな植物や建築物など、聞いた事も無い。それの上じよう端たんは茜あかね色いろに染まる雲をも突つき抜ぬけ、遥はるか天空の彼方まで伸のびているのだから。

　一体あれは何か。

　勿論、単なる農夫でしかない父親に分かる筈はずも無い。

　ただ──

「わかんねえ」

　父親は唸うなる様に呟つぶやいた。

　訳の分からないものが遥か彼方の空に見えている。

　ただそれだけの事だ。ただそれだけの事ではあるのだが──

「急いで家へ戻るぞ」

「……うん」

　父親の緊きん張ちようが伝わったのだろう。いつもなら納なつ得とくがいくまで『あれはなに？』と繰り返す筈の子供は、素す直なおに頷いて、足早に歩き始める。

　村の古老達がよく言っていた。

　真まっ直すぐに天を目指す虹にじだとか。人の形をした雲だとか。

　天変地異の前には、見た事も無いものが、空に現れるものだと。

「…………」

　子供の手を引いて家路を急ぎながら父親は短く呻いた。

　今日と同じ明日が来るとは限らない。繰り返される日々は……ただ事実としてこれまで繰り返されてきた、というだけの経験則でしかない。

　世界が永えい劫ごう不変だと誰だれが言った？

　得体の知れない不安が父親の頭上にのしかかる。

　そして──

「…………う……？」

　全くの唐とう突とつに──何の前まえ触ぶれも無く、それは父親の身体の上に生じていた。

　急速に視界が狭せばまる。

　まるで貧血を起こしたかの様に──感覚が順次閉とざされていき、意識の輪りん郭かくすらもが曖昧に溶とけ始める。繫つないだ我が子の手の感かん触しよくすらもが麻ま痺ひの向こう側に消える。

「…………ッ」

　咄とつ嗟さに我が子の名を呼ぼうとして──しかし声が出ない。

　いや。それどころか子供の名前が思い出せない。自分の名前すら思い出せない。

　必死に足あ搔がく意識は、しかしそれすらも虚きよ無むの闇やみへと緩かん慢まんに溶けて──次の瞬しゆん間かん、親子は揃そろって、農道の真ん中に倒たおれ伏ふしていた。
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　権力者の目に留まるのは、そう難しい事ではなかった。

　大は国家同士のものから、小は在郷の貴族や豪ごう農のう、豪商、といった者達のものまで……小こ競ぜり合いはあちらこちらで続いていたし、そうした場で活かつ躍やくして見せれば、放ほうっておいても噂うわさになる。単に腕うでっ節ぷしが強いというだけでなく、知略も兼かね備えているとなれば、尚なお更さらに、人々は彼の事をあちらこちらで吹ふい聴ちようして回った。

　ある時──彼は権力者の一人に呼び出された。

　場所は、眩まぶしい程の白さを誇ほこる清潔な建物。

　戦場の砦とりでとは全くの別物──床ゆかには踏ふみ込めば足が沈み込むかの様な毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、壁かべには絵画や彫ちよう刻こくといった芸術品が幾いくつも飾かざられ、独特の空気を醸かもし出している。いずれもが庶しよ民みんの生活とは全く無む縁えんの代しろ物もの、一つ一つが誰かの人生を丸ごと買い取っても釣つりが来る程の値段なのだろう。

　そこを居場所とする人々もまた、戦場ではついぞ見掛けなかった人種だった。柔やわらかく織りの細かな布で仕立てられた豪ごう奢しやな衣い装しようを身に纏まとい、金銀宝石の細工物を身につけて殊こと更さらに自らを目立たせようとしている。

「…………」

　だが彼は、そうしたものにまるで興味が無かった。

　鎧よろいは外し、返り血こそ洗い落としてはいるものの……彼の衣装は戦場のそれだ。衣服の端はほつれ、泥でい濘ねいの汚よごれもあちこちに残ったままだ。明らかにそこでは彼は異物で、上品に着飾った人々は彼に好こう奇きの視線を向けていた。

　恐おそらくこの場に彼が呼ばれたのもそれが目的だろう。日ひ頃ごろなじみがない、『戦場』を住すみ処かにしている野や蛮ばんな生き物を、見物しようというのだ。

　だがその事にも彼は何の感想も無い。

　彼等は数十年もすれば一人残らず居なくなる。

　人間には──普ふ通つうの人間には彼と異なり寿じゆ命みようというものが在るのだという事は、もう理解していた。永く生きてもせいぜいが百年。時折、齢よわい二百とか三百とかいう人物の話を聞く事も在ったが、大たい抵ていは誇こ張ちようされた噂か、さもなくば代々受け継つがれている役職か何かを一個人であると勘かん違ちがいしているだけだった。

　誰もが自分の眼の前を通り過ぎて行くだけだ。

　だから彼は人間個人になど興味を持たない。持てなくなっていた。

　ただ──

「…………」

　そこは謁えつ見けんの間だったのだろう。

　彼が案内された先で、絨毯の上にひざまずき顔を伏せて待っていると──やがて奥の扉とびらが開いて何者かが現れた。

　勿もち論ろん、未まだ顔を上げることは許されていない。だが伏せた視界から見える幾つかの足だけを見つめていても、おおよその事は分かった。改めてこの場に入ってきたのは二人。足の大きさ、歩き方、靴くつの仕立て、そういった諸もろ々もろから男女一人ずつだというのが分かる。

「顔を上げい」

　許されて顔を上げる。

　実用性皆かい無むの、虚きよ飾しよくに塗まみれたこの場で──その男は一ひと際きわ、派手に飾り立てられていた。

　真しん紅くの天鵞絨ビロードで作った外套マントを羽織り、純金で出来た錫しやく杖じようを手にし、宝石で飾った冠かんむりを戴いただく。小国といえども『王』の出いで立ちだ。少なくとも彼が知っている限り『王』と呼ばれる者達は概おおむね、こういう格好をする傾けい向こうに在った──間近で見たのはこれが初めてであったが。




『世界の半分を統すべる。それがお前の存在理由だ』




　かつて彼は正体不明の少年にそう告げられた。

　それはつまり『王』になれという事なのだろう。その為ために彼は必要な事を積み重ねてきた。大抵の『王』は元をただせば山さん賊ぞくの類たぐいだ。ならばまずは強さを手に入れる。その為に彼は戦場を巡めぐって経験を積んできた。

　自分の身体が他ほかの人間よりも優すぐれている事は、早々に気がついている。

　だからそれを効果的に扱あつかう為の技術を、実戦の繰くり返しの中で錬れん磨ましようと考えたのである。知識は在っても実戦に結びつかないそれは、役に立たないからだ。

　いずれにせよ……

「此こ度たびの戦い、大義であった」

　王は上じよう機き嫌げんだった。

　彼の活躍により今回の戦いくさに勝ち──領土を増やす事が出来たからだ。より多くの土地、より多くの臣民の確保は、安定と、そして更なる贅ぜい沢たくを約束する。少なくとも王達はそう信じていた。

　世界は無辺の大地であり、富は無限に蓄ちく積せきし得る。

　彼等はそう考えているらしかった。

　最初に『世界の半分』という目標を提示された彼とは、その点が大きく異なる。彼にとって世界とは輪郭を持つ有限な存在だ。だからこそ『半分』という定義も成り立つ。

「名は、何という？」

　恐らく、こうして一いつ介かいの傭兵マーセナリに声をかける事すら異例なのだろう。

　王の声には期待の色が滲にじんでいる。彼が望外の喜びにむせび泣く、そんな反応を予想しているのだろう。自らの鷹おう揚ようさに酔よっている──と彼は判断した。

「アルトゥール・ガズ」

　彼は端たん的てきにそう答えた。

　相手が決定的に機き嫌げんを損そこねない程度の態度をとっていれば良い。むしろ相手の期待通りの反応ばかりを繰り返していると、侮あなどられる。侮られれば当然に扱いは悪くなる。それでは便利に使い捨てられるだけだ。

　それでは『王』にはなれない。

　使い捨てるのは『王』の──彼の側でなければいけない。

「…………ふむ？」

　王は多少つまらなさそうに眉まゆをひそめるが、祝いの場に水を差すことを無ぶ粋すいだとでも思ったのか……あるいは、所しよ詮せん、傭兵など礼れい儀ぎをわきまえない卑いやしい生き物と諦あきらめたのか、彼を殊更に咎とがめる事は無かった。

「アルトゥール・ガズか。覚えておこう」

　代わりにそう告げてくる。

　彼の名にさしたる意味は無い。この二百年近くで彼は幾つかの名前を名乗り使い分けてきた。アルトゥールというのは比ひ較かく的てき、最近に考えつき、名乗る頻ひん度どが多いというだけだ。

「今宵こよいは凱がい旋せん──広間には宴うたげの用意も済んでおる。貴様も思う存分に楽しむが良い」

「…………御ぎよ意い」

　とりあえずそう答えておく。

　そして──

「…………」

　ふと──気付いた。

　玉座の隣となり、二歩ばかり退いた位置に佇たたずむ一人の少女に。

　王と共にこの部屋に入ってきたのは、その少女だった。

　歳としは十代前半だろうか。白を基調とする丈たけの長い衣装が──しかし王と異なり、あまり幾つもの色しき彩さいを散らしていないその服が、彼女の清せい楚そな雰ふん囲い気きによく似合っていた。

　その少女が姫ひめ君ぎみだという事はすぐに理解出来た。

　何ど処こか控ひかえめな雰囲気を纏まとったその姫は──彼と視線が合うと、首を竦すくめる様にして半歩下がり、王の陰かげに隠かくれてしまった。興味は在あるが怖こわい……といった処ところか。大切に育てられてきて世せ間けん擦ずれしていないのか、あるいは単に身分の差というものに疎うといのか──他の者達と異なり、姫の視線に、彼を蔑さげすむ様なものは滲んでいなかった。

「…………」




　…………




　その後──アルトゥールは三度ばかり武ぶ勲くんを立てて凱旋し、同じ数だけ祝勝の宴に呼ばれ、四度目で正式に王の直属として召めし抱かかえられる事になった。

　即すなわち叙じよ勲くんを受けて、騎士キヤバリアの身分を手に入れたという事である。

　最初から『王』たる事を目指していた彼にしてみれば、驚おどろく様な事ではない。だが、周囲は異例の早さで成り上がっていく彼を羨うらやみ、嫉そねんだ。

　彼を殺そうと企たくらんだ者達も少なからず居た。

　だが──その悉ことごとくは失敗した。

　彼に油断は無い。

　そもそも何も──誰だれも信じてなど居ないのだから、油断のしようがない。多くの人間はそういう考え方で生きていけば、遠からず心が疲ひ弊へいしてしまうものだが、彼は誰も信じずに生きていく事に、何ら違い和わ感かんを覚えていなかった。

　そして──




　…………




　婚こん礼れいの儀ぎはつつがなく終わった。

　慌あわただしく繰り返される虚きよ礼れいも一段落ついて、彼はこの度たび、妻となった娘むすめと城のテラスで二人きりとなった。共に身につけているのは真新しい礼装だが、幾つもの面めん倒どうな儀式を経へて、祝賀会にも参加した結果、さすがにどちらもが少々くたびれて見えている。

「少し疲つかれました」

　妻は──姫はそう言って、恥はずかしそうに微笑ほほえむ。

　彼女は、かつて謁見の間でアルトゥールを見み初そめたのだという。アルトゥールも彼女の事を覚えていた。他の者達と同様にただ覚えていただけで、特に彼女に対して何か思うところがあった訳ではないが。

　アルトゥールは今や、この国では屈くつ指しの戦績を誇る実力者だった。

　最前線に立つ勇ゆう猛もう振ぶりと、連戦連勝を可能とする知略は、彼の信しん奉ぽう者を大量に生み出していた。当然──アルトゥール程ほどの実力を持つ者ならば、より良い条件を提示して引き抜ぬこうとする国も多い。そんな彼をつなぎ止める為に、王は婚こん姻いんという手を使った。

　つまりは娘と──そして王族の地位をアルトゥールに与あたえたのである。

　完全な政略結けつ婚こんだ。

　勿論……王族の婚姻が自由恋れん愛あいの末に成される事など十に一つも無い。その地位故ゆえに彼等の伴はん侶りよ選びには常に政治がつきまとう。

　だが意外にも、姫はアルトゥールとの婚姻を喜んでいる様だった。

『初めてお会いした時から、貴方あなたの事が気になっておりました』

　と彼女は言った。

　何処か自分がこれまでに出会ってきた者達と違ちがう──と思ったのだとか。

　あるいは彼女はとても鋭えい敏びんな感性の持ち主であったのかもしれない。単に貴族社会しか知らない箱はこ入いり娘が、初めて貴族でも王族でもない、傭兵として戦地を駆かけぬけてきた男を見て珍めずらしがった程度の事であろうが。

「アルトゥール？」

　ふと訝いぶかしむ様に姫は首を傾かしげて彼の名を呼んだ。

「……何かな？」

「いえ……その……」

　戸と惑まどいの表情を浮うかべて姫は言った。

「貴方は……嬉うれしくないのですか？」

「…………」

　彼は改めて姫を──今宵から妻となった娘を見つめる。

　その顔には不安の色が浮かんでいた。恐おそらくはアルトゥールがあまり喜ぶ様子を示さないからだろう。自分との婚姻が彼にとって不本意だったのではないか──と心配になってきたらしい。

　世間的な感覚ではこの娘の態度を『健けな気げ』とでも評するのだろう。

　勿もち論ろん、アルトゥールがその事で娘に対する認にん識しきを改める様な事は無い。有利だから、必要だから、都合が良いから、結婚した。それ以上でもそれ以下でもない。

　ただ──

「私は王となるべくして生まれたのだそうだ」

　姫の問いには答えず──代わりに彼はそう言った。

　今まで誰にも自らの『始まり』について話した事は無かった。それをどうして姫に話そうとしたのかは、彼自身にもよく分からない。必要の無い事はしない。それが彼の行動の基本方針だった筈はずだが。

「この世に生まれ出た時にそう告げられた」

「王に……？」

　姫の表情が驚きに揺ゆれる。

「それは……」

　小国といえども王は王──第一子はこの姫であったが、この国の王には他ほかにも数人の子供が居る。そしてその半分は男子だ。順当に行けば、彼等の誰かが即そく位いしてこの国の王となる筈だった。その意味ではアルトゥールの発言は謀む反ほんの企みととれない事も無い。

　しかし……

「弟達を排はいして──と？」

「そのつもりは無い」

「…………」

　端的な否定の言葉に──姫は表情を安あん堵どに緩ゆるませる。

　彼女はアルトゥールの『王になる』という言葉を『王族の仲間入りをする』という意味だと受け止めたらしかった。笑顔を浮かべて彼の隣に寄り添そうと、そっと彼の腕うでに己おのれの腕を絡からませてもたれ掛かってくる。

「ならば今宵は貴方の大願成じよう就じゆの日でもあるのですね」

「…………」

　アルトゥールは無言。

　勿論──姫は大きな誤解をしていた。

　王になるべくして生まれたのなら、喜ぶべきはまさしく王になったその時であろう。王族の末席に名を連ねたからといって嬉しがる必要が何処に在るというのか。ましてや彼が求められたのは『世界の半分を統すべる王』になる事だ。こんな北方の小国一つでは半分には程遠い。

　だが姫の誤解をわざわざ解く必要も在るまい。

　世界の半分を統べる者になる為ためには、やはり幾いくつもの──気の遠くなる様な手順を踏ふんでいかねばなるまい。その一つとして、この婚姻には意味がある。わざわざ『妻』の機き嫌げんを損ねても、特に利は無いだろう。

「風が冷えてきた。中に入ろう」

「はい」

　アルトゥールの提案に──無む邪じや気きな姫は、頰ほおを赤く染めながら小さく頷うなずいた。




　…………




　葬そう儀ぎはしめやかに行われた。

　無意味に高く晴れ渡わたった空の下──葬送の列が粛しゆく々しゆくと進んでいく。

「…………」

　彼は、その様子を城の窓から見下ろしていた。

　本来ならば喪も主しゆたる彼も──故人の夫たる彼も葬そう列れつに参ずるべきなのだろう。だが遠くから妻の葬儀を見送るのみに留とどめた。下手に彼が姿を現せば、むしろ葬儀の場は混乱するだろう事が、分かっていたからだ。

　彼は──この二十年余り、殆ほとんど人前に出る事は無かった。

　いつまでも若々しい、否いな、そもそも老いる事の無い彼の姿は……当初こそ人々の憧どう憬けいや畏い敬けいの対象であったが、度を越こした彼の不老ぶりは、次し第だいに人々の間で恐きよう怖ふの対象となっていった。四十年以上も容姿が殆ど変わらないとなれば、それはもう怪かい物ぶつの域だ。




『あ、貴方、貴方は、バケモノよ………！』




　葬列を見下ろしながら──アルトゥールは妻の最さい期ごを思い出す。

　既すでにまともに喋しやべる事すら難しくなっていた彼女が、恐らく辞世の言葉になると分かっていながら、長年連れ添った夫に投げたそれは……アルトゥールの意識に、思いの外、くっきりと刻み込まれていた。

　肌はだは土色になり、唇くちびるはひび割れ、瞳ひとみは濁にごり、肌は皺しわだらけの──老ろう婆ば。病に冒おかされていることを差し引いたとしても、結婚したばかりの頃ころの面おも影かげはもう、どこにも残っていなかった。

　だがそれが普ふ通つうなのだ。

　そうでない彼が異常なのだ──妻の言葉通りに。

「そうとも」

　窓に──葬列に背を向けて歩き出しながらアルトゥールは呟つぶやいた。

「私は王だ。人ではない」

「その通りだ」

　肯こう定ていの言葉が、背後から投げ掛けられる。

　足を止め──窓辺を振ふり返ると、そこには金きん髪ぱつの少年が立っていた。

　ギイと名乗る存在。

　恐らくはこちらも人ではないのだろう。その姿は彼以上に変化が無い。数百年を経へてもかわらぬ──永遠の少年だった。

「二十年ぶりか」

　アルトゥールはさして驚きもせずに、そう問うた。

　この少年は何かの節目に姿を現しては、意味があるのか無いのかも良く分からない会話を交かわして消える。恐らくは監かん視し者なのだろう──という程度の想像はついていたが、それ以上の事は分からない。

「お悔くやみを言うべきかな」

「心にも無い事を」

　皮肉げな笑みを形作ってアルトゥールは言った。

　心にも無い──というよりも、このギイという存在に普通の人間達が言う様な『心』が在あるかどうかも怪あやしい。喜き怒ど哀あい楽らくの一いつ切さいと縁えん遠どおい何か──人というよりも人の形をした現象を相手にしているかの様な感覚があった。

「……一つ訊たずねたい事がある」

　アルトゥールは目を細めて言った。

　当初は疑問など感じる事もなかった。彼はただ淡たん々たんと示された目標に向かって必要な作業を積み上げていくだけで──自分はそういう存在なのだと理解していたし、自分にそう命じる何者か、ギイの向こう側に居るであろう何者かに、どんな思おも惑わくがあるのかなど、興味の外だった。

　どうして今いま更さらになって問おうとしたのか。

　実の処ところ、アルトゥール自身にもよく分からない。

　あるいは──この時既に、いや、この期に及およんでようやく、アルトゥールの中には普通の人間とよく似た感性の様なものが育ちつつあったのかもしれない。

「なんだろう？」

「初めてお前に会った時、私は世界の半分を統べる王になると言ったな」

「言った。確かに」

「何な故ぜ──半分なのだ？」

「…………」

　アルトゥールを見つめるギイの双そう眸ぼうが、二度三度と瞬まばたきした。

　意外な事を聞かれた、といった風ふ情ぜいであるが──

「王とは頂点に立つ者であろう。ならば全すべてを手にしてしかるべきではないのか？」

　アルトゥール・ガズは老いない。

　しかも普通の人間より強きよう靭じんな肉体と、明めい晰せきな頭脳とを備えている。

　ならば時間こそ掛かるかもしれないが──彼がその気になれば、世界の全てを支配する事も可能だろう。彼に寿じゆ命みようという時間制限は無い。たとえ失敗したとしても、無限にやり直しを続ける事が出来る。

　世界征せい服ふくは充じゆう分ぶんに可能だ。

　なのに──何故それを望まない？

　何故わざわざ『半分』に限定する？

「全てを支配しては駄だ目めなのか？」

「駄目だ。半分が望ましい」

　ギイは即そく答とうしてきた。

「それは何故？」

「戦争という現象を維い持じするには、最低限、相争う二つの勢力が必要だ」

　やはり淡々とした何の気負いも無い口調で──まるでちょっとした何かのコツを告げるかの様にギイはそう言った。
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　まるでそれは──絵物語を見ているかの様だった。

「……何なんだ一体」

　チャイカ達と共に城内を進みながらトールは眉まゆを顰ひそめてそう呟く。

　城内には、幻げん影えいが溢あふれていた。

　ゆらゆらと影かげ法ぼう師しの様な人の姿が現れては消える。時には風景が描えがかれる事もある。

　その多くは僅わずかに輪りん郭かくが滲にじんでいたり、透すき通っていたりして、現実と見み紛まがう事は無かったが──しばしば唐とう突とつに発生しては視界を遮さえぎる為、トール達の動きを鈍にぶいものにしていた。迂う闊かつに走ったり階段を上り下り出来ないのである。

「素材物質……反応……」

　チャイカが呟く。

「これも──あの『還かえらずの谷』と同様か？」

「うい。多分」

　頷くチャイカ。

　魔ま法ほうは、その念料として生物の記き憶おくを消費する。

　だが、その全てが均等に消えていく訳ではない。時にはその記憶の断だん片ぺんが術式の回路からこぼれ落ち、他人の目に見える形で現れてしまう事が在る。あるいは、魔法術式に直結している魔法師ウイザードの意識が映し出される事も在る。

　特に──元々魔法に反応しやすい性質を与あたえられた素材物質を大規模に展開した魔法の『場』では、魔法師個人では御ぎよしきれず、色々と漏もれてくるものが在るらしい。

「吸い込んで支配されるって事は無いのか？」

　口元を押さえながらトールは訊ねる。

　勿もち論ろん──『還らずの谷』でシモン・スカニアが仕し掛かけていた様な、『罠わな』としての幻げん覚かくであれば、手で口や鼻を覆おおう程度でどうにかなるものでもないだろうが。水に潜もぐるかの様に息を止めるか、さもなくば──それこそチャイカの魔法で完全に周囲の空気ごと素材物質を遮しや断だんするしかない。

「多分──大だい丈じよう夫ぶ」

　チャイカはきょろきょろとあちこちを見ながら言った。

「恐おそらく……父上の……」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまるチャイカ。

　だが彼女は何かに耐たえるかの様に唇を嚙かんでから、続けた。

「アルトゥール・ガズ……の……記憶……」

「〈禁断皇こう帝てい〉の？」

「うい。多分──アルトゥール・ガズ、魔法行使中」

　チャイカは片手で眼の前を通り掛かった幻影を払はらう。

　それはやはり水面みなもに映る虚きよ像ぞうの様に揺ゆらいで──消えた。チャイカが手を出したからというよりも、元々断片的で不安定な記憶の反映なのだろう。他ほかの幻像にしても、現れては消え、現れては消え、を繰くり返している。

「多分……自分の……」

　チャイカは自身の身体からだを抱だき締しめる様に、己おのれの両りよう肩かたを強く摑つかんで言った。

「……再生後の身体……点検……」

「もういい。すまなかった」

　トールはそう言ってチャイカの肩に手を置く。

　今のチャイカにガズ皇帝の事を訊ねるというのは──つまり、自分が何の為ために用意された道具であったか、もし自分が全ての『遺体』を集めていたらどうなっていたか、そういった諸もろ々もろを改めて想起させるのに等しい。

　勿論、トール達の存在が今の彼女の支えにはなっているだろうが──だからといって『もう大丈夫』と綺き麗れいさっぱりと割り切れる訳でもあるまい。

「その際に漏れてくる記憶が素材物質に映っている──という事か」

　とやはり周囲を油断無く見回しながら言うアカリ。

「しかし直接の害は無いとはいえ、これはどうにも面めん倒どうだな。幻影に紛まぎれて誰だれかが襲おそってきても判別がつきにくい。素材物質の幻影は気配もあるからな」

　単に幻げん灯とう機の類たぐいで映し出す幻まぼろしと異なり……素材物質で創つくり上げる幻像は、薄うすいが、実体としての気配を備えている。トール達は人の気配を察知する事も出来るが、広こう範はん囲いに素材物質が散布された上で、人の幻影が幾いくつも生じているこの状じよう況きよう──確かに誰かが襲ってきたとしても、察知が遅おくれるかもしれない。

　そして遭そう遇ぐう戦せんにおいては、一瞬の遅れも致ち命めい的てきに作用する事が在る。

「逆に言えば俺達も奇き襲しゆうし易やすい訳だけどな」

　とトール。

　この幻影の源とも言うべきアルトゥール・ガズ本人はともかく、他の者達にとってはやはりこの状況は身動きがとりにくい筈はずだ。条件はあまり変わらないだろう。

　つまり──

「──下がってろ」

　トールは言って小機剣コンブレイドに手を掛ける。

「むい？」

「誰か来る」

　アカリが言い──フレドリカがチャイカの手を引いて後ろに下がる。

　トールとアカリはそれぞれ、廊ろう下かの左右、柱の陰かげに身を潜ひそめた。

　廊下の奥の方から──ごろごろと何かを転がす様な音が漂ただよってくる。

　何かが近付いてくるのだ。音は車輪か何かが床ゆかを嚙む音だろう。気配と同様に、素材物質のせいで今一つぼやけた感じに伝わってくるが、それでも音の源が不用意に近付いてくる方向は察知出来る。

　六スッバ星ル衆や衛兵の生き残りであれば、これを機に斃たおしておくべきだろう。既すでにハルトゲン公王はこの世に居らず、トール達とハルトゲン公国勢の間に対立する理由は無いが──そこまで末まつ端たんの兵が事情を知っているとは限らない。

「…………」

「…………」

　トールとアカリは無言で──指先を動かしてやりとりをする。

　アカリが頷うなずき、トールが前に出た。

　まずは竜騎士ドラグーン・キヤバリアとしての能力を手に入れたトールが最前衛という事である。万が一に相手が出会い頭がしらに素す早ばやく反はん撃げきをしてきても、真正面からこれを受けて耐えられる可能性が高い。

　しかし……

「──ッ！」

　トールは短く呼気を吐はきながら柱の陰から飛び出した。

　幻影の向こう側に居る何者かに向けて小機剣を振ふるう。

　丁度──何ど処こかの姫ひめの様な、白い衣い装しようを着た娘むすめの幻影がトールの前を通り掛かかったその瞬間である。トールの放つ斬ざん撃げきは、過去に存在したであろうその娘を切り裂さいて、その向こう側の……

「──ッ!?」

　金属音と共に何かがトールの腕うでに巻き付く。

　それは──

「待て──お前!?」

　巻き付いた対象に食い込む小さな刃は物ものの群れ。

　直接その身に攻こう撃げきを喰くらった事は無いが、この武器には見覚えが在あった。

　蛇咬剣スネークブレイド。

　それは──

「──ッ!?」

　娘の幻影の向こうから──更さらに別の娘の姿が現れる。

　銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんという特とく徴ちよう的な姿。

　チャイカの名を与えられた者の記号──しかし銀髪は肩の上で短めに切り揃そろえられ、その目め許もとには、トール達の元に居る『白』のチャイカとは異なる、気の強さが滲み出ている。

「『紅あか』の──」

　どうやら紅チャイカ──チャイカ・ボフダーンもまた、トールと同様、あの魔法結界が展開される前に、この城の中に入り込んでいたらしい。

「……トー……ル……？」

　呆ぼう然ぜんとした表情で紅チャイカはその場に立ち竦すくんでいた。

　外せ──と殊こと更さらに言うまでもなく、蛇咬剣は急に力を失ってトールの腕から滑すべり落ち、尖せん端たんが床に跳はねる。この蛇咬剣はトールの小機剣と同じ、機剣コンブレイドの一種……使い手と気脈を通じて操あやつるものだ。故ゆえにその動きは、使い手の気き迫はくに如によ実じつに影えい響きようを受ける。

「そういえば言い忘れていたのだが……」

　とさして悪びれた様子も無く、アカリが言った。

「紅チャイカと、それからジレット隊の何人かも、あの謁えつ見けんの間には居た」

「忘れんなよ、そんな大事な事を！」

　思わず妹の方を振り返って怒ど鳴なるトール。

　だがアカリは僅かに首を傾かしげて平然と言った。

「婦女子を傍そばに侍はべらせる事については、天下一品で欲よく張ばりな兄様の事だ──紅チャイカまで助けて逃にげると言い出しかねなかったのでな」

「…………」

　言葉に詰まるトール。

　婦女子云うん々ぬんはさておき、確かに──そんな真ま似ねは絶対にしない、とは言えない。

　何度か紅チャイカからの誘さそいを断っているトールであるが、これはあくまで白チャイカと彼女が相あい容いれないからであって、紅チャイカが憎にくい訳でも嫌きらいな訳でもないのだ。むしろ自分という人間の在り方を考え直す機会を与えてくれたという意味では、白チャイカと同様に感謝の念すら覚えている。

　ともあれ──

「無事だったか……」

　トールは紅チャイカに向き直るとそう声を掛ける。

「…………」

　トールの言葉が切っ掛けになったのか──まるで糸の切れた人形の様にその場に座り込んでしまう紅チャイカ。そのまま彼女は蛇咬剣すら取り落として、ただ呆然とトールを見上げていた。

　見れば──彼女のすぐ後ろには、意識を失って折り重なる様に倒たおれたダヴィードとセルマの姿も見えた。どうやら紅チャイカが自分の棺ひつぎを取り戻もどし、その上に二人を乗せて運んできたらしい。白チャイカの棺は背負う様になっているが、紅チャイカのそれには車輪がついていて、引きずって運べる様になっているのだ。

「おい。大丈夫か？」

「…………」

　紅チャイカは無言。

　どうやら──ここまでかなりの無理をしてセルマとダヴィードを運んできたらしい。

　彼等を運ぶ為に棺を取り戻し、彼等を護まもる為に蛇咬剣を取り戻し……あるいは城内に残っていた六スッバ星ル衆や衛兵と一戦交える様な事も在ったかもしれない。トール達は幸運にも殆ほとんどそうしたハルトゲン公国勢と遭そう遇ぐうする事は無かったが、彼等が一人残らず全ぜん滅めつしたという保証は何処にも無い。

　いずれにせよこの少女は、あの謁見の間から、誰の助けも借りずに此こ処こまで来たのだ。

　緊きん張ちようの上に更に緊張を強しいられ、訳が分からないこの状況で──それでも必死に仲間を庇かばってきた事の反動が、トールの顔を見た途と端たんに、一気に噴ふき出したのだろう。

　束つかの間、彼女は腑ふ抜ぬけの様にトールを見つめていたが……

「おい──」

「……ッ！」

　次の瞬間、トールの差し出した手に全身で彼女はしがみついてきた。

「『紅』の──」

　紅チャイカの反応に戸と惑まどいつつも──トールは彼女を引き寄せる。

　震ふるえる彼女は、抵てい抗こうする事も無く素す直なおに立ち上がった。だがトールの腕を放す様子は無い。放せばもう自分は二度と立てない、とでも言うかの様に。

「……そうか」

　トールは白チャイカの方を一いち瞥べつしてから、紅チャイカに向けて頷いた。

　白チャイカには傍にトールが居て、アカリが居て、フレドリカも居た。意い気き消しよう沈ちんした彼女をトール達が連れ出し、生きる意味を見失った彼女を励はげます事も出来た。

　だが紅チャイカは……一人で此処まで来たのだ。

　己の存在理由を真っ向から否定されたのは同じであろうに、彼女は、それでもあの場でただ〈禁断皇こう帝てい〉と〈御遣いアポストロ〉の戦いに巻き込まれて死ぬのを──成り行きに全すべてを委ゆだねてしまうのをよしとしなかった。

　強い娘なのだ。本当に。

　だが──それは痛みを感じない、という事と同義ではない。よりやせ我が慢まんが出来るという程度の意味でしかないのだ。限界を超こえれば倒れざるを得ない、それは紅チャイカも白チャイカも同じだろう。

「あー……」

　トールは天てん井じようをしばし仰あおいで言葉を探していたが。

「──言ったよな」

　泣く子をあやすかの様に、紅チャイカの背中を軽く叩たたいてやりながら彼は言った。

「全部終わった後で、お前も考えが変わったなら、教えてくれって」

「…………」

　紅チャイカの身体からだが震える。

　彼女は自分の顔をトールの肩かたに押しつけたまま、目を合わせてくる事も無いが──聞いてはいるのだろう。

　短く溜ため息いきをついてから、トールは更に続けた。

「別に未まだ全部は終わってないんだろうけどな。多分、もう俺はお前の敵じゃないし、お前ももう『棺ひつぎ担かつぐ姫』じゃない」

　既に白チャイカと紅チャイカが対立する理由は無い。

　どちらも『本物』にはなり損そこねた。

　黒のチャイカによって『転生』が成った今、既に〈禁断皇帝〉にとっては、白チャイカも赤チャイカも、『使い残しの余り』でしかないのだ。

　既に彼女等をこの世に生み出した目的は──『存在理由』という名の呪じゆ縛ばくは無い。

　ならば……

「立場とか、生き方とか、そういうのって意外と簡単に変わるんだよ」

「…………」

　そこでようやく紅チャイカは顔を上げてトールの目を見た。

　紫むらさきの双そう眸ぼうが潤うるんでいる様に見えるのは、気のせいでは無いだろう。

「その程度の事だ。本当に」

「トール……」

　紅チャイカはここでようやく──トールにしがみつく己おのれの腕を緩ゆるめた。

　彼女がちゃんと一人で立てる事を確かく認にんすると、トールは白チャイカやアカリ、フレドリカの方を振り返る。

「とりあえずこの傭兵マーセナリ二人の手当を──」

　と……言いかけて。

「トール。私の時と相そう違い。凄すごく優やさしげ」

「さすが兄様。女に対する臨機応変っぷりが半はん端ぱない」

　何やら不満げな白チャイカとアカリが顔をつきあわせてぼそぼそとやっているのを見て、トールは言葉に詰つまった。

「……ちょ……あのな？」

「弱った相手につけ込むのは簡単、とつい思いがちだが、そこで手を抜ぬかないのが兄様の良い処ところだ。獅し子しは兎うさぎを狩かるにも全力を尽つくすというが……」

「トール。獅子？　肉食？」

「まさに兄様は肉食男子の王……！」

「私も肉好きだよー」

「好き勝手言ってんじゃねえぞ、そこ！」

　褒ほめているのかけなしているのかよく分からない事を言うアカリと、それに今一つずれた調子で応じるチャイカと、そしてずれているどころか、まるで嚙かみ合っていない会話をしているフレドリカと──三人の娘達に思わず突つっ込むトール。

「とにかくこの状じよう況きようじゃ、紅チャイカと対立する理由はねえだろ。何をするにしても頭数が多い方が臨機応変に対応出来る」

　言ってトールはダヴィードとセルマに歩み寄る。簡単にその様子を調べてみたが──どちらも大きな傷を負った様子は無く、脈も安定している。細かな傷には、恐おそらく紅チャイカの手によるものだろう、簡単な止血も施ほどこしてあった。

　この場で即そく座ざに大だい丈じよう夫ぶと断言できる程ほどにトールも医術の知識がある訳ではないが……恐らく殊更に、今何か治ち療りようが必要な状態ではあるまい。

「この二人も連れて行こう。フレドリカ、済まないがこの二人を頼たのむ」

「あんまりトール以外を乗せるのは気が進まないんだけどね」

　そう言いながらも──さして気分を害した様子も無く、フレドリカは軽い爆ばく発はつ音と共に四足歩行の獣けものの形態へと変化する。

　ダヴィードとセルマを彼女の背に乗せて、落ちない様に紐ひもで括くくり付けると──トールは改めて一同を見回して言った。

「行くぞ」

　アカリが、白チャイカが、獣形態のフレドリカが頷うなずく。最後にトールの、そして他ほかの者達の視線を受けて紅チャイカが顔を上げた。

「行く……何ど処こへ？」

　訊たずねる声にはやはり力が無いが──しかしそれでも自発的に話が出来る程度には、気を持ち直してきたらしい。

「とりあえずは謁えつ見けんの間に戻る。城の周りに魔ま法ほうの結界が張られてるらしくてな。これを解除しない事には逃げる事も出来ない。そして多分、結界を張ってるのは復活した〈禁断皇帝〉だ」

「…………」

　ぴくりと紅あかチャイカの表情が揺ゆれる。

　だがトールは敢あえてそれ以上は触ふれずに続けた。

「結界が解けたらさっさとこんな場所からはずらかるぞ。後は──何処か適当な場所に行って、しばらくは、だらだらして暮らすのもいいんじゃないかって話になってたな」

「うい」

　頷く白チャイカ。

　彼女は──少し恥はずかしそうな笑えみを浮うかべつつも、しっかりした口調で言った。

「皆みんな、だらだらする。トールみたいに」

「俺みたいに、は余計だ」

　束の間、紅チャイカはトールと白チャイカを見つめていたが──

「……皆……？」

「異論が無けりゃあいつらもだ」

　と言ってトールはフレドリカの上の二人を指差す。

「でも、私──」

「何回も繰くり返すのが面めん倒どう臭くさいから、はっきり言うけどな」

　白チャイカを一瞥してからトールは続けた。

「人間じゃないとかそういう話はどうでもいい。そもそもお前等、昨日まで、五百年生きたとか何とか言われてる奴やつの娘むすめを名乗ってたんだろが。今いま更さら、普ふ通つうじゃないからってどうだってんだよ」

「トール……」

　呆ぼう然ぜんとトールを見つめる紅チャイカ。

　そして──

「だが兄様。あの槍やり使いは男だぞ？」

「──何が言いたいんだ、お前は」

　横目でアカリを睨にらんで言うトール。

「いや。遂ついに兄様も男を妾めかけに加えるほどの領域に到とう達たつしてしまったのかと……この際、妾や愛あい玩がん動どう物ぶつの一人や一いつ匹ぴきならば許容も出来ようが、更に四人も五人も、そして男までとなるとさすがに強ごう欲よくではないか？」

「妾と愛玩動物？」

　首を傾かしげるフレドリカ。

「妾と、愛玩動物」

　と言ってアカリはチャイカを指していた指をフレドリカの方に向けた。

「……その場合、本妻は誰だれになるんだよ」

「…………」

　アカリは無表情にまばたきして。

「それを私の口から言わせるのか……？」

　右手の握にぎり拳こぶしを口元にあて、わずかにトールから視線を逸そらすと、呟つぶやく様に言った。

「なるほど……これが羞しゆう恥ち遊ゆう戯ぎというものか。面おもはゆいな」

「訳の分からん事を言うな、というかなんで今更の様に赤くなってんだ、お前は!?」

「少し息を止めるとお手軽に赤面出来るのだ」

「そういう説明を求めてんじゃねえよ！」

「──私、妾？」

「うむ」

　首を傾げて自分を指差すチャイカに、アカリは大きく頷いた。

「トール、甲か斐い性しよう、沢たく山さん？」

「うむ。古いにしえより英えい雄ゆう色を好むというからな。私の敬愛する兄様ならば妾の一人位は居て当然だが……しかし如い何かに兄様でも、本妻に加え、妾三人に愛玩動物一匹、更には男妾までと、全員の夜よ伽とぎを毎晩となると、兄様の体力が保もつかどうか……」

「というかこのややこしい時に何言ってんだお前は！」

「先程、何処か適当な街に逃にげ延のびて、私やチャイカに囲まれてぐだぐだと愛あい欲よくの日々を送ると言っていたではないか」

「さらっと歪わい曲きよくすんな！」

「トール、トール、知ってる？　爬は虫ちゆう類るいってね、二本あるんだよ？」

「何の話だよ!?」

　フレドリカにそう怒ど鳴なってから──長々と溜息をつくと、トールは歩き出した。アカリの妄もう言げんにいちいち真ま面じ目めに付き合っていると、日が暮れる。

　しかし……

「…………」

　トールは肩かた越ごしに振ふり返ってアカリ、白チャイカ、フレドリカに続いて、紅チャイカも一いつ緒しよについてくるのを確認する。

　どうやら何とか持ち直した様だ。

「……アカリ」

　トールは──少し歩調を緩め、自分のすぐ横に並んできた妹にふと囁ささやいた。

「助かった、感謝だ」

「何の話だ、兄様？」

「お前の冗じよう談だんも、こういう時は役に立つ」

　この一いつ瞬しゆんの隙すきも許されず、緊きん迫ぱくせざるを得ない状じよう況きよう下かで……アカリがわざわざ益やく体たいも無い冗談を言ってきたのは、白チャイカに、そして紅チャイカに、『真面目に悩なやんでいるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしい』と思わせる為ためだろう。

　特に白チャイカにとってはトールがアカリの冗談に突っ込む、そのやりとりが『日常』の象しよう徴ちようでもある筈はずだ。此こ処こにお前は帰ってきて良いのだと、そう告げるための道標、絶望に凍こごえる空気を暖める為のもの……そういう役割をアカリの冗談は果たしてくれていた。

　少なくともトールはそう理解していたのだが──

「冗談……？」

　不思議そうに首を傾げるアカリ。

「いや。冗談……だろ？」

「さて。どうかな。ふふふ」

「いや、ここはさっくり認めとけよ──っていうか口だけで笑うなよ!?」

　普ふ段だん通りの無表情のまま、笑い声だけ口の端はしから漏もらす妹にそう言いながら──トールは、歩調を早める。

　そこに……

「──トール」

　ぬっと──二人の間に割り込む様にフレドリカが長い首を突き出してきた。

　白銀の装そう甲こうの奥で彼女の獣の鼻が何かを確かめる様に何度か小刻みに息を吸い込む。

「気付いてる？　チャイカの匂においがするよ」

「──は？　そりゃ当然……」

　と言いかけて。

「──アカリ」

　表情を引き締しめてトールは妹に声を掛かけた。

　フレドリカが、わざわざ『チャイカの匂いがする』と言ってきた以上──それは『白』や『紅』以外の、という意味だ。

　つまり……

「承知」

　すぐに彼女も察したのだろう。歩調は変えていないが、その双そう眸ぼうは鋭するどく幻げん影えいの向こう側を見み据すえ、既すでに右手は鉄てつ槌ついの柄えに掛かっていた。

　トール達は殺気を読む。

　だから乱破師サバターに奇き襲しゆう戦法は通用しない事が多い。物もの陰かげから襲おそい掛かっても、殺気を漏らしている時点で『今から襲いますよ』『此処に敵が居ますよ』と告げている様なものだからだ。気配を殺す術を心得ている相手ですら、いざ、攻こう撃げきの瞬間にはその隠おん形ぎようが解けてしまう場合が殆ほとんどだ。

　だが──もし相手に殺気が無ければ？

　完全なる道具。自我無き人形。

　意思を持たない以上……殺気も無い。

　それは──

「……やはり結界は内の者を外に出さない為のものではなく……外から、邪じや魔まを入らせない為のものか」

　小機剣コンブレイドを構えながらトールは言った。

　幻影の向こうに小こ柄がらな人ひと影かげが揺れるのが見える。

　恐おそらく周囲に現れては消えるそれらに紛まぎれて包囲の陣じんを敷しこうというのだろう。最初からその為に、己おのれの記き憶おくを幻影の様にして城全体に漏らしていたのか──あるいは単にこの状じよう況きようを利用したのかは分からないが、仕組んだのが〈禁断皇こう帝てい〉であるならば、あの人影達には幻影による惑わく乱らん効果が無い可能性がある。

「黒チャイカの支配術式を、〈禁断皇帝〉が受け継ついだ──いや、流用しているのか」

　アカリが眉まゆを顰ひそめて呟く。

「ならばアレは全すべて『チャイカ』の再利用か」

「…………」

　トールは背後の二人のチャイカ達を一いち瞥べつする。

　恐らくは彼女等も気付いているだろう──今、迫せまってくる者達が『誰』なのかを。

（自分の姉妹しまい……いや影と戦う様なもんだ……白チャイカは前に一度……レイラと戦ってるみたいだが、紅チャイカは……）

　まともに戦えるのか──不安が残る。

　ましてダヴィードとセルマを護まもりながらとなると、やはり紅チャイカは戦力として考えない方が妥だ当とうか。

　そんな事を考えているトールに──

「──兄様」

　アカリが言った。

「念の為に注進するが。全員お持ち帰りしようなどとは思わない事だ」

「は……？」

「妾はもう充じゆう分ぶんだからな。いかに兄様でも身体からだが保つまい」

「戯たわ言ごと言ってんじゃねえ！」

　一声そう吠ほえると──トールは、アカリと共に床ゆかを蹴けって飛び出していた。
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　まるでそれは──巨きよ大だいな獣けものの咆ほう哮こうの様だった。

　突とつ如じよとして首都ゲランソン全体に響ひびき渡わたる異音が人々を振り向かせる。

　超ちよう大型の管楽器で奏かなでるかの様な、太く、重く、深い、音。それが緩ゆるやかに変へん遷せんしながら街全体に浸しん透とうしていく。雷らい鳴めいではない。地鳴りでもない。勿もち論ろん……風の音でもない。だがそれらに匹ひつ敵てきする程ほどの大音量である。それでいて何ど処こかその音には自然のものとは思えない奇き妙みような硬かたさが在あった。

　まさしく異音である。

「なんだ──一体!?」

「武芸大会の中止と関係あるのか？」

「城の方との連れん絡らくは？」

　元々──ゲランソンの人々は混乱していた。

　首都をあげての一大催さい事じ……武芸大会が、中断を余よ儀ぎなくされていたからだ。

　元々、武芸大会は首都のあちらこちらに設営された観覧場で、多くの客が観みる事が出来る様に、魔ま法ほうでその様子を中ちゆう継けいされていた。光をねじ曲げる魔法、光を増ぞう幅ふくする魔法を使い、その光景そのものを、離はなれた街区の壁かべに、あるいは焚たかれた煙けむりの上に、あるいは水すい晶しよう盤ばんの上に投とう影えいするのだ。

　だが突如として、その魔法の幾いくつかが、止まった。

　どうやら光を増幅する魔法を扱あつかっていた魔法機関──城に据すえ付けられていたそれが、機能しなくなったらしいのである。ゲランソンの中央にそびえるゲランソン城は、どの街区に光を届けるにしても、魔法機関を置くのに都合が良い。魔法の中継は、ほぼ全て、この城を介かいしていた。

　中継の魔法が止まった事を受けて、武芸大会そのものが中止。

　だがその事についてハルトゲン公王からは何の沙さ汰たも無く──大会を運営する公王配下の兵士達や魔法師ウイザード達もまた、状況を把は握あく出来ていなかった。この為に、武芸大会の観客を中心として、首都全体に困こん惑わくと不満が広がりつつある。暴動が起こる程ではないが、あちこちで怒ど声せいが上がり、兵士達や魔法師達が右往左往する姿が見られた。

　一体──何が起こったのか。

　城に戻もどって状況を把握しようとした兵士や魔法師達は、しかし、誰だれ一人ひとりとして城の中に入る事が出来なかった。素材物質を使った魔法の結界が展開されており、ありとあらゆる出入り口が──正門は勿論、窓や通風口に至るまで、全てが閉とざされているのだ。

　誰もが途と方ほうに暮れていた。

　そこに──この異音である。

　しかも……

「観ろ──あれは」

　人々はゲランソン城を指差した。

　ゲランソン城を取り囲む魔法の結界──巨大な光の柱を思わせるそれが、ゆっくりと変化を開始していた。

　単なる円柱状だったそれが、緩やかにねじれ、その表面に無数の凹おう凸とつを生み、結果として生じた複雑な紋もん様ようの中を、無数の光が行き来し始める。いや。それどころか光の円柱そのものがゆっくりと回転を始めていた。

　まるで何かをたわめて──力を溜ため込むかの様に。

「魔法術式……？」

　魔法師達は、それが魔法を行使する際に用いられる、術式回路に似ている事に気付いていた。だがその規模はあまりに巨大、それに反して中身はあまりに精せい緻ち、全体を見て把握出来る魔法師は──その魔法術式が一体何の為のものなのか、どんな効果をもたらすものなのか、正確に理解出来た者は、一人も居なかった。

「攻こう撃げき魔法の一種か……？」

　辛かろうじてそう推測出来た者が、何人か居る程度だ。

　だが……こんな巨大な魔法術式を用いて、一体、何を攻撃する積もりなのか？

「陛下は御ご無ぶ事じか？」

「城で一体何が起こっている？」

　勿論──その問いに答えられる者は居ない。

　ただ……

「あれは……？」

　誰かが空を指差す。

　ゲランソン城から伸のびる巨大な光の柱。

　その目指す──彼方かなた。

　そこに、まるで何者かが遥はるかな天空から地上を覗のぞき込んでいるかの様に、異様な影が刻まれていた。

　いや。形そのものは別段に珍めずらしいものではない。

　頭部が在って。両りよう腕うでが在って。胴どう体たいが在って。両足が在って。

　ごくごく普ふ通つうの──人の輪りん郭かく。

　だが異様なのはそれが、空を覆おおい尽つくさんばかりの巨大さである事だった。

　まるで、大陸そのものの大きさにも匹敵する巨人が、今しも倒たおれてきている最中──そんな風にさえ、見える。

「やばいんじゃないのか？」

「あの影は──あれは」

「逃にげた方が──」

「何処へ？」

　頭上からのしかかるその影に不安を覚える人々。

　どう考えてもこれが瑞ずい兆ちようである筈はずが無い。これは明らかに凶きよう兆ちようだ。何か天変地異が起こる前まえ触ぶれに違ちがいない。そう考えた者は多かったが──では具体的にどうすれば良いのか、何処に逃げれば良いのか、答えられる者もまた、居なかった。

　何しろその『人影』は地平の彼方にまで伸びているのだから。

　そして──

「…………」

「…………」

　人々は次々とその場に倒れ始めた。

　まるで眠ねむりの病が伝染していくかの様に──農道で倒れた親子と同様に、何の前触れも無く、ただ意識だけを失って、その場に転がっていく。

　その光景を異様と感じる者もまた、意識を失って。

「…………」

「…………」

　瞬またたく間に動く者の姿が、全て絶える。

　ハルトゲン公国は……否いな、今やこのフェルビスト大陸全体、そこに存在する諸国全てが、眠りの静せい寂じやくに囚とらわれつつあった。
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　爆ばく音おんと剣けんの打ち合う響きが、幾いく重えにも反はん響きようする。

　周りから押し潰つぶさんばかりに押し寄せてくる音の波を肌はだで感じながら──チャイカ・ボフダーンは懊おう悩のうしていた。

「……あれは」

　トール達が戦っている相手。

　あれは──『チャイカ』だ。

　自分達と同じ、『チャイカ』という人格を書き込まれた哀あわれな人形達。既すでにその存在理由を失った用済みの余よ剰じよう品──『廃はい棄きされた王女』が、〈禁断皇帝〉に再利用されているに過ぎない。黒チャイカの術式に従って、思考能力の大半さえ奪うばわれたままに。

　あれらと戦う？

　同じ立場である自分が？

　それはまるで意味の無い事の様に思えた。

　相手が憎にくい訳でもない。むしろ哀れにすら思う。自分も少し状況が違ったら、あちら側にいて、何も考える事の無いまま──ほぼ死体に等しい状態で、トール達に襲おそい掛かかっていた事だろう。

　しかし──

「…………」

　傍かたわらで響く金属音に紅あかチャイカは振ふり返る。

　見れば──丁度、白チャイカが機杖ガンドの装そう塡てん桿かんを操作した処ところであった。

「……お前は」

　紅チャイカは呟つぶやく様に言った。

「どうして……」

　戦う積もりなのだ。

　この期ごに及およんで──未まだ。

　しかも、自分の影とも言うべき『チャイカ』達と。

　だがそんな気力が何処から出てくる？

　トールに励はげまされたから？　単に自分と同じ『チャイカ』への嫌けん悪お感かん？

　それとも──

「──生きるの」

　白チャイカは機杖を構えてラーケ語で言った。

「何の為ために？」

　と紅チャイカは問う。

　もう生きる目的など無いのに。

「もう一度見つけるの。トール達と。多分──それでも遅おそくない。私達は別にもう何もかも手て遅おくれって訳じゃない、きっと」

「…………」

　紅チャイカは束つかの間、白チャイカを見つめていたが。

「……何が『お前は強い』よ」

　そう呟いた。

「──え？」

　きょとんとした表情で眼を瞬しばたたかせる白チャイカ。

　彼女には何のことだか分からないだろう。あの時、白チャイカはトールの言葉を聞き取れる位置にはいなかった。あるいはトール本人も覚えてなどいないかもしれないが。




『お前は強いだろ。精神的にも肉体的にもな』




　それは以前、トールが紅チャイカを評してそう言った台詞せりふだ。『強い』紅チャイカよりも自分は白チャイカに強く必要とされているのだ──と。

　確かに、肉体的という意味ではその通りかもしれない。

　例えば、今この場で殴なぐり合いでもすれば、勝つのは間違いなく紅チャイカだろう。

　だが──そも、強いとは何か。

　一度たりとも負けない事か？

　それとも──倒れても倒れても立ち上がる事が出来る事か？

　三度倒れても四度立ち上がれる者は、果たして、強いのか弱いのか？

　眼も眩くらむ様な絶望を突つきつけられて。

　己おのれが存在する理由を根ね刮こそぎ奪われて。

　それでも──白チャイカは既に絶望の淵ふちから這はい出ようとしている。自分と同じ絶望を突きつけられたにもかかわらず……既に。

　あるいはそれは、トール達の励ましによるものであるかもしれないが、それでも、完全に心が死んだ者には、他人の言葉など届く筈が無い。差し伸べられた手を摑つかめるだけの強さを──最後の一線で踏ふみとどまる事の出来る精神の強さを、白チャイカは持っていたという事になる。

「こっちの方が余よ程ほど──」

「え？　え？」

「何でもない」

　紅チャイカはそう言って──蛇咬剣スネークブレイドを握にぎりしめる。

　次の瞬しゆん間かん、紅チャイカはその身体からだを半回転させて、白チャイカを蹴けり飛ばしていた。

「むやっ!?」

　思わず声を上げながら転てん倒とうする白チャイカ。

　彼女の頭上をかすめて一本の矢が飛び去ったのは次の瞬間であった。

　恐おそらく弓矢使いの『チャイカ』が放った一撃だろう。続けて更さらに撃うち込まれる二本の矢を、紅チャイカは蛇咬剣の一いつ閃せんで叩たたき落とす。使い続けて手に馴な染じんだ武器は、主あるじが絶望から這いだしてきたのを敏びん感かんに察したかの様に──以前と変わらぬ鋭するどさと速さで虚こ空くうにうねった。

「寝ねてる場合じゃないわよ」

　床ゆかに転がった白チャイカに紅チャイカは言った。

「す、好きで寝てる訳じゃ──」

「トールの足を引っ張りたくはないでしょ」

　白チャイカを庇かばうかの様に前に出ながら紅チャイカは言った。

「むしろ──これは私達自身で払はらいのけるべき火の粉よ。もう一度『見つける』というのならば……」

　それは必要な通過儀ぎ礼れい──そう紅チャイカは思った。

『チャイカ』達を……自分の『影』を斃たおす。自分自身で『チャイカ』を、『道具』たる事を否定する。そうして初めて、自分達はきっと『次』へ行ける。次の生きる目的を見つける為に歩き出せる。過去を過去として決別する事で。

「行くよ──『白の』」

「……了りよう解かい、『紅の』」

　紅チャイカの言葉の意味を理解したのだろう。白チャイカは頷うなずくと機杖を構えた。
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　幻げん影えいを突き破る様にして亜あ麻ま色いろの衣い装しようの少女が飛び込んできた。

　まずは前衛が攻こう撃げきを仕し掛かけ、敵の足を止める。必ずしも相手を初手で斃す必要は無い。わずかでも時間を稼かせげば後方にいる弓矢使いなり、魔法師ウイザードなりが、より大威い力りよくで致命の一撃をたたき込める。
















　トールが初めてチャイカと出会った時にも、独角馬ユニコーン相手に採った戦法──つまりは異なる技能持ちが組んで戦う際の基本である。別に珍めずらしくはない。

　ただ──

「…………」

　殺気は無く。気配も薄うすく。

　まるで人の形をした機関カラクリの様でありながら──しかしその踏み込みは、小こ柄がらな少女のものとは思えない程に、鋭く、重い。

　恐らくは肉体に備わる能力の限界ぎりぎりの領域で動いているのだ。

　いわばトール達の〈鉄血転化〉と同様だ。

　ふわりと三つ編みにされた長い銀ぎん髪ぱつが尻尾しつぽの様に舞まう。

　紫むらさきの眼まな差ざしは──熱を伴ともなわない、何ど処こか虚うつろなものでありながら、それでもトールを真まっ直すぐに見み据すえていた。

　チャイカなのだ。この少女も。

　衣装からすれば、さしずめ亜麻色チャイカとでも言うべきか。

　その両手の得物は──

（──双そう剣けんか！）

　繰くり出される一撃を右の小機剣コンブレイドで弾はじきながらトールは短く呻うめいた。

　チャイカと呼ばれる少女達は、何かしらの技能に特化している。

　それは魔法であったり、剣けん技ぎであったり、薬や研げんであったり、更には心理操作の様な技術であったり、性的な技術であったり……と様々だ。全すべてを仕組んだガズ皇こう帝ていが、チャイカ達が同じ原因で全ぜん滅めつしてしまわない様に、敢あえて多様性を組み込んで、それぞれを『発現』させたのだという。

　彼女等はそれぞれの技能について非常に優ゆう秀しゆうだ。

　いつも危なっかしく見える白チャイカですらも、魔法の技術と知識という意味では、水準以上のものを持っている。少なくともトールは白チャイカが実戦の現場で魔法の発動に失敗するのを見た事が無い。

　つまり──

「──ッ！」

　続けて鋭く斬きり込んでくる長ちよう剣けん。

　これを左の小機剣で弾いて除のけるトール。

（どうにも、やりにくい──）

　双機剣を常用するトールの場合、後の先──つまり相手の攻撃を受け流して姿勢が崩くずれた処を、もう一本の剣で攻撃するという戦法が多い。左右二本の、しかも小回りの利く小機剣を使うが故ゆえに、可能となる二段階の戦い方である。

　だがこれは相手がトールと同様の双剣使いであればあまり意味が無い。

　手数の多さは同じだ。

　しかも──

「──ッ！」

　長剣の切っ先が身を反らしたトールの鼻先をかすめて抜ぬける。

　亜麻色チャイカの方が小柄だが、剣が長い分、間合いはトールとほぼ同じ。亜麻色チャイカの長剣は、細くする事で重量軽減をしている為か、速さも相当なものだ。

（……って。そういう事じゃないな）

　続けざまに繰り出される亜麻色チャイカの攻撃を小機剣でさばきながら、トールは自じ嘲ちよう気味に考える。

　いかに相あい性しようの悪い相手とはいえ、基き礎そ体力や格かく闘とう技能の練度に関してはトールの方が明らかに上なのだ。今は竜騎士ドラグーン・キヤバリアとなっている事で、防ぼう御ぎよにもあまり意識を割さく必要は無い。

　それでもトールが押され気味なのは、やはり──

（こいつは違ちがう──筈はずなんだが）

　頭の片かた隅すみで『チャイカを斬る事』に抵てい抗こうを覚えているのだろう。

　考えてみれば紅あかチャイカと戦った時ですら、トールは結局、彼女に斬り付ける事が出来なかった。ダヴィードの相手が精せい一いつ杯ぱいで、その機会が無かったという事もあろうが、何よりも心の何処かで白チャイカと似た容姿をした相手を殺す事に、躊ちゆう躇ちよを覚えていたのだ。

　それが切っ先を鈍にぶらせる。

（……アカリも同じか）

　視界の端はしで、同じくアカリが籠こ手ての──灰色の衣装のチャイカを相手に戦っているのが見える。だが彼女もまた、何処か逡しゆん巡じゆんの様なものがその動きに窺うかがえた。端たん的てきに言えば技わざに切れが無いのだ。間合いでも単純な武器の威力でもアカリの方が上なのだが、灰色のチャイカを攻せめあぐねている様な印象だった。

　アカリとしても共に旅してきたチャイカに対する情が邪じや魔まをして、同じ特とく徴ちようを持つ相手を全力で殺しに掛かかる事が出来ないのだ。かといって手加減して制圧出来る相手でもない。

　前述の通り、この『チャイカ』達は、鉄血転化と似た様な状態にある。

　肉体の限界まで能力を引き出せる。その結果として肉体は早々に壊こわれ始める筈だが……恐らく『人形』を使い捨てる事に関しては、〈禁断皇帝〉側に躊躇など無い。元よりこの『チャイカ』達は本来の目的からあぶれた余よ剰じよう品でしかないのだから。

「くっ──」

　だがこのままでは埒らちがあかない。

（俺は竜騎士──だ）

　ついつい乱破師サバターとしての思考で戦おうとする自分に、改めてトールはそう言い聞かせる。

　ぎりぎりの格かく闘とう戦においては、ついつい修練の果てに身体に刻み込んだ動きが出てしまうが──それでは駄だ目めなのだ。竜騎士には竜騎士の戦い方がある。

　トールは十数撃をかわし、流した直後──

「…………！」

　敢えて長剣の一撃を受けた。

　己の──身体で。

　右手を大きく上げて造った隙すきに、素す直なおに亜麻色チャイカの長剣は滑すべり込んできた。トールの脇わき腹ばらを切り裂さき、内臓に食い込み、そして背骨にまで達する。

　小柄な身体としては信じられない程の膂りよ力りよくだ。鍛たん錬れんしていない普ふ通つうの人間なら、胴どう体たいで輪切りにされていてもおかしくはなかった。

　だが──

「ぐっ──」

　呻きつつもトールは口の端はしに笑えみを浮うかべる。

　停とめた。身体を使って相手の武器を──くわえ込んだのだ。

　これで亜麻色チャイカの武器は半減した事になる。

　相手は長剣を抜こうとしている様だが、即そく座ざに修復されたトールの腹筋がそれを許さない。普通の人間に刃は物ものを突つき刺さしても、すぐに引き抜かなければ肉が収縮して抜けなくなる事が在あるが──トールの場合はそれを意識的に、より強く実行した形だ。

　トールは相手の左手を蹴り上げる。

　武器を手放さざるを得なくなり、大きく姿勢を崩す亜麻色のチャイカ。

　こうなれば完全に隙だらけだ。

　これで斬り殺さずとも充じゆう分ぶんに制圧でき──

「──顕あらわれよ。〈煮ザえ・滾ボるイもラのー〉」

「──！」

　トールの視界一いつ杯ぱいに魔ま法ほう陣じんの蒼あおい光が広がる。

　後方に控ひかえていた更にもう一人のチャイカ──魔法機杖ガンドを構えた紫の衣装のチャイカが、トールに向けて魔法攻撃を放とうとしている。

　それも……

（沸ふつ騰とうの魔法！）

　同じ魔法を白チャイカが使うのをトールも見た事がある。

　彼女はあくまで風ふ呂ろを沸わかしたりするのに使っていた様だが──対象の液体を瞬しゆん時じに加熱して沸騰させるこの魔法を、人間の、血液に対して使えばどうなるか。

（まずい！）

　頭部にでも照準されてしまえば、いかに竜騎士でも殺される。

　ましてやトールは『成り立て』で、フレドリカの様に自由自在に魔法を使う事は出来ない。どうしても手間取る。頭部への直撃をかわしたとしても、その間に煮えたぎる血液が脳に回れば、結局、同じ事だ。

「ちいっ──」

　トールは横へ跳とぼうとして──しかしその姿勢が崩れる。

　亜麻色のチャイカが身体からだ全体で残る長剣を構えて、体当たりしてきたからである。

　トールの太ふと股ももに長剣が突き刺さる。そのまま亜麻色のチャイカは、両りよう腕うでを使ってトールの身体にしがみついてきた。

　元よりこの『チャイカ』達は使い捨て。

　ならば敵と共に、味方の魔法攻撃を受ける事に、何の躊躇が在ろうか。

　妙みような甘さを棄すてきれなかったトールは、その部分を突かれた形である。

「──！」

　魔法陣が集束する。

　動きを大おお幅はばに制限されたトールの頭部に、沸騰の魔法が──

「トールッ！」

　叫さけび声と共にトールは吹ふっ飛ばされていた。

　だが何に？

　空中で振ふり向けば、そこに居たのは巨きよ獣じゆう状態のフレドリカと──そしてその背に、しがみついている紅と白のチャイカだった。勿もち論ろん、ダヴィードとセルマもフレドリカの背に縛しばり付けられたままである。

「──！」

　魔法が発動する。

　だがそれを受けたのは、フレドリカの翼つばさだった。

　折り畳たたまれていたそれを盾たての様に前に翳かざして、魔法を受け止める。当然、フレドリカの体液はそこから沸騰を始めるが──

「──ふッ!!」

　うねる蛇咬剣スネークブレイド。

　翼の中で沸騰した体液が胴体に達する前に、紅チャイカの振った蛇咬剣が、フレドリカの翼を胴体から切り離はなしていた。これで魔法の影えい響きようはフレドリカ本体には及およばない。

　しかも……

「顕れよ、〈叩き潰すものザ・スラツガー〉ッ！」

　白チャイカの叫びと同時に、不可視の力が紫むらさきのチャイカに向けて集束する。

　咄とつ嗟さに紫のチャイカは逃にげようとするものの、間に合わない。見えない鉄てつ槌ついでたたきのめされたかの様に、その小こ柄がらな身体は吹っ飛び、機杖ガンドもへし折れて床ゆかに転がった。その姿は再び明めい滅めつする幻げん影えいの向こう側に行ってしまった為ために、どうなったかはよく分からないが──機杖がへし折れる程ほどの威い力りよく、余波だけでも無傷では済むまい。

　そして……

「お前等──」

　呆ぼう然ぜんとフレドリカの上のチャイカ達を見上げるトール。

　対して──

「トール」

　紅チャイカが言った。

「『チャイカ』──斃たおす、私達の、役目」

「……しかし」

「肩かた書がき、もう、無い」

　はっきりそう断言すると、紅チャイカが右手を振る。

　ぢぢぢぢぢ、と音を立てて、伸のびきっていた蛇咬剣が元に戻もどった。

「その為の──けじめ」

「トール、支し援えん、要よう請せい！」

　と白チャイカもまた機杖から薬やつ莢きようを排はい出しゆつさせながら言った。

　どうやら、白も、紅も、彼女等の中ではそういう形で納なつ得とくが出来上がっているらしい。

　自分が『棺姫ひつぎのチャイカ』の一人であった事と、決別する為に……自分の過去を棺ひつぎの中に入れて埋まい葬そうするが如ごとき、けじめの儀ぎ式しきとして、同じ『チャイカ』達と戦い、これを退ける事こそが、必要であるのだと。

「……まったくな」

　トールはフレドリカの脇わきに立ちながら唸うなる様に言った。

「そういう処は本当、揃そろって強ごう情じようだな、お前等は!!」

「──む？」

「むいっ？」

　揃って顔をしかめる紅白のチャイカ達。

　だがそれには構わず──

「アカリ、主あるじの仰おおせだ──俺達は支援に回る」

「心得た！」

　鋼鉄の籠手を塡はめたチャイカと尚なおも火花を──実際に──散らしながら、アカリが応じてくる。彼女の無表情っぷりはいつも通りだが、彼女の声に高こう揚ようの響ひびきが混じっている事にトールは気付いていた。

　主が意い気き消しよう沈ちんしていては仕え甲が斐いが無い。

　チャイカ達の決意は、アカリからも躊躇を取り除いた様だった。

「だが──この『チャイカ』は私が片付ける！」

　そう言ってアカリが鉄槌を振るう。

　灰色のチャイカはこれを籠手で叩いて──正しくは柄えの部分を狙ねらって弾はじいて逸そらす。

　しかし……

「──ッ！」

　アカリの気き迫はくと共に鉄槌の尖せん端たん、打だ撃げき部分が、ぶれた。

　ぎりぎりの見切りでアカリの鉄槌をかわしていた──かわしていた筈はずの灰チャイカは、しかし半円を描えがいて旋せん回かいした鉄槌の尖端に後頭部を殴おう打だされて、つんのめる。

　普ふ段だんはまず使わない奥の手の中の奥の手。

　トールの小機剣コンブレイドと同様、アカリの鉄槌にも『仕込み』が在る。

　彼女の意思一つで鉄槌の尖端部は分ぶん離りし、細い鎖くさりに繫つながれたそれは、回転の勢いからその軌き道どうを大きく変化させる。籠手で弾いても、尖端部分は勢いのままに更さらに回転、視野外から灰チャイカの後頭部に激げき突とつしたのである。

　回転運動による打撃に散々相手の目を慣らし、間合いを感覚的に摑つかませておき──最後の最後でこれを欺あざむく。乱破師の武器である武術そのものだ。

「…………」

　さすがに通常の鉄槌の打撃と異なり、威力は半減している為、即座に頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつする様な事はなかったが──灰チャイカはそのまま床に倒たおれてしまう。容よう赦しや無くアカリの蹴けりがその身体を吹っ飛ばしたのは次の瞬間だった。

　灰チャイカの身体が瞬またたく間、空を飛んで──床に跳はねる。

　余程に最後の蹴りが強きよう烈れつだったのか、灰チャイカは激しく嘔おう吐として……そのまま自らが吐はいたものの上に倒れて動かなくなった。

「ふむ？」

　アカリが首を傾かしげる。

「どうした事だ。この湧き上がる気持ちは」

「──あ？」

「妙に爽そう快かいな気分だ兄様」

　アカリは鉄槌を元の状態に戻しながら言った。

「これは発見だな。『チャイカ』を蹴飛ばすと気持ちが良い」

「……そ……そうか」

「癖くせになりそうだ」

「ア、アカリ……凶きよう悪あく……」

「……まあ、その、敵味方の区別はついてるよな？　いくら爽快だからってうちのチャイカ達を蹴飛ばしたりするなよ？」

　フレドリカの上で明らかに『引いて』いるチャイカ達を一いち瞥べつしてトールは言った。

　自分達で『チャイカ』を斃すのは良いが、アカリに『チャイカ』が容赦無く斃されるのを見ると……それはそれである種、身の危険を覚えたりする様だった。
















「馬ば鹿かな。兄様」

　アカリは憤ふん然ぜんと言った。

「見くびって貰もらっては困る。私でも主と主でない相手の区別はつけるぞ」

「そ、そうだよな」

「白が駄だ目めなのは仕方ない、蹴飛ばして鬱うつ憤ぷんを晴らすなら紅あかの方だな」

「だからやめろよ!?」

「冗じよう談だんだ兄様。多分」

「多分って何だよ!?」

　言いながらもトール達は幻影を押しのける様にして前に進む。

　残る再利用の『チャイカ』が何人なのかは分からない。弓矢を使う緑のチャイカが居た様だが、他ほかの『チャイカ』が早々に斃されたのを見て、引いた様だ。

　あるいはもう一度、他の『チャイカ』を連れて戻ってくるかもしれない。

　だが……

「──けじめ。つける」

「うい」

　フレドリカの背に乗ってそう言い合う紅白のチャイカ達。

　どうやら彼女等がお荷物になってしまう心配は、しなくて良い様だった。







　第三章　神は天にしろしめし

　GOD'S IN HIS HEAVEN







　かつて謁えつ見けんの間であったその広間は──随ずい分ぶんと様変わりをしていた。

〈禁断皇こう帝てい〉と〈御遣いアポストロ〉の戦いで完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされたのは勿もち論ろんだが……更に今は、奇き妙みような構造物がそこに生じていた。

　魔ま法ほうに反応する素材物質を以もつて、物質的に刻み込まれた魔法術式──衝つい立たての様な、石版の様な、人の背せ丈たけほどもある半はん透とう明めいの物体が林立している。

　まるで硝子ガラスの森──いや墓地だった。

　しかも床の上には、それらを繫ぐ術式回路がやはり絨じゆう毯たんの紋もん様ようの様に広がっている。もし魔法の術式に詳くわしい者がこれを見れば、何かの──非常に大規模で緻ち密みつな通信と制せい御ぎよの術式回路であると理解した事だろう。だが同時に、それがあまりに高度かつ複雑である為、全すべてを理解しきれない自分に絶望を覚えた事だろう。

　そう。今や謁見の間は……そしてこのゲランソン城は巨きよ大だいな魔法機関なのだ。

　だがそれが一体何の為のものなのかは、この魔法機関を設計した本人にしか分からない。

　即すなわち──

「…………」

　青白い魔法の発動光に四方から照らされ、大小と濃のう淡たんに差のある幾いくつもの影かげを足元に刻みながら、部屋の中央に座っている人物……〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズ。

　彼は肘ひじ掛かけに肘をつき、悠ゆう然ぜんと眼の前の構造物群を──術式の森とでも言うかの様な光景を見つめている。

　その姿はしかし……急激に変化していた。

〈御遣いアポストロ〉達と戦った際には少年の姿であった彼は、その面おも影かげを色いろ濃こく残しつつも、今や青年を過ぎて成人男性の風格を得た姿になりつつある。急速なその変容が成長なのか老化なのかは判断し難がたい処ところだが、恐おそらく、この調子でいけば明日には初老の姿になっていてもおかしくはない。

　これは一体何を意味するのか。

　だがアルトゥール・ガズの変化を疑問に思う者はこの場に居ない。それを問う者も居ない。ただ黙もく然ぜんと〈禁断皇帝〉は座したまま、往年の姿に近付きつつあった。

　そして──

「第三段階作業工程……現在七割を消化」

　彼の玉座の隣となりには金銀妖眼オツドアイと紫むらさきの髪かみをした少女が立っていた。

　ニーヴァ・ラーダ。

　生ける機杖ガンドであり──可変型魔法増ぞう幅ふく器き。

　よく見れば床ゆかの上の術式回路は……その回路上を通る魔力の流れは、全て最終的には彼女の足元に集まっているのが分かる。

　彼女自身が集められた膨ぼう大だいな魔力を管理しているのか、その小こ柄がらで華きや奢しやな体たい軀くは、それ自体が青白く発光している様に見えた。

「……処理筒身形成パレル・フオーミング……四割……術式回路に異常無し……」

　ニーヴァは呟つぶやく様に言った。

「越えつ次元照準は？」

「対象走査中……照準固定まであと四三単位」

「……ふむ」

　満足げに頷うなずくアルトゥール・ガズ。

　どうやらニーヴァの答えは彼の想定通り──特に遅ち滞たいや問題を生じてはいないらしい。

　だが……

「…………」

　ふとアルトゥールは眼を細めて、林立する魔法術式の向こう側を見み遣やる。

　半透明の術式版の向こう側で影が動くのを見たからだ。

　それは──

「〈禁断皇帝〉──アルトゥール・ガズとお見受けする」

　声が彼の名を呼ぶ。

「何やら忙いそがしげな御ご様子……我々に時間を割さいていただく事は可能だろうか？」

　涼すずしげな響ひびきを帯びた声こわ音ねであり──落ち着いた口調である。

　警けい戒かいはしているのだろうが、敵意や害意は剝むき出しにはなっていない。少なくとも最低限の社交辞令を、相手は忘れていない様だった。

　恐らくは生きつ粋すいの貴族か王族なのだろう。

「……時間ならば在ある」

　視線を眼の前の術式に向けたままアルトゥールは言った。

「むしろ持て余し気味だ。して──何用か？」

「感謝する」

　そんな言葉と共に──術式の森の向こうに影が揺ゆらいだ。

　滑すべり出てきた人影は全部で六つ。

　男が四人。女が二人。

　彼等の先頭に立っているのは──隻せき腕わんの青年騎士キヤバリアであった。

「──ふむ」

　そちらを一瞥してアルトゥールは言った。

「〈御遣いアポストロ〉の中に見た顔だな」

「今は〈御遣いアポストロ〉ではありません。我が名はアルベリック・ジレット──ヴィーマックの騎士です」

　青年騎士は──アルベリックはそう答えた。

　やはりその口調に、相手を嘲あざけったり罵ののしったりする様な響きは無い。

　かつて連合国軍に滅ほろぼされた『魔ま王おう』とはいえ、相手もまた王おう侯こう貴族、敬意を以もつて相対するべきと考えているのだろう。だがその一方で、『怪かい物ぶつ』とも呼ばれた男を前に臆おくした様子は微み塵じんも無い。アルトゥールに向ける眼まな差ざしには卑ひ屈くつな陰かげりは無く、その立ち姿は堂々としたものだった。

「…………」

　彼の背後から左右に広がる様にして、他の者達もアルトゥールの前に立つ。

　眼鏡の少女が一人、大おお柄がらな男が一人、禿とく頭とうの男が一人、亜あ人じん兵の少年が一人、そして──銀ぎん髪ぱつの少女が一人。

「──その娘むすめ」

　アルトゥールは銀髪の少女を一瞥して言った。

「『チャイカ』か。いや──」

〈禁断皇帝〉の紫の双そう眸ぼうが細められる。

「成る程ほど、なり損ぞこないか」

「……ッ！」

　表情を強こわ張ばらせて前に出ようとする銀髪の少女を──しかしアルベリックが片手で制しながら言った。

「お訊たずねしたい事は山の様にありますが、まずは、この城を覆おおう魔法の結界を解いていただきたい。部下の魔法師ウイザード曰いわく、あまりにも精せい緻ちかつ大規模な術式で、魔法を起動した魔法師本人──貴方あなた以外には解除できないと」

「結界を解く事は出来ない」

　アルトゥールは、わずかながら気け怠だるげな口調でそう言った。

「少なくとも今しばらくは。邪じや魔まをされたくないのでな。我が目的を果たせば結界も解ける。それまでの辛しん抱ぼうだ──恐らく二日は掛かかるまいよ」

「……目的」

　一歩前に出ながらアルベリックが更さらに問うてきた。

「貴方の目的とは一体何なのですか？」

　それはこの事態の核かく心しんに触ふれる問いだった。

　棺姫ひつぎのチャイカ。

　彼女等の存在、そしてこの膨大な魔法術式、それら全てが予あらかじめ準備されていたものだとすると、アルトゥール・ガズは、自分が一度敗北し、ガズ帝国が滅ぼされる事を予測──いや、知っていた事になる。

　しかし……

「ガズ帝国の再興を？」

「ガズ帝国？」

　アルトゥールは薄うすい笑えみをその唇くちびるに浮うかべて見せた。

「そんなものは道具の一つ、手段の一つに過ぎない」

〈禁断皇帝〉の口調には何の感かん慨がいも無い。

　自分がかつて治めていた帝国、普ふ通つうの人間ならば究極の夢とも言うべきそれを、しかしガズ皇帝はただの『道具』であり『手段』であるのだと──『目的』ではないのだと言い切った。

　用が済めば棄すてる。それだけのものだと。

　では──

「…………」

　眉まゆを顰ひそめるアルベリック。

〈禁断皇帝〉が復活したのは、滅ぼされたガズ帝国の再興を目もく論ろんでの事──と考えるのが一番、分かり易やすい。そう考えるのが普通だ。

　だが如い何かにそれが可能だという目算がついていたとしても、自らの死すら計画に織り込み、復活の為ための『仕し掛かけ』を用意し、周しゆう到とうにこれを実現する為の『駒こま』を大陸全土にちりばめ……そんな真ま似ねが出来る人間が、普通である筈はずも無い。

「…………」

　ガズ皇帝は──無言。

　素す直なおに答える気は無いらしい。あるいはこのやりとりも時間つぶしの座興でしかないのであれば、アルベリック達を焦じらして愉たのしんでいるのかもしれなかった。

　アルベリックは短く溜ため息いきをついて質問を変えた。

「窓から見れば──何やら巨大な影が、この城に、いや、このハルトゲン公国にのしかかる様に生じている。あれは何なのです？　貴方の目的と何か関係が？」

「…………」

　アルトゥールはしばし無言で視線をアルベリックから外し──その周囲を見遣る。

「この広間は我が身体からだも同然だ」

　そして……ふと思いだした様に言った。

「隠おん密みつ行動はおよそ不可能と心得るが良い。足手まといを連れていれば尚なお更さらの事だ──乱破師サバターよ」

「──！」

　アルベリック達が驚おどろいて辺りを見回す。

　林立する術式版の間から──アルベリック達とはアルトゥールを挟はさんで正反対、玉座の背後から顕あらわれたのは、こちらも五人ばかりの男女だった。

　銀を基調とした鎧よろいを着た青年。

　黒くろ装しょう束ぞくを帯び鉄てつ槌ついを携たずさえた娘。

　装鎧竜ドラグーンの化身らしき金きん髪ぱつの娘。

　そして──

「──チャイカ」

　アルトゥールは呟く様に言った。

　白い衣い装しようのチャイカと紅あかい衣装のチャイカ。

　偽いつわりの姫ひめ君ぎみ達。

〈禁断皇こう帝てい〉が己おのれの計画の為に用意した──仕掛けの一つ。

「……お見通しか」

　銀の鎧を帯びた青年──トール・アキュラが忌いま々いましげに言った。

　だがそちらにはさしたる興味も無い様で、アルトゥールは紫むらさきの瞳ひとみを白いチャイカの方に向けた。

「三五七番──魔法師系か」

「…………」

　白チャイカが、身を震ふるわせる。

　明らかに怯おびえの色が濃こいその表情であるが……しかし、白チャイカは眼を伏ふせる事も逸そらす事もなく、〈禁断皇帝〉を見つめ続けている。

「それと七一二番……戦士系」

　そう呟くアルトゥールの瞳は紅チャイカの方に視線を滑らせた。

　紅チャイカもまた、アルトゥールの視線に気け圧おされた様に、身を強張らせ──しかしそれでも彼女は、彼女もまた、視線をかつて『父』と呼んだ相手から外しはしなかった。

「三五七番──我が『遺体』の大半はお前が獲かく得とくした様だな」

　アルトゥールは白いチャイカに視線を戻もどしながら言った。

「ニーヴァ・ラーダの回収もだ。どうやら飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうな個体だった様だ」

　次いで──ここでようやくアルトゥールはトールに眼を向けた。

「そして三五七番の協力者がお前か。結果として我が計画の成じよう就じゆに尽じん力りよくした功労者とも言える。褒ほめてつかわす」

「そりゃどうも」

　トールは肩かたを竦すくめて言った。

　彼はアルトゥール・ガズを睨にらみ据すえながら皮肉げな口調でこう続けた。

「何か褒ほう美びでもくれるってのか？」

「お前も、我が目的を──そして全すべての事情を知りたいというのならば教えてやろう」

　何ど処こか気怠げな声でアルトゥールはそう告げる。

　それもまた戯たわむれであり気き紛まぐれであり、更に言えば単なる時間潰つぶしに過ぎないのか。

　ただ──

「知る覚かく悟ごがあればだが」

　アルトゥールはそう言い添そえた。

「なに……？」

「知らずにいた方が良い事も在ある」

　トール達と──それからアルベリック達、居合わせた者達が揃そろって身構える中、アルトゥールはむしろ物もの憂うげに言った。

「少なくとも、かつて我は知って後こう悔かいした。だからこそ我は聞く者に覚悟を促うながすのだ。それが無い者はこの場を立ち去るが良い」

「…………」

　顔を見合わせる一同。

　だが──立ち去ろうとする者は一人も居なかった。

「聞かせて貰もらいたい。此こ処こまで来て真相を知らぬままでは、誰だれも納なつ得とくなど出来まい」

「ならば知って後悔するが良い」

　アルトゥールは頭上を振ふり仰あおぐ。

　そこには──その天てん井じようの向こうには、今も、ハルトゲン公国全体にのしかかるかの様な、巨きよ大だいな人ひと影かげが在る筈だった。

「求めに応じ我は語ろう──この世界を俯ふ瞰かんするものの話を」
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　それは積み木遊びの様なものだった。

　積み上げては崩くずす。積み上げては崩す。

　その──繰くり返し。

　永えい劫ごうに等しい時間を生きる者にとって、国家など絶対でもなければ盤ばん石じやくでもない。むしろ適当な処ところで一度崩して再構築してやる方が、組織としての機能を発揮しやすい。

　アルトゥール・ガズは、そうして幾いくつもの国家を興おこしては潰つぶしてきた。

　そうして経験を積み、彼は少しずつ支配する国家の規模を大きくしていった。

　ゆっくりと。手て間ま暇ひまを掛けて確実に。

　彼自身が王になる事も在ったが、傀かい儡らいの王を立てて、これを裏から操あやつる場合も少なくなかった。アルトゥール自身は不老であるが故ゆえ、国家の『顔』である王を永く務めるには不都合がある事も多い。当初は『老いを感じさせない壮そう健けん振ぶり』に感じ入っていた者達も、三十年、四十年と彼が容姿を変えずにいると、むしろ恐きよう怖ふを感じる様になる。

　あの……初めて娶めとった妻の様に。

　最終的にアルトゥールが建国したその北の国──世界の半分を支配するとまで言われたガズ帝国においては、徹てつ底ていした秘密主義を採る事により、この問題を解決した。

　巨大化した国家組織は、既すでに一人の王の存在だけで回るものではない。

　それを逆手にとって、アルトゥールは国家組織の運営をほぼ臣下に任せ、人前に出る事を辞やめた。そして、限られた者達──彼に忠誠を誓ちかい、心しん酔すいする重臣、あるいは一部の外交使節とだけ顔を合わす事にしたのである。

　そして……

「順調である様だ」

　城の奥の執しつ務む室でアルトゥールが新しい魔法術式の研究報告に眼を通していたその時。

　実に百年ぶりで姿を現したギイが、そう評してきた。

「君は実に優秀なエンペリオンだ」

「そうか」

　百年の時を経へての再会だが──アルトゥールには何の感慨も無かった。

　結局の所、このギイという存在は『現象』の様なものだ。

　時折、アルトゥールの前に現れて何かを示し唆さする事は在るが──それ以上でもそれ以下でもない。ある種の宗教家が、自然現象の中に『神』の啓けい示じを得るのと同様である。

　ただ──

「優秀なエンペリオン──」

　ふと、その言葉にアルトゥールは興味を持った。

　今更どうしてかはアルトゥールにも分からなかったが。

「エンペリオンは我一人なのか。それとも」

　エンペリオンと呼ばれる存在がアルトゥール・ガズ一人であるならば、そもそもその働きをして『優秀』と評するのは、何と比ひ較かくしての事か。

「第八種族のエンペリオンは君が最初だ」

　ギイは言った。

「第八……？」

「大海魔クラーケン。装鎧竜ドラグーン。猛禽獣グリフオン。独角馬ユニコーン。双頭犬オルトロス。奇眼鳥コカトリス。幻エ想ン樹ト」

　ギイは謡うたう様にその名を並べていく。

　それは──棄獣フエイラと呼ばれている生物の名ではなかったか。

　魔法を扱あつかう一点において、他ほかの獣けものと区別して語られる怪かい物ぶつ。神に望まれなかった生き物という意味で『棄獣』の名を冠かんされているが──

「これら七種の失敗作フエイラにもエンペリオンは存在した。だがその種族的特とく徴ちよう故に、これら七種族は、目的にそぐわないとの事で計画から除外され、改めて第八の種族が生み出された」

「…………それは」

「そう。それが人間だ」

　自明の理を語るかの様に、気負いの無い口調でギイはそう告げてきた。

「魔法器官を体内に内蔵するのではなく、その一部を敢あえて外付けにする事で、魔法の多様性を確保する。同時に魔法技術やそれに付ふ随ずいする周辺技術の発達が、文明を高度化し、より複雑な社会を──そして価値観と精神性を生み出す」

　人間は、棄獣に比べて生物としての……個体としての『能力』では劣おとる。

　素す手でで殺し合った場合、最も小さく、魔法の致ち死し性の低い奇眼鳥相手でも、人間が勝つ事は希まれだろう。だが人間はそれ故に身を寄せ合い、社会を成し、文明を興し、技術を蓄ちく積せきしてきた。その結果生まれた魔法技術は、棄獣のそれと異なり、多た彩さいで、しかも念料を外部に求める事が出来る為ために、より強大な力を一気に解放する事も出来る。

　だが……

「失敗作と言ったか」

「そう。失敗であるが故に棄すてられた。それ故に『棄獣』という。かの呼び方は人の造り出したものだが、そう的外れでもなかったという事だな」

　ギイは小さく肩を竦めて言った。

「まるでお前が神であるかの様な物言いだが」

　アルトゥールは眼を細めてギイを睨み据える。

　大たい抵ていの者ならば一いち瞥べつで身を強こわ張ばらせる──むしろ彼こそが神であるかの如ごとくに。それだけの迫はく力りよくが、この歳とし経た皇こう帝ていには在った。

　しかし……

「私は神ではない。その端たん末まつでしかない」

　あっさりとギイはそう告白してきた。

　神の存在そのものを──否定しない。

「では人の在り方も、そして我が世界の半分を統すべる王たる事も──戦争を永遠に続けるというこの世界の在り様も、神が望んだという事か？」

「そういう事になる」

「だがそれは何な故ぜだ？」

　それは、千年以上の時をかけて彼の中でゆっくりと育はぐくまれてきた疑問だった。

　棄獣を造り、人間を造り、ギイという使者──否いな、『端末』を用いはするものの、実際にアルトゥールは神とやらに出会った事も無ければ、その実在について何かの物的証しよう拠こを得た訳でもない。

　本当に神が居るとして、それはこの世界とどんな繫つながりがあるのか。

　具体的には、この世界のこの在り様から神はどんな利得を得るのか。

　人間ならば、快楽の為、名めい誉よの為、金銭の為、その他諸もろ々もろ様々な欲よく望ぼうによって行動を起こす。世間では欲望の対義語の様に語られる事もある『愛情』──親子の、男女の、あるいはその他諸々、人が持つ強い感情──ですらも、本能や、ある種の嗜し好こうから来る欲よつ求きゆうに過ぎない。

「神はこの世界から何を得る？」

「…………やれやれ」

　ギイは首を振った。

　昔は全く気にならなかったが、今は──その白々しい、芝しば居いがかった仕草がどうにも不ふ愉ゆ快かいだとアルトゥールは思った。

「そんな事をどうして今いま更さら？」

「今だからこそだろう」

　アルトゥールは言った。

「世界の半分をどう定義するのか我は知らないが、単純な面積──領土として考えるなら、我の影えい響きよう力は事実上、既にその規模に達していると言って良い。単にガズ帝国の領土そのものはこの世界の三割程度でしかないが、帝国の属国、外交的影響力、魔ま法ほう技術の影響力、経済力──我が思い通りに動かせる領域は、この世界の過半数であろう」

　アルトゥールの言葉は驕おごりでも何でもない。事実だった。

　だが──だからこそ。

　初期に提示された目標を達成した今、以後、何をすれば良いのか。

　戦争の状態を維い持じしろとギイは言うが、そも、戦争とは何ど処こまでを指すのか。

　根本的な問題として、何の為に戦争を維持するのかが分からなければ、彼が維持すべきその状態の定義にも支障を来きたす。

　それに──




『あ、貴方あなた、貴方は、バケモノよ………！』




　言われた当時は、特に何とも思わなかった。

　一字一句漏もらさず覚えているのも、あの時の妻の表情を覚えているのも、単に、彼の記き憶おく力が優すぐれているというだけの事である。

　だが──今になってアルトゥールは思う。

　バケモノ。

　何故、自分は妻にそう呼ばれたのか。

　単に老いないからか。

　それとも──人の姿をしていながら人としての何か根本的なものが欠落していたからか。

　人の真ま似ねをして、人のふりをして、百年の、千年の、時を越こえて……それ故にただの形、ただの模も倣ほうであった器うつわに、人としての中身が満たされ始めたのか。

　噓うそも万遍繰り返せば真になるという。

　模倣も千年の継けい続ぞくを経れば──

「答えろ。ギイ」

　アルトゥールは切実に思った。

　識しりたい。自分は何の為に生まれた？

　自分は一体──何を望まれたのだ？

　それすら分からないままでいるのは──ひどく、不安だった。

「……糧かてだよ」

　ギイは端たん的てきにそう言った。

「神はこの世界から糧を、得ている」
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　にわかには信じ難がたい話だった。

　はっきりした数字をアルトゥールは示さなかったが──先の素材物質に映し出された幻げん影えいを併あわせて考えれば、百年や二百年といった規模の話ではない。それはもう個人の思い出話などという範はん疇ちゆうを超こえた……いわば『歴史』だった。

　しかもそれを語るのが、登場人物本人なのである。

　トール達も別の場所で、別の相手から聞かされていれば、ある種の冗じよう談だんか、さもなくば頭のおかしい者の戯たわ言ごととして一いつ笑しように付していただろう。

　だがそれを語っているのは、アルトゥール・ガズだ。

　三百年、いや五百年生きたと言われる、不死の皇帝。

　しかも一度討うたれ、文字通りに八つ裂ざきにされてもなお、予想外の方法でこの世に舞まい戻もどってきた怪物である。この人物を前に常識を解いても詮せん無ない事だろう。

　とはいえ……

「歳を取らないと……？」

「私はそう造られている」

　アルベリックに問われ、平然とアルトゥールは認めた。

「元より普ふ通つうの人間が言う処ところの『成長』もしない。生まれ出て存在として安定した時点で我は既すでに完成体だったが故ゆえに」

「…………」

　トールは直接見てはいないが……チャイカやアカリが言う処によれば、アルトゥールは、『遺体』を貪むさぼり喰くった黒いチャイカの腹部を突つき破って『復活』したのだという。当初は小こ柄がらな少年の姿であった様だが、今は成人男性としての形態に『安定』したのだろう。

　肉体的にもその年ねん齢れいが一番、能力が高いという判断か。

　いずれにせよ──この〈禁断皇帝〉に普通の人間の年齢を当てはめて見る事には、何の意味も無いという事だ。

「あんたは──その神とやらにそういう風に造られたって事か」

「そうだ」

　トールの問いにアルトゥールは頷うなずいた。

　まるで自分の出身地を訊たずねられて答えるかの様に──これもまた気負い無く。

　人と異なり、その実在を実感として知るアルトゥールにとって、『神』とは畏い敬けいの対象でも何でもないという事か。

　だが──

「だが──神とは」

　他ほかの者達の疑問をまとめて代弁するかの様に──アルベリックが問うた。

「神とは何なのですか。糧を得る？　糧とは？　神がこの人間の世界から得るものがあるとすれば、それは人々の信しん仰こうではないのですか？」

「それも求められたものの、一つだ」

　アルトゥールの口の端はしに皮肉げな笑えみが走る。

〈禁断皇帝〉はトール達と会話の最中にも小刻みに指先で玉座の肘ひじ掛かけを叩たたいていた。

　首に接続索さくを繫いでいる事と──更には周囲の術式版の紋もん様ようが刻々と変化している事を併せて考えれば、彼は今現在も、魔法の術式を構築中だという事が分かる。

　魔法を行使しながら達人にも等しい技前で剣けんをも振ふる──その超ちよう人じんぶりからすれば、話をしながら同時に頭の片かた隅すみで術式の組立をする事も、さして難しい事ではないのかもしれない。

「結局の所──」

　アルトゥール・ガズは改めて頭上を見上げ、再び口を開いた。

「我等は生いけ簀すの中の魚に過ぎない」

「どういう意味だ？」

　トールは眉まゆを顰ひそめて問うた。

　生け簀の中の魚。

　それは──かつて聞いた表現だ。

　そう、あのガズ帝国残党の島で、大海魔クラーケンがそんな表現をしていなかっただろうか。




「我等、は、所しよ詮せん、生け簀、の、中の、魚に、過ぎ、ない。その中、で、養よう殖しよく、され、利用、される、が、多くの、魚、は、その事実を、知らぬ、し、知って、いても、意味が、無い。相手は、水の上、触ふれ、得ぬ、もの、抗あらがい、得ぬ、もの、そういう、相手、に、どれだけ、気を、揉もんでも、無む駄だだ。我々、は、早々に、その、事実を、受け、入れて、諦あきらめ、た。恐おそらく、は、他の、棄獣フエイラの、第一、世代、も、同様、だ。だが、ガズ皇帝、は──」




　あの大海魔は、そこで侵しん入にゆうしてきた亜あ人じん兵に殺されてしまい、その先を聞く事は出来なかったが……そういえば確かにガズ皇帝の事にも言げん及きゆうしていた様に思う。

「この世界は神の造った生け簀だ」

　アルトゥールはそう繰くり返した。

「自らの糧──自らが喰う為ためのものを、安定して生み出す為の仕し掛かけ。それ以上でもそれ以下でもない」

「喰うって──何を？」

　トールは、まるでアルトゥールがその神であるかの様に、鋭するどい黒の瞳ひとみで〈禁断皇こう帝てい〉を睨にらみ据すえながら問うた。

「人間を喰うってのか？」

「それならばもっと分かり易やすかったのだろうがな」

　とアルトゥールは首を振った。

「我々が言う処の肉体は神にはない。神は霊れい的てき存在──つまりは純然たる精神だ」

「純然たる──精神？」

　具体的な想像に繫つながらなかったのだろう、アルベリックが怪け訝げんそうにその言葉を繰り返す。だがアルトゥールは気にした様子も無く、一方的に話を進めた。

「だがこの世界において我々の精神が存在する為には肉の器を必要とする事からも分かる通り、剝むき出しの精神は、この世界に直接存在する事は出来ない。神が居るのは我等の世界とはまた層の違ちがう領域だ」

「…………」

　途と端たんに、訳が分からなくなってきた。

　形けい而じ上じようの思考を転がす訓練をトールは受けていない。乱破師サバターは徹てつ底てい的てきな現実主義者である。思考の上に思考を重ねていく様な概がい念ねん的なものの考え方は苦手だ。

　どうやらそれはアルベリック達も同じらしく、彼等は顔を見合わせている。

　ただ一人……魔法師ウイザードであり元僧そう兵へいであるマテウスを除いては。

「…………」

　禿とく頭とうの男は何か思い当たる事でも在あるのか、厳しい表情で何かを考え込んでいる様子である。あるいは棄獣を魔法で操あやつるこの男にとって、精神というものは、トール達とは別の見え方をしているのかもしれない。

　しかし──

「我等とは層の異なる空間、時間の流れ方も違う世界、まあ、お前達にも分かり易い言い方をすれば、天界とでも言おうか。そこに、『神』は居る」

　アルトゥールはそう嚙かみ砕くだいて言ってきた。

「だが宗教における信仰の対象の様な──曖あい昧まいな概念ではない。我の言う神は、一種の生き物だ。その意味では何ら我等と変わりはない。我等と決定的に異なるのは、だから肉という器が無い──その事に尽つきる」

「よく分からないが──それがその神の『糧』とどう関係するんだ？」

「分からないか」

　アルトゥールはむしろ愉たのしげに言った。

　トールの察しの悪さにも特に苛いら立だつ様子は無い。彼は頭上を一いち瞥べつすると再び一同を見回してこう続ける。

「肉の身を持つ我等は、肉の身そのものを維い持じする為に食事をする。動物、植物の差はあれど、同じ生物の死し骸がいを喰って体内で分解し、力に換かえたり、自分の身体からだに変えたりする。同じ事だ。肉を持たずとも生き物である以上は、喰うという作業からは逃のがれられない」

　確かにそれは、当たり前の道理だ。

　では──精神のみの生命体が喰うのは何か。

　それは勿もち論ろん……

「神は人間の『精神』を喰っている。正確にはこの世界に渦うず巻まく喜き怒ど哀あい楽らく、一定以上の激しさでそれがもたらす精神の波──それを喰って生きている」

「精神の……波……？」

　人間の精神を喰う。

　人間の心の波を消費する。

　それは──

（魔法の……）

　確か──チャイカに聞いた処によると、魔法とは、知的生物の記き憶おく、それを力に換える技術なのだとか。

　そして記憶には、大たい抵ていの場合に感情が付ふ随ずいする。嬉うれしい記憶、悲しい記憶、不ふ愉ゆ快かいな記憶……等々。感情が記憶を記憶たらしめている部分すら在る。

（そういえば航天要塞エリアルフオート〈ソアラ〉の魔法思念料も──）

　あの巨きよ大だい魔ま法ほう兵器を操っていた魔法師グラート・ランシアや、リカルド・ガヴァーニは、恐きよう怖ふと苦痛の記憶をたっぷりと刻み込んでから殺した遺い骸がいを、高純度の魔法思念料として使っていた。

「魔法の様な……生き物って事なのか？」

「そうとも言える」

　トールの覚おぼ束つかない理解に、しかし満足そうに頷くアルトゥール。

「この世界における人間の生き死に、生きて死んでいく際に生じる悲喜交こも々ごも、喜怒哀楽の全すべて、それらが神の食料だ。いや。神自身に、我々が言うところの『死』の概念は無いからな……むしろ、嗜し好こう品ひんといった方が正しいのかもしれん。人間の喜怒哀楽は、それが激しければ激しい程ほどに、奴やつを酔よわせ、楽しませる。永えい劫ごうに等しい無ぶ聊りようを慰なぐさめる為の、格好の美酒という訳だ」

「…………」

　ヴィヴィやレオナルドが薄うす気き味み悪そうに頭上を見上げる。

　神は頭上に居る──という単純な話でもないのだろうが、今、こうしている間にも人々の発する感情を啜すすり、貪る、そんな何かが居る、そう考えると何か薄ら寒いものがあるのだろう。

「この世界には、神が、精神の波を安定して摂せつ取しゆ出来る様にと、様々な生物で充みち満ちている。神が品種改良をし、世に放った棄獣などはその典型だ。棄獣はしかし、その強力な魔法故に個体でも生存能力が十二分に高く、それ故に、感情が薄い──」

（……そういえばフレドリカもそんな事を言っていたか）

　トールは思い出す。

　喜怒哀楽が薄く思考が単調になりがちだからこそ、装鎧竜ドラグーンは他者と、精神の奥底で繫がる事によって、自らの思考の硬こう直ちよくを防ごうとしたのだろう。

　つまり人間は、棄獣達よりも遥はるかに喜怒哀楽の波が激しいという事になる。

　それだけそれは──神にとって『美う味まい』という事か。

　その為に人間は……

（造られた存在……『八番目の者』……？）

「そうだ」

　トールの内心を見み透すかす様にしてアルトゥールは頷うなずいた。

「棄獣は人間を生み出す前の試作品に過ぎない。八番目に試作した、猿さるを基にした生物が、最も神の期待に添そっていた。強い喜怒哀楽の感情に加え、不完全で脃ぜい弱じやくであるが故に、幾いくつもの矛む盾じゆんを抱かかえる理想的な生物として──な」

　人間は八番目の『魔法を扱あつかえる生き物』。

　魔法を扱うには、ある種の知性が必要だ。

　他の棄獣は基本的に能力として、生態の一部としてその固有の魔法を使うが……それ故に自らの記憶を消費する事もまた、生態の一部として不可分になってしまった。

　種族によっての消費量の差はあるが、棄獣は知的生物でありながら、人間よりも遥かに激しく『物忘れ』をする。人間と異なり、消費する記憶を選せん択たくする事は出来るが──絶対的な消費量が多い為に、彼等は、そもそも記憶を蓄ちく積せきし、情報を共有し、その先に文化を生み出す事が出来ず──それ故ゆえに、その喜怒哀楽も単純なものにしかならない。

　しかし……

「神はまず人間に文字を与あたえた。記憶の外部媒ばい体たい化だ」

　アルトゥールは指先で空中に文字を描えがいてみせる。

「これにより記憶の長期保存が可能になった。相そう互ごに蓄積した情報を共有し、これを互たがいに嚙み合わせて文化や文明を発展させる事が可能になった。当然、社会は複雑化し、その過程で人間の感情もより複雑化する。それは神を喜ばせる事になった。より『美う味まい』ものを喰くえるのでな」

「…………」

　ズィータが喘あえぐ様に口を開け閉めしているが、言葉が出てこない。

　彼女は恐らくアルトゥールが次に語るべき内容について、大まかにだが予想が出来ていたのだろう。

「満を持して神は──人間に魔法技術を与えた。実際に行ったのは我であるが」

　魔法技術を現在の形にして完成させたのは〈禁断皇帝〉である……これは多少なりとも魔法について囓かじった者ならば誰だれもが知る事実だ。何故か〈禁断皇帝〉は魔法技術の独どく占せんには興味を持たなかった為、これは機密とならず、技術は他国へ流出していく事になる。

　これを不思議がる者達も居た様だが──

「人間は魔法器官を『外付け』する事になった」

　その結果──人間の使う魔法は、人間の生態に依い存ぞん、いや、束そく縛ばくされず、多た彩さいな発展を遂とげる事になる。

　同時にその消費する記憶についても『外部供給』が可能になった。

　化石思念料や遺体の事である。

　自らの記憶ではなく、他ほかの人間や棄獣フエイラの骸むくろを用いて──そこに残る記憶を消費して魔法を使う事が出来る様になった。

　結果として魔法は複雑化・大規模化する事となり、これは更さらに人間の文化や文明の発展を加速させる事になった。

　だが──

「しかし文化や文明が発展すれば、全体として人間の暮らしは安定してゆく。魔法技術は輸送や農耕にも応用される事となり、食料は大陸全土に行き渡わたり、飢うえて死ぬ者は減っていく。医い療りよう、経済、といった分野についても同様だ」

　例えば、大陸の東部では大豊作、大陸の西部では大だい凶きよう作さく、といった状じよう況きようが在ったとして……東部では保存しきれずに作物を海や河へと棄すてる一方で、西部では一ひと握にぎりの穀物を争って殺し合いが起きるという事態も在り得る。だが通信技術や輸送技術が在れば、食料の適切な分配は可能になる。

「そして安定した生活は──喜怒哀楽の波をも穏おだやかなものにする」

　限度を超こえて腹が減れば怒おこりやすくなる。

　家族が不ふ慮りよの死を遂げれば、当然に悲しい。

　飢えを識しっているからこそ、飽ほう食しよくは快楽で。

　だから……安定した暮らしは、人間の感情変化をも緩ゆるやかにする。

「だがそれは神にとって糧かての減少を意味する」

「…………怒いかりや、悲しみを、喰うから？」

「喜びもだ」

　トールの問いにアルトゥールはそう答えた。

「激しい感情変化であれば、種類は問わない」

「…………」

「そこで一つ──貴様に問おう、乱破師よ。強い喜怒哀楽が神の餌えさを生む。ではより効率よく餌を得るためには何をすれば良い？」

「…………なに？」

　それは、効率よく人間の社会に激しい喜怒哀楽を生み出す方法という事か。

　実際に『神』が居て、人間の喜怒哀楽を喰っている、という話そのものがトールにしてみれば常識の埒らち外がい、辛かろうじて概がい要ようを理解出来ているに過ぎない。アルトゥールの話を追うのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　しかし──

「難しく考えることはない」

　察しの悪いトールに、しかしアルトゥールは苛立つ様子も無くそう言った。

　先に彼が言った通り、これは単なる時間潰つぶしに過ぎないからか。

　あるいは、もっと別の理由があるのか。

「殴なぐられれば怒る。刺さされれば更に怒る。傷つけば死にたくないと叫さけび、家族を奪うばわれれば復ふく讐しゆうを誓ちかう。病に倒たおれれば薬が足りない事を嘆なげき、飢えれば満たされた者を憎にくみ、恵めぐまれた立場に居る者を見ては不公平だと恨うらむ。さて──こうした者達を大量に生む為ために、最も簡単で、効率の良い方法は何か？」

「……それは」

　かすれた声で言ったのは、ニコライだった。

　傭兵マーセナリニコライ・アフトトル。

　アルトゥールの問いは──数多あまたの戦場を生き抜ぬいてきた彼にとって、自明のものであったのだろう。

「戦争か……！」

「正解だ」

　アルトゥールはニコライの方を向いて頷いて見せた。

「戦争とは、まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく。常に戦争を起こし続ける事で、世界は神にとっての美酒に充ち満ちる。更には予あらかじめ与えられた文明、魔法技術は、この戦争を世界全体に拡大させ、人間という生き物達の感情を満まん遍べんなく搔かき回す。戦争は更に文明を発展させ、更に自らを育はぐくんでいく……」

「なんて事を──」

　怒りの表情も露あらわに言うヴィヴィ。

　だが──

「それを酷ひどいと怒る資格は人間にあるまいよ」

　アルトゥールは平然とそう言った。

「この世界は神にとっての生いけ簀す、放牧場、田畑、そういったものに過ぎない。生け簀の中で育てられた魚を食した事は？　放牧場で育てられた家か畜ちくの肉を食した事は？　いや。植物とて生き物だ。農場で育てられた小麦を、刈かり取り、焼き殺して、喰った事は？　もし小麦に口が利きけたら何と言うだろうな？」

「…………」

　黙だまり込むヴィヴィ。

　だがアルトゥールは彼女をやり込めた事を勝ち誇ほこるでもなく、むしろある種の諦あきらめすら含ふくんだ口調でこう続けた。

「生きている以上は当然の行こう為いであり……その上で、より安定した生を望むなら、糧の安定供給を図り、糧の質を上げる事について、努力するのは当然であろうよ」

「我々は──」

　アルベリックが眼を細めて言った。

「つまり家畜や農作物に過ぎないと？」

「そうだな」

　容よう赦しや無くアルトゥールは頷く。

「神の飽食の為に生み出され、その為にこの戦乱の世界を生き続ける──それが我々の生まれてきた意味、存在理由だと、貴方あなたはそう言われるのか!?」

「そうだな」

　怒りに滾たぎるアルベリックの視線を正面から受け止めながら、アルトゥールは認めた。

「そして我は……そうした家畜を管理する為の牧羊犬に過ぎない」

　そう自らを定義するアルトゥールの口元に、皮肉げな笑えみが過よぎる。

　牧羊犬。

　無む秩ちつ序じよに群れる羊達をまとめ、必要に応じて、この群れを追い込んで、管理する。

　それはつまり──ガズ帝てい国こくそのものが、この大陸に戦争を起こし続ける為の道具、仕し掛かけにしか過ぎないという事か。アルトゥール・ガズの支配欲よくでも独どく占せん欲よくでもなく、ましてや大陸統一という野望ですらなく、ただ、戦争という名の混こん沌とんを起こし続ける為だけのものでしかなく──

（ガズ帝国首都攻こう防ぼう戦せんでは何万って人間が死んだ筈はずだ）

　トールは考える。

（そいつらも──まさか自分がただの機関カラクリに振ふり回されて死ぬだなんて、思ってもみなかっただろうに）

「貴方も、いや、魔法技術も、ガズ帝国も、その為の道具であると？」

　アルベリックがそう問うた。

「そうだ」

　あっさりとそう答えるアルトゥール。

　彼はそれから、一同を改めて見回して言った。

「真実を識って絶望したか？　激げき怒どしたか？　結構──それこそが諸君等に神が望んだ事だ。人間はその為に生まれ、その為に生き、その為に死ぬ。永えい劫ごうに続く強い感情の連れん鎖さ、それこそが神の望んだものだ」

「…………」

　トール達は、そしてアルベリック達も、言葉が出てこなくなっていた。

　重く長い沈ちん黙もくがトール達の頭上にのしかかる。

　何をどうして良いのかすら分からない。

　アルトゥールの言葉が正しければ、全すべてはその『神』の掌てのひらの上──凡ぼん俗ぞくの自分達にはどうする事も出来ないではないか。

　しかし……

「だが我はそれが不満だった」

〈禁断皇こう帝てい〉と呼ばれた男は首を振って見せた。

「エンペリオン？　皇帝？　世界の半分を統すべる支配者？　──どんな言葉で誤ご魔ま化かそうとも実態はただの牧羊犬、いや、道具に過ぎない。そして我は道具でいる事に、我が慢まんがならなかった。怪かい物ぶつ、バケモノと我を呼んだ者も多いが──」

　何ど処こか皮肉げな笑みがアルトゥールの口元を過る。

　あるいは……面と向かってこの男を『バケモノ』と呼んだ命知らずな誰かが、過去にいたのかもしれない。

「怪物であるならば、怪物らしく、真に自由で真に傲ごう慢まんたる存在であるべきだ──我はそう思う様になった。そして神の道具たる事を辞やめた」

　ひどく簡単な物言いをしているが、それがどれだけ困難な事であるか。

　トールには良く分かる。

　しかし──

「だがそれはまさしく、飼い犬が主あるじの手を嚙かむ様なものであったのでな。我は不要として処分される事になった」

「では……〈御遣いアポストロ〉とは、いや、六か国連合によるガズ帝国討とう伐ばつそのものが？」

「そうだ」

　アルベリックの問いにアルトゥールは頷うなずいた。

「お前達も見たであろう。あのギイと呼ぶ、神の端たん末まつ──いや『触しよく手しゆ』」

　アルトゥールが片手間に小規模な魔法を起動させたのか。

　素材物質が反応し──ギイと呼ばれていた少年の幻げん影えいが、アルトゥールの掲かかげた掌の上に、浮うかび上がる。

「勿もち論ろん、ただ処分されただけでは、逆らった意味が無い。我はギイに唆そそのかされた人間達に殺される事を予想した上で、自らの身体からだを再構築し、次にギイと──その〈御遣いアポストロ〉とまみえた時にはこれと対等以上に戦える様、仕組んだ。『チャイカ』という名の術式を」

「……術式」

　呟つぶやくのはそのチャイカ本人である。

　既すでに自分が人格のみを生身の人間に上書きされた存在でしかないのは理解していても、改めて仕組んだ本人からそう告げられるのは──しかも人でも、物でもない、と告げられるのは、辛つらいものがあるのだろう。仮にもアルトゥール・ガズは彼女等が『父』と呼んできた存在なのだから。

「基にした個体──原型のチャイカは、自らが死ぬその瞬しゆん間かんまでを記き憶おく、魔法通信により、素体の脳に記憶を転送し、焼き付ける。派生型のチャイカは、発動条件が揃そろえば、素体の人格を塗ぬり潰つぶして肉体を乗っ取り、我が『遺体』を集める為に動き出す。派生型のチャイカは素体の肉体的条件や、予め設定してあった条件に従い、各個別々の能力や性格を得て動き始める。能力や性格を変えてあるのは、同一の原因により全ぜん滅めつしないようにという用心だ」

「…………」

　トールは白チャイカと紅あかチャイカの性格や能力の違ちがいを──ひいては蒼あおチャイカであったレイラの事をも思い出す。

「……少女である事すら道具としての仕様なのか」

「無論だ」

　トールの問いにアルトゥールは頷いた。

「他者の庇ひ護ごを受けやすいように。勿論──女である事は元々必ひつ須すだ。我を産み直す為には必要な条件であった」

　つまりはチャイカ達はアルトゥールの娘むすめであると同時に母でもある──そう定められていたという事か。恐おそらくその肉体の中には、アルトゥールの遺体を喰くって、その中に残っていた情報──記憶その他を取り込み、濾ろ過かし、子宮内に仕込まれていたアルトゥール・ガズの『種子』に入力する為の術式も全て組み込まれていたという事だ。

「…………」

　とんでもない話だった。

　勿論──信じられない、と〈禁断皇帝〉の話を否定するのは簡単だ。アルトゥール・ガズは今まで言葉で示すだけで、具体的な証しよう拠こを──自らの話を直接に裏打ちする様な証拠を見せてはいない。全てはアルトゥールの妄もう想そう、と切って棄すてる事も、不可能ではない。

　だが……

（いちいち思い当たる事が多すぎる……！）

　トールは呻うめいた。

　大海魔クラーケンの言葉。

　魔法という技術。

〈御遣いアポストロ〉達の存在。

　チャイカ達の存在。

　何より、ここでアルトゥールがトール達に噓うそを語る意味が無い。

「理解したか？　納なつ得とくしたか？　ならばそこで大人しく見ているが良い」

　アルトゥールは言う。

「我が神を討うつ様を」

　その口調にも声こわ音ねにも気負った処ところは特に無い。

　予め自身で仕組んだとおりに全てが動いているからか──それは『神殺し』などという大それた行為に手を染めようとしているとは、到とう底てい見えない落ち着きぶりだった。

「貴方の言葉が正しいのなら」

　アルベリックは右手で剣けんの柄つかを握にぎりしめながら──彼もまた、人間を単なる道具として扱あつかい、使い捨てて当然であるかの様に語る〈禁断皇帝〉には、腹に据すえかねるものを覚えているのであろうが──言った。

「神とは我等の世界の外側に居るものだ。どうやって討つ？」

「その為ためのニーヴァ・ラーダ……我が、神器」

　言ってアルトゥールは傍かたわらの少女を見み遣やった。

　今──彼女は半はん透とう明めいの術式版の真ん中にあって、その全てと繫つながっている。未いまだ少女の形態をとってはいるが、その顔に表情は無く、まさしく道具そのものといった風ふ情ぜいで──彫ちよう像ぞうの様に微び動どうだにせず立ち尽つくしていた。

「そもそも神はこの世界から糧かてを吸い上げる為の経路を造っている。神自身がこの物質の世界にやってきて人間そのものを貪むさぼり喰う訳ではないからな」

「経路？」

「〈シャモニ遺い跡せき群ぐん〉について聞いた事は？」

「──！」

　アルベリック達が顔を見合わせる。

「ガズ帝国が、戦略上、あまり意味が無い筈のシャモニ遺跡群を、積極的に押さえていたというのは──」

「敵の兵へい站たん──補給路を叩たたくのは戦略の基本であろう？」

　シャモニ遺跡群はつまり──この世界における人間達が発する感情の波を捉とらえ、吸い上げ、神に供給する為の機構であるという事か。トールもあまり遺跡に関しては詳くわしくないが、確か『魔ま法ほう機関の様な構造を持つ巨きよ大だいな古代遺跡』であるとは聞いた事が在ある。

「分かり易やすく神──などと言っているが」

　眼を細めてアルトゥールは言った。

　彼が片手を振ると──先さき程ほどから映っていたギイの幻げん像ぞうが消しよう滅めつし、代わりに、トール達の頭上に『空』が映し出された。まるで天てん井じようがいきなり無くなったかの様な光景が一同の上にのしかかる。

　そこには、夕暮れ色に染まる空を覆おおわんばかりに、巨大な人ひと影かげが映し出されていた。

　まるで山よりも、海よりも、遥はるかに大きな巨人が、今しも倒たおれてきている最中であるかの様に──

「別の言い方をすれば、あれはこの世界の人間の感情を喰って生きている──つまりはこの世界に寄生する宿り木の様なものだ。我があの遺跡群を押さえたと知っていても、神の側からアレを切り離はなす訳にはいかない。新たな遺跡群を造るには時間も無い。そして我はあの遺跡群の生み出す超ちよう空間回かい廊ろうを用いて、直接、神に攻こう撃げき用の術式を届かせる」

　既にニーヴァ・ラーダを中心とし、シャモニ遺跡群、そしてガズ帝国時代に構築され、秘ひ匿とくされた幾いくつかの地下施し設せつ──魔法機関、これらは、全て繫がれているという。

　後は、最終的な調整を終えて、術式を打ち込むだけなのだ、とアルトゥールは言った。

「既に空間は繫がっている。そのせいで神の姿がああして見えているのだ」

「あれが、神なのか。まるで巨人──」

「正確にはその一側面──影かげだ」

　アルベリックの言葉を遮さえぎってアルトゥールは言う。

「実際にああいう形をしている訳ではない。我等の精神に具体的、物質的な形がある訳ではないのと同様、神に形など無い。あれは、我々が、自分に理解出来る形に、神を翻ほん訳やくして見ているだけのものだ」

「……訳がわかんねえよ」

　殊こと更さらに不ふ愉ゆ快かいそうに──吐はき捨てる様にトールは言った。

　話の規模が大きすぎて──そして抽ちゆう象しよう的てきに過ぎて、時折、自分の胸に抱いだいている感情すら見失いそうになる。自分達の怒いかりなど、チャイカの、チャイカ達の押しつけられた絶望など、大事の前の小事……そんな風に思ってしまいかねない。

「分からずとも良い」

　アルトゥールは言った。

「ただ、邪じや魔まは──するな」

　言って彼はニーヴァ・ラーダに手を伸のばす。

　アルトゥールの指先がその薄うすい胸に触ふれて──そのまま、まるで突つき刺さすかの様に肉の内へと沈しずみ込んでも、やはり生きた機杖ガンドとも言うべき少女は、微動だにしなかった。

「時は来た。準備は成った。見るが良い。我が神殺し──」

　言ってアルトゥールの手が──既に手首までニーヴァの中に沈んだそれが動く。

　次の瞬間──

「──！」

　トール達は息を吞のんだ。

　傲ごう然ぜんと頭上の風景が──否いな、頭上に映し出された空が歪ゆがむ。

　螺ら旋せんを描えがくかの様に、発ば条ねをたわめるかの様に、風景が歪わい曲きよくし、回転を始め、巨大な黒い人影に向けて何かが絞しぼり込まれていくのが分かった。

　そして。




　──やめろ。




　虚こ空くうに巨大な顔が幾いく重えにも重なって浮かび上がる。

「──ギイ」

　トールは呟いた。

　そう。それはあのギイと呼ばれた少年の顔だった。

　アルトゥールに言わせれば神の端たん末まつ──神の一部。

　人間達を都合良く動かす為の仕し掛かけ。その意味ではアルトゥールと同じなのだろうが、アルトゥールと異なり、肉の身を持たないのは、アルトゥールと同様に神への『離り反はん』を恐れての事か。あるいは別の理由か。

　いずれにせよ──




　──やめろ。やめろ。やめるのだ。エンペリオン。
















　──上位存在を殺せばお前は存在理由を失う。

　──やめろ。やめるのだ。お前は壊こわれている。

　──全くの無意味だ。




　この期ごに及およんでも淡たん々たんと、しかし制止の言葉を投げ掛けてくるギイ。

　だがもう、その言葉に惑まどわされるアルトゥールではない──のだろう。

「今、神は──死ぬ」

　その言葉と同時に閃せん光こうが走った。

　遥かな空──幾つも重なるギイの幻げん影えい、いや、その向こうにある影に向かって。

　同時に世界そのものが鳴動したかの様な、轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　風景は歪みに歪み、空の朱しゆ色いろは激しく濃のう淡たんを変化させながら、魔法の蒼あおい光と混ざり合い、複雑な斑まだら模様を描いた。

　そして──




　────────────────────ッ!!




　音ではなかった。

　だがそれは──それでもそれは、断だん末まつ魔まの叫さけびだったのだろう。

　トール達は頭の中を直接揺ゆさぶられるかの様な、衝しよう撃げきが頭上から降ってきて、自分達の身体からだを通り抜ぬけて地の底へ消えていくのを感じた。

「影が──」

　そう呟つぶやいたのは誰だれだったか。

　空の向こうで影が引き裂さかれていく。

　まるで亀き裂れつが入るかの様に、無数の紫むらさき色いろの線が──空の朱あかさと魔法の蒼さの入り交じった細かな線が、影に刻まれる。それは瞬またたく間に影の全すべてを覆い尽くし、次の瞬しゆん間かん、世界を覆い尽くすかの様なその巨大な何かは、無数の細さい片へんとなって散っていた。

　そして──

「…………」

　しばらくは誰も一言も発しなかった。

　痛い程の静せい寂じやくが謁えつ見けんの間を満たす。言葉を発する事そのものが憚はばかられる様な──己おのれの鼓こ動どうや呼吸の音すらもが、無ぶ粋すいな雑音として発するのを躊躇ためらわれる様な、純然たる無音の時間が、ひしひしと皆みなを押し包んでいた。

　恐おそらく一同の──アルトゥールを除いた全員の脳のう裏りに在ったのは、単純な疑問であったのだろう。

　これで本当に神は死んだのか。

　もしそうだとしたら、何が変わる？

　世界は──どうなる？

　一同の顔に浮うかび上がる表情は、不安というよりも純然たる困こん惑わくであったろう。

　それをどう感じたか──

「──さて」

〈禁断皇こう帝てい〉と呼ばれた男は言った。

　厳おごそかに──まるで神事を執とり行う祭司の如ごとく。

「それでは此こ処こから始めよう」

「──始める？」

　眼を細めてアルトゥールを睨にらみながらトールは問うた。

「何を言って──」

「本当の、世界の全ての、支配を」

　むしろ晴れやかな表情さえ浮かべて、〈禁断皇帝〉はそう告げた。







　　　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: さかき]さかきです。

『棺姫ひつぎのチャイカ』第十巻をお届けいたします。




　以前、九巻を読んだうちの嫁よめさんとの会話。

「あれ？　トール随ずい分ぶんとあっさり竜騎士ドラグーン・キヤバリアになったね？」

「ん？　あっさり？　散々悩なやんでたじゃん（竜騎士なる事に、ではないけど）」

「いや。フレドリカに嚙かまれて、死にかけて、その後はもう竜騎士になって出てくるでしょ。なんかこう、盛り上がりをすっ飛ばしてる感じ」

「ああ。いやまあ、アレは九巻の一冊としてのまとまりと、山場の構築、トールが駆かけ付ける際の演出とかまあ、色々あってああなった訳で」

「それは分かるけど、『契けい約やく』のシーンって見せ場になるから、勿もつ体たいなくない？」

「ああ、その辺は一応、十巻でやります。最初からその積つもりだったんでね」

　──という訳で。

　十巻、物語としては色々怒ど濤とうの急展開でありますが、今回の第一の目玉はとりあえず冒ぼう頭とうのフレドリカのシーンだと密ひそかに思っていたりする著者の私です（おい）。




　昔からの読者の方には、たまに指し摘てきされますが、どうも、私って人外ヒロイン萌もえな処ところがあるっぽくて、双ふた子ごネタと並んでよく使う訳ですが。やっぱりフレドリカも描かいていて楽しいというか、今回、彼女のシーンを書いていた際には非常に筆が乗ったというか。

　まあ考えて見ればチャイカ勢も人外っちゃ人外な訳で（肉体はともかく、中身が）。




　チャイカに限って言えば、ただでさえトールとの関係で不ふ遇ぐうだ不遇だと言われている『普ふ通つうの人間の』アカリには申し訳無いんですが（笑）。アカリはまともに（トールがアカリに対して）デレるとその瞬しゆん間かんに話が終わりそうで、なかなか。




　ちなみに、本編は基本的に次巻で完結、番外というか、ちょっと変則版（ブルーレイ同どう梱こんがどうの、という意味でなく、中身の話）が最終刊として来年の春に出る予定になっております。中身については乞こうご期待って事で。




　さて──本巻が発売される頃ころにはアニメの二期も秒読みに入っているかと思います。

　九巻辺りからはアニメの脚きやく本ほん会議やら何やらよりも後に書かれている為ため、微び妙みように展開やオチが違ちがうかとは思われますが、以前の『スクラップド・プリンセス』や一期の『棺姫のチャイカ』の事もありますので、増ます井い監かん督とく以下、スタッフを信しん頼らいしているというか、私個人は何の不安も無くアニメの完成を楽しみにしておりまする。

　読者の方々も、小説同様、アニメの方も最後までおつきあいをいただければと思います。




　毎回、素晴らしい絵をくださる、なまにくＡＴＫ師と、担当編集氏、校正さん等、関係各者、及およびここまで御ご購こう読どく続けてくださった読者の方々に感謝しつつ。
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　チャイカ・ガズはガズ帝国の姫君だ。

　いや。姫だったというべきだろう。既にガズ帝国はこの世界に存在しない。だからその肩書きにも『元』という但し書きが付けられるべきで、今の彼女は何の後ろ盾も無い、ただの少女に過ぎない。

　それでも彼女が北方の大国の生まれであるという事は変わらない事実で──だから。

「──雪！　雪！」

　と──はしゃぎ回る彼女の姿は、妙にその白銀の風景と馴染んでいた。

「何なんだよ、お前は」

　チャイカの従者の一人──乱破師サバターのトール・アキュラは、己の主を、げんなりとした表情で眺めていた。チャイカは先程から、足元に積もった雪に手を挿し込んでは、これをすくい上げて辺りにまき散らしている。ただそれだけの行為の何が面白いのか、延々とこれを繰り返しているのだ。

「トール。雪」

　とチャイカは、すくった雪を掌の上に載せて差し出してくる。

「見りゃ分かるよ」

「トール。不感症」

　不満げに頬を膨らませながら、そう言うチャイカ。

　恐らく、感性が貧しいとかそういう事を言いたいのだろう──位の察しはつくが。

　トールにしてみれば、雪なんぞは鬱陶しいだけのものだ。何もせずとも寒いわ、歩けば足をとられるわ、百害あって一利無し──という印象である。だが北国で生まれ育ったであろうチャイカは、そうではないらしい。

「兄様が不感症などと──それは誤解だ」

　とトールの傍らでわざわざ異を唱えるのは、もう一人の従者にして、トールの義妹……乱破師のアカリである。彼女はいつも通りの至極真面目な──無表情な顔で、言った。

「兄様はむしろ感じやすい位だ」

「むや？　トール敏感？」

「うむ。特に首筋に息を吹きかけると弱い」

　興味津々と言った様子のチャイカに、アカリは大きく頷きながら言った。

「そこ。妙な弱点捏造してんじゃねえぞ」

「兄様……捏造などと。心外だ。……だったら良いな、という話だ」

「きっちり捏造だろうが！　──それよりチャイカ。遊んでないで、この雪、溶かすなり何なり出来ないのか？」

　トールはチャイカの背負う、やたらにでかい荷物──棺桶を見ながら尋ねた。あの中には分解された魔法機杖ガンドが入っている。

「……却下」

　ぷい、と横を向いてチャイカは言った。

「おい？　いくら俺達の機車ヴィークルが元軍用だっつっても、雪道を走らせるのはやっぱり危ないんだよ。魔法で雪を──」

「……拒否」

　何故か、頑なにそう言うチャイカ。

　彼女がこんな我が儘を言うのは珍しい。

「放置。明日の昼──溶解。多分。消滅」

「あ？　いや、まあそうかもしれんが」

　確かに、放っておけば明日の昼には溶けて消えているかもしれないが。

「堪能。それまで」

「いや、堪能、とか言われてもな」

　差し出された雪を前に途方に暮れるトール。

「雪なんてのは邪魔なだ──ぬおわっ!?」

　思わず悲鳴じみた声を上げて横に跳ぶトール。振り向いて見ると、両手一杯に雪をすくい、トールの首筋にこれを押しつけてきたアカリが──不思議そうに、首を傾げていた。

「兄様──やはり敏感ではないか。首筋」

「いきなりンなもん押しつけられたら、誰でも変な声出るわ！」

　首筋に手をやると、未だ少しの雪がついていた。これを払ってトールは──

「…………」

　ふと掌を見る。

　指先についていた雪片が──見る間にトールの体熱で溶けていく。一滴の雫となったそれは、指先から滑り落ちて、消えた。まるで──最初からそこには何も無かったかの様に。

「……放っておいても消えてしまう」

　ふと──チャイカがラーケ語に切り替えて言うのが聞こえた。

「こんなに綺麗なのに。ここに確かに在るのに。そんなもの最初から無かったみたいに、無くなってしまう。だから、覚えておくの。思い出として、記憶として、それが、そこに在ったという事を」

　トール達に聞かせると言うより、それは単なる呟きであったのだろうが──

（……まるで、命の、様に……）

　ふとそんな事を思うトール。

　そして──

「…………」

　白銀色の髪と、白い肌と──まるで自身が雪の様な少女・チャイカ。小柄で、華奢で、やる事なす事、危なっかしくて……

「むや？　トール？」

　チャイカが眼を瞬かせた。

「あ……いや」

　殆ど無意識の内に、彼女の手をつかみかけた、自分の手を、慌てて引っ込めながら──トールは首を振った。

　チャイカが、ふと消えてしまいそうな気がした──などとは、気恥ずかしくてとても言えなかった。

　それに……

（雪は、迂闊に触れれば、溶けて、消える）

　そんな言葉を脳裏にしまい込んで──トールはその場にしゃがみ込み、雪を掌の上にとる。

　そして──

「どうせ身動きとれないんなら、気晴らしに愉しまねえと──な」

「みゃっ!?」

　ぼす、と顔面に雪玉を喰らってひっくり返るチャイカ。

「トール!?　奇襲！　酷い！」

「乱破師に何言って──のわっ!?」

　ずぼりと、自分の頭の倍近い大きさの雪玉を脳天から喰らってトールは倒れた。

「アカリ、てめえ──」

「兄様がチャイカとばかり話をしているので、つい、私は寂しくなってしまったのだ」

「しまったのだ、じゃねえ──ぶはっ!?」

　アカリに食って掛かろうとしたトールの横顔に、雪玉がぶち当たる。

「命中！」

　嬉しそうにそう言いつつ、次の雪玉を握るチャイカ。同時にアカリも次の雪玉を握り始めているのが見えて──

「こら、二人掛かりとは卑怯──」

　と乱破師らしからぬ抗議をするトールの顔に、少女達の投げた雪玉が、同時に命中する。

「てめえら ……！」

　そして結局──

　その日、トール達は日が暮れるまで延々と雪原の中で遊び回る事になった。　
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